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第８章　
POSプリンタ
一覧
プロパティ
	共通
	版数
	型
アクセス
	初期化

	AutoDisable
	1.2
	Boolean
R/W
	適用外

	BinaryConversion
	1.2
	Long
R/W
	Open

	CapPowerReporting
	1.3
	Long
R
	Open 

	CheckHealthText
	1.0
	String
R
	Open 

	Claimed
	1.0
	Boolean
R
	Open 

	DataCount
	1.2
	Long
R
	適用外

	DataEventEnabled
	1.0
	Boolean
R/W
	適用外

	DeviceEnabled
	1.0
	Boolean
R/W
	Open & Claim 

	FreezeEvents
	1.0
	Boolean
R/W
	Open 

	OutputID
	1.0
	Long
R
	Open 

	PowerNotify
	1.3
	Long
R/W
	Open 

	PowerState
	1.3
	Long
R
	Open 

	ResultCode
	1.0
	Long
R
	-- 

	ResultCodeExtended
	1.0
	Long
R
	Open 

	State
	1.0
	Long
R
	-- 

	ControlObjectDescription
	1.0
	String
R
	-- 

	ControlObjectVersion
	1.0
	Long
R
	-- 

	ServiceObjectDescription
	1.0
	String
R
	Open 

	ServiceObjectVersion
	1.0
	Long
R
	Open 

	DeviceDescription
	1.0
	String
R
	Open 

	DeviceName
	1.0
	String
R
	Open 


	専用
	
	
	

	CapCharacterSet

CapConcurrentJrnRec

CapConcurrentJrnSlp

CapConcurrentRecSlp

CapCoverSensor

CapTransaction
	1.1

1.0

1.0

1.0

1.0

1.1
	Long
R

Boolean
R

Boolean
R

Boolean
R

Boolean
R

Boolean
R
	Open

Open

Open

Open

Open

Open

	CapJrnPresent

CapJrn2Color

CapJrnBold

CapJrnDhigh

CapJrnDwide

CapJrnDwideDhigh

CapJrnEmptySensor

CapJrnItalic

CapJrnNearEndSensor

CapJrnUnderline
	1.0

1.0

1.0

1.0

1.0

1.0

1.0

1.0

1.0

1.0
	Boolean
R

Boolean
R

Boolean
R

Boolean
R

Boolean
R

Boolean
R

Boolean
R

Boolean
R

Boolean
R

Boolean
R
	Open

Open

Open

Open

Open

Open

Open

Open

Open

Open

	CapRecPresent

CapRec2Color

CapRecBarCode

CapRecBitmap

CapRecBold

CapRecDhigh

CapRecDwide

CapRecDwideDhigh

CapRecEmptySensor

CapRecItalic

CapRecLeft90

CapRecNearEndSensor

CapRecPapercut

CapRecRight90

CapRecRotate180

CapRecStamp

CapRecUnderline
	1.0

1.0

1.0

1.0

1.0

1.0

1.0

1.0

1.0

1.0

1.0

1.0

1.0

1.0

1.0

1.0

1.0
	Boolean
R

Boolean
R

Boolean
R

Boolean
R

Boolean
R

Boolean
R

Boolean
R

Boolean
R

Boolean
R

Boolean
R

Boolean
R

Boolean
R

Boolean
R

Boolean
R

Boolean
R

Boolean
R

Boolean
R
	Open

Open

Open

Open

Open

Open

Open

Open

Open

Open

Open

Open

Open

Open

Open

Open

Open

	CapSlpPresent

CapSlpFullslip

CapSlp2Color

CapSlpBarCode

CapSlpBitmap

CapSlpBold

CapSlpDhigh

CapSlpDwide

CapSlpDwideDhigh

CapSlpEmptySensor

CapSlpItalic

CapSlpLeft90

CapSlpNearEndSensor

CapSlpRight90

CapSlpRotate180

CapSlpUnderline
	1.0

1.0

1.0

1.0

1.0

1.0

1.0

1.0

1.0

1.0

1.0

1.0

1.0

1.0

1.0

1.0
	Boolean
R

Boolean
R

Boolean
R

Boolean
R

Boolean
R

Boolean
R

Boolean
R

Boolean
R

Boolean
R

Boolean
R

Boolean
R

Boolean
R

Boolean
R

Boolean
R

Boolean
R

Boolean
R
	Open

Open

Open

Open

Open

Open

Open

Open

Open

Open

Open

Open

Open

Open

Open

Open

	AsyncMode
	1.0
	Boolean
R/W
	Open

	CharacterSet
	1.0
	Long
R/W
	Open, Claim, & Enable

	CharacterSetList
	1.0
	String
R
	Open

	CoverOpen
	1.0
	Boolean
R
	Open, Claim, & Enable

	ErrorLevel
	1.1
	Long
R
	Open

	ErrorStation
	1.0
	Long
R
	Open

	ErrorString
	1.1
	String
R
	Open

	FontTypefaceList
	1.1
	String
R
	Open

	FlagWhenIdle
	1.0
	Boolean
R/W
	Open

	MapMode
	1.0
	Long
R/W
	Open

	RotateSpecial
	1.1
	Long
R/W
	Open

	JrnLineChars
	1.0
	Long
R/W
	Open, Claim, & Enable

	JrnLineCharsList
	1.0
	String
R
	Open

	JrnLineHeight
	1.0
	Long
R/W
	Open, Claim, & Enable

	JrnLineSpacing
	1.0
	Long
R/W
	Open, Claim, & Enable

	JrnLineWidth
	1.0
	Long
R
	Open, Claim, & Enable

	JrnLetterQuality
	1.0
	Boolean
R/W
	Open, Claim, & Enable

	JrnEmpty
	1.0
	Boolean
R
	Open, Claim, & Enable

	JrnNearEnd
	1.0
	Boolean
R
	Open, Claim, & Enable

	RecLineChars
	1.0
	Long
R/W
	Open, Claim, & Enable

	RecLineCharsList
	1.0
	String
R
	Open

	RecLineHeight
	1.0
	Long
R/W
	Open, Claim, & Enable

	RecLineSpacing
	1.0
	Long
R/W
	Open, Claim, & Enable

	RecLineWidth
	1.0
	Long
R
	Open, Claim, & Enable

	RecLetterQuality
	1.0
	Boolean
R/W
	Open, Claim, & Enable

	RecEmpty
	1.0
	Boolean
R
	Open, Claim, & Enable

	RecNearEnd
	1.0
	Boolean
R
	Open, Claim, & Enable

	RecSidewaysMaxLines
	1.0
	Long
R
	Open, Claim, & Enable

	RecSidewaysMaxChars
	1.0
	Long
R
	Open, Claim, & Enable

	RecLinesToPaperCut
	1.0
	Long
R
	Open, Claim, & Enable

	RecBarCodeRotationList
	1.1
	String
R
	Open

	SlpLineChars
	1.0
	Long
R/W
	Open, Claim, & Enable

	SlpLineCharsList
	1.0
	String
R
	Open

	SlpLineHeight
	1.0
	Long
R/W
	Open, Claim, & Enable

	SlpLineSpacing
	1.0
	Long
R/W
	Open, Claim, & Enable

	SlpLineWidth
	1.0
	Long
R
	Open, Claim, & Enable

	SlpLetterQuality
	1.0
	Boolean
R/W
	Open, Claim, & Enable

	SlpEmpty
	1.0
	Boolean
R
	Open, Claim, & Enable

	SlpNearEnd
	1.0
	Boolean
R
	Open, Claim, & Enable

	SlpSidewaysMaxLines
	1.0
	Long
R
	Open, Claim, & Enable

	SlpSidewaysMaxChars
	1.0
	Long
R
	Open, Claim, & Enable

	SlpMaxLines
	1.0
	Long
R
	Open, Claim, & Enable

	SlpLinesNearEndToEnd
	1.0
	Long
R
	Open, Claim, & Enable

	SlpBarCodeRotationList
	1.1
	String
R
	Open


メソッド
	共通
	
	必要条件

	Open
	1.0
	-- 

	Close
	1.0
	Open 

	Claim
	1.0
	Open 

	Release
	1.0
	Open & Claim 

	CheckHealth
	1.0
	Open, Claim, & Enable

	ClearInput
	1.0
	適用外

	ClearOutput
	1.0
	Open & Claim

	DirectIO
	1.0
	Open 


	専用
	
	

	PrintNormal
	1.0
	Open, Claim, & Enable

	PrintTwoNormal
	1.0
	Open, Claim, & Enable

	PrintImmediate
	1.0
	Open, Claim, & Enable

	BeginInsertion
	1.0
	Open, Claim, & Enable

	EndInsertion
	1.0
	Open, Claim, & Enable

	BeginRemoval
	1.0
	Open, Claim, & Enable

	EndRemoval
	1.0
	Open, Claim, & Enable

	CutPaper
	1.0
	Open, Claim, & Enable

	RotatePrint
	1.0
	Open, Claim, & Enable

	PrintBarCode
	1.0
	Open, Claim, & Enable

	PrintBitmap
	1.0
	Open, Claim, & Enable

	TransactionPrint
	1.1
	Open, Claim, & Enable

	ValidateData
	1.1
	Open, Claim, & Enable

	SetBitmap
	1.0
	Open, Claim, & Enable

	SetLogo
	1.0
	Open, Claim, & Enable


イベント
	名称
	
	必要条件

	DataEvent
	1.0
	適用外

	DirectIOEvent
	1.0
	Open, Claim

	ErrorEvent
	1.0
	Open, Claim, & Enable

	OutputCompleteEvent
	1.0
	Open, Claim, & Enable

	StatusUpdateEvent
	1.0
	Open, Claim, & Enable


概説
POSプリンタコントロールのOLEプログラマティクIDは、“OPOS.POSPrinter”です。
POSプリンタコントロールは、一般的なWindowsグラフィカルプリンタを対象としておらず、パフォーマンスと利用の容易さのために、インターフェイスは直接プリンタをコントロールするように定義しています。通常、アプリケーションは、利用の容易さとエラーからの復帰における正確さのために、1行ごとにメソッドを呼び出して、プリンタに印刷します。
本仕様では、一般的に利用される三つのプリンタについて、定義しています。
· Journal  トランザクション処理と動作情報についてのログをとるため、簡単なテキストで印字するのに利用されます。会計検査等の目的のために、店舗にて保管されます。
· Receipt  トランザクション処理情報を印刷するために利用されます。たいてい、顧客に渡されます。しばしば、ストアレポートのためにも利用されます。取引間で用紙を切るためのカッターか、用紙を手動で切るためのバーのどちらかが付いています。
· Slip  用紙上に情報を印刷するために利用されます。たいてい、顧客に渡されます。
用紙上にバリデーション情報を印刷するためにも利用されます。用紙タイプは、小切手やあるいは、クレジットカードスリップが典型的です。
用紙処理機能を制限することによって、レシートまたはジャーナルに組み込んで、バリデーション印刷が出来るようにしているものもあります。この場合、POSプリンタの用紙を処理するスロットの深さにより印刷行の数が制限される事がほとんどです。それにもかかわらず、POSプリンタコントロールは、このPOSプリンタの機能をスリップとして扱います。
機能
POSプリンタは以下の機能を実装しています。
· デフォルトの文字設定では、0x20から0x7FのASCII文字を印刷できます。これは、スペース、数字、大文字、小文字といくつかの特種な文字を含んでいます。（もし、POSプリンタがこれらの全てをサポートしていなければ、小文字から大文字のように、近似した文字に、POSプリンタが変換する場合もあります。）
POSプリンタには、種々な付加的な機能があり、各機能の有無については、特定のまたは、その機能を示すプロパティを参照する必要があります。
また次の機能は、このバージョンのOPOS仕様書では定義しておらず、サービスオブジェクトでDirectIO機能を通じてそれらをサポートしている場合があります。
· ダウンロード可能な文字設定。
· 代替文字。
· 一般的なグラフィカル印刷。その場合、プリンタ行の各ピクセルが指定されます。
モデル
POSプリンタは、一部拡張していますが、一般的な出力モデルに従います。
· 次のメソッドは、常に同期的に実行されます。
BeginInsertion、EndInsertion、BeginRemoval、EndRemoval、CheckHealth
もし、非同期出力中ならば、これらのメソッドは失敗します。
· 次のメソッドも、常に同期的に実行されます。
PrintImmediate
PrintImmediateメソッドは、そのデータを直ちに印刷しようとします。（つまり、直後の印字動作に組み込まれます。）非同期出力中でも、このメソッドは呼び出せます。 PrintImmediateの主な目的は、非同期出力中に例外的に印字することです。
· 次のメソッドは、同期的または非同期的に実行されます。それは、AsyncModeプロパティの値に依存します。
PrintNormal、PrintTwoNormal、CutPaper、RotatePrint、 PrintBarCode、PrintBitmap
AsyncModeがFALSEの時、これらのメソッドは同期的に印刷され、完了ステータスをアプリケーションに返します。
AsyncModeがTRUEの時、これらのメソッドは次のように動作します。
· POSプリンタコントロールはその要求をバッファリングし、OutputIDプロパティをこの要求のための識別子として設定し、できるかぎり早く制御を戻します。デバイスがその要求を正常に完了した時、POSプリンタコントロールはOutputCompleteEventを通知します。このイベントのパラメータは、完了した要求のOutputIDを含みます。
非同期印刷メソッドは、用紙切れやPOSプリンタ欠陥のようなハードの問題によるエラーステータスは返しません。これらのエラーは、ErrorEventによってのみ通知されます。エラーステータスは、POSプリンタが排他アクセス権の獲得およびイネーブルをされていなかったり、パラメータが不正だったり、要求がキューに追加できなかった場合にのみ、返されます。最初の二つのケースは、アプリケーションのエラーです。一方、最後のケースは重大なシステムリソースの例外です。
· 非同期の要求が実行されている間に、エラーが発生すると、ErrorEventが通知されます。ErrorStationプロパティには、エラーが発生した時に印刷していたPOSプリンタが設定されます。
第1.11版以降：ErrorLevelには、発生したエラーのレベルが設定されます。ErrorStringには、発生したエラーの詳細を示す文字列が設定されます。イベントハンドラはエラー要因を排除した後に、たとえば同期的な印刷メソッドを呼び（非同期的なメソッドではない）、終了していない出力を再度試みるかまたは削除することができます。
· POSプリンタコントロールは、非同期出力がFIFOで実行されることを保証しています。
· ClearOutputメソッドを呼ぶことによって、POSプリンタコントロールによってバッファリングされた全ての出力は、削除されます。OutputCompleteEventは、削除された出力に対しては通知されません。このメソッドは、（可能ならば）処理中の出力も中止します。
· FlagWhenIdleプロパティを設定することにより、処理中の出力が正常、削除にかかわらず全て終了した時に、StatusUpdateEventを通知させることができます。
· 第1.11版以降 － 一括処理（トランザクションモード）
トランザクションはユニットとしてステーションにプリントされる印刷オペレーションの順序です。一括処理に含まれる印刷操作は、PrintNormal、CutPaper、RotatePrint、PrintBarCode、PrintBitmapです。一括処理中、印刷操作は最初に有効性が確認されます。もし正当ならば、これら印刷操作は一括処理バッファに追加されますが、まだ印刷はされません。アプリケーションが必要とするいくつかの印刷操作を行った後、一括処理の印刷のメソッドが呼び出されます。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　もし一括処理が同期的に印刷されるなら、戻り値は全ての一括処理の印刷が成功したこと、あるいはエラーが印刷の間に起こったことを表します。もし一括処理が非同期的に印刷されるならば、前記の非同期的な印刷の規則に従います。もしエラーが発生し、そしてエラーイベントのハンドラーがリトライの要求するならば、全ての一括処理の印刷はリトライされます。
POSプリンタのエラー通知モデルは以下の通りです。
· POSプリンタの用紙切れとカバーオープン状態は、ResultCodeにOPOS_E_EXTENDEDを設定することによって通知され、さらに、ResultCodeExtendedに以下のエラー状態の内の一つが設定されます。
OPOS_EPTR_JRN_EMPTY、OPOS_EPTR_REC_EMPTY、 
OPOS_EPTR_SLP_EMPTY、 
OPOS_EPTR_COVER_OPEN。
· 他のPOSプリンタエラーは、ResultCodeにOPOS_E_FAILUREを設定するか、あるいは他の標準のエラーステータスを設定することによって、通知されます。これらの障害はPOSプリンタ欠陥や、ジャムや、その他の重大なエラーの場合が考えられます。
デバイスの共有
POSプリンタは以下のように排他的な利用をするデバイスです。
· アプリケーションは、デバイスをイネーブルにする前に、そのデバイスの排他アクセス権を獲得しなければなりません。
· アプリケーションは、大半のプリンタ特有のプロパティにアクセスする前に、そのデバイスの排他アクセス権を獲得し、イネーブルにしなければなりません。
· アプリケーションは、デバイスを操作するメソッドを呼び出す前に、そのデバイスの排他アクセス権を獲得し、イネーブルにしなければなりません。
· 使用上の必要条件の詳細は、｢一覧｣の表を参照してください。
印字データとエスケープシーケンス
全てのPOSプリンタのデフォルトの文字設定は、少なくとも0x20から0x7FのASCII文字をサポートすると仮定されます。これは、スペース、数字、大文字、小文字、いくつかの特種な文字を含んでいます。もし、プリンタが小文字をサポートしていなければ、サービスオブジェクトは小文字を大文字に変換する事があります。
あらゆるエスケープシーケンスは、後ろに垂直バー（’|’）が続くエスケープ文字ESC（この値は10進法で27）で始まります。この後ろには、0またはより大きな数、小文字のアルファベットが続きます。エスケープシーケンスは、大文字のアルファベットで終わります。
ESC “|” で始まらないエスケープシーケンスは、POSプリンタにパススルーされます。また、 ESC “|” で始まるがOPOSエスケープシーケンスに当てはまらないエスケープシーケンスも同様にPOSプリンタにパススルーされます。
アプリケーションはValidateDataメソッドを呼び出す事によって、エスケープシーケンスやデータが、プリンタで実行されることができるか判断する事ができます。（いくつかのエスケープシーケンスは、同等なプロパティを使用することによって同じように判断できます。）
以下のエスケープシーケンスが定義されています。もし、エスケープシーケンスがプリンタによってサポートされないオペレーションを指定すれば、そのエスケープシーケンスは無視されます。
（1）指定時のみ、動作するエスケープシーケンス
	名称
	データ
	内容

	用紙カット
	ESC |#P
	レシート用紙を切ります。文字’#’は、要求されたカットのパーセンテージを示すASCII10進数の文字列です。もし、’#’が省略されていれば、フルカットされます。たとえば、Ｃ言語の文字列“\x1B|75P”は、75%の部分カットを要求しています。

	フィードと用紙カット
	ESC |#fP
	RecLinesToPaperCut行分の紙送りをした後、レシート用紙をカットします。文字’#’は、｢用紙カット｣エスケープシーケンスで定義されています。

	フィードとカットとスタンプ印刷
	ESC |#sP
	RecLinesToPaperCut行分の紙送りをした後、レシート用紙のカットとスタンプ印刷を行います。文字’#’は、「用紙カット」エスケープシーケンスで定義されています。

	ビットマップ印刷
	ESC |#B
	前もって保存されていたビットマップを印刷します。文字’#’はビットマップ番号です。 

	トップロゴ印刷
	ESC |tL
	前もって保存されていたトップロゴを印刷します。

	ボトムロゴ印刷
	ESC |bL
	前もって保存されていたボトムロゴを印刷します。

	スタンプ印刷
	ESC |sL
	スタンプを押します。

	複数行フィード
	ESC |#lF
	複数行のフィードをします。文字’#’は、フィードする行数を示すASCII10進数の文字列です。もし、’#’が省略されていれば、1行分のフィードをします。

	単位フィード
	ESC |#uF
	MapModeで指定された単位でフィードをします。文字’#’は、フィード量を示すASCII10進数の文字列です。もし、’#’が省略されていれば、1単位分のフィードをします。

	逆フィード
	ESC |#rF
	複数行の逆フィードをします。文字’#’は、逆フィードする行数を示すASCII10進数の文字列です。もし、’#’が省略されていれば、1行分の逆フィードをします。


（2）印字中に、動作するエスケープシーケンス
明確に変更されるまで、その状態を保つ特徴があります。
	名称
	データ
	内容

	フォントタイプ指定
	ESC |#fT
	以後のデータに対する新しいフォントタイプを選択します。文字’#’の値は、
0 = デフォルトフォントタイプ
1 = FontTypefaceListの最初のタイプを選択します。
2 = FontTypefaceListの2番目のタイプを選択します。
3以下も同様です。


（3）印字時に、動作するエスケープシーケンス
  各印刷メソッドの終わりや、あるいは”ノーマル”シーケンスによってリセットされる特徴があります。
	名称
	データ
	内容

	ボールド
	ESC |bC
	ボールド体または重ね打ちで印刷します。

	アンダーライン
	ESC |#uC
	アンダーラインと共に印刷します。文字’#’は、アンダーラインの太さ(ドット単位)を示すASCII10進数の文字列です。もし、’#’が省略されていれば、デフォルトの太さのアンダーラインが使用されます。

	イタリック
	ESC |iC
	イタリック体で印刷します。

	赤色
	ESC |rC
	赤色で印刷します。

	反転文字
	ESC |rvC
	明暗を反対にして印刷します。

	網掛け文字
	ESC |#sC
	網掛け装飾で印刷します。文字’#’は、網掛けのパーセンテージを示すASCII10進数の文字列です。もし、’#’が省略されていれば、プリンタのデフォルトレベルの網掛け装飾が使用されます。

	縦横1倍角
	ESC |1C
	通常の大きさで印刷します。

	横倍角
	ESC |2C
	横倍角文字で印刷します。

	縦倍角
	ESC |3C
	縦倍角文字で印刷します。

	縦横倍角
	ESC |4C
	縦横倍角文字で印刷します。

	横倍率

	ESC |#hC
	文字を横方向に拡大して印刷します。文字’#’は、横方向の拡大倍率を示すASCII10進数の文字列です。

	縦倍率
	ESC |#vC
	文字を縦方向に拡大して印刷します。文字’#’は、縦方向の拡大倍率を示すASCII10進数の文字列です。

	中央揃え
	ESC |cA
	中心に以下のテキストを整列させます。

	右寄せ
	ESC |rA
	右に以下のテキストを整列させます。

	ノーマル
	ESC |N
	プリンタの特徴を通常の状態に回復させます。


プロパティ
AsyncMode プロパティ   R/W

形式 
BOOL AsyncMode;
説明
TRUE：
PrintNormal、PrintTwoNormal、CutPaper、RotatePrint、 PrintBarCode、PrintBitmapの印刷メソッドは、非同期に実行されます。
FALSE：これらのメソッドは同期的に印刷されます。
このプロパティは、OpenメソッドによりFALSEに初期化されます。
戻り値
本プロパティ設定時、次の値がResultCodeプロパティに格納されます。
値
意味
OPOS_SUCCESS
プロパティは正常に設定されました。
CapCharacterSet プロパティ
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形式
LONG CapCharacterset;

説明
プリンタの印刷可能な文字設定を示します。
このプロパティには、次に示す値の内の一つが入ります。
値

   意味
PTR_CCS_ALPHA
文字設定は、大文字のアルファベットと、数値、空白、マイナス、ピリオドをサポートします。
PTR_CCS_ASCII
文字設定は、0x20と0x7Fの間の全てのASCII文字をサポートします。
PTR_CCS_KANA
文字設定は、コードページ932の一部をサポートします。それは、0xA1と0xDFの間の半角のカタカナと、0x20と0x7Fの間の全てのASCII文字を含んでいますが、漢字は含まれていません。
PTR_CCS_KANJI
文字設定は、コードページ932をサポートします。それは、0xA1と0xDFの間の半角のカタカナ、0x20と0x7Fの間の全てのASCII文字をサポートします。また、JIS第一水準、JIS第二水準レベルで定義される文字のシフトJISコード文字をサポートします。
デフォルトの文字設定は、これらの範囲の上位集合を含みます。初めのCharacterSetプロパティは、付加的な情報のために調べられます。
このプロパティは、Openメソッドにより初期化されます。
CapConcurrentJrnRec プロパティ
形式
BOOL CapConcurrentJrnRec;

説明
TRUE：ジャーナルとレシートの同時印刷が可能です。 
PrintTwoNormalメソッドは、PTR_TWO_RECEIPT_JOURNALやPTR_S_JOURNAL_RECEIPTパラメータと共に使用できます。
FALSE：アプリケーションは、一時に2つのプリンタの内の1つだけに印刷し、プリンタ間の移動は最低限にするべきです。非同時印刷(Non-concurrent Printing)は、以下のような理由により必要とされます:

· エラーの可能性がより高くなる。すなわち、異なるステーション間の移動により、紙ジャムの機会が増大する。
· それぞれのステーションが別々に印字されるほうが、パフォーマンスが向上する。
このプロパティは、Openメソッドにより初期化されます。
CapConcurrentJrnSlp プロパティ
形式
BOOL CapConcurrentJrnSlp;

説明
TRUE：ジャーナルとスリップの同時印刷が可能です。
PrintTwoNormalメソッドは、PTR_TWO_SLIP_JOURNALやPTR_S_JOURNAL_SLIPパラメータと共に使用できます。
FALSE：アプリケーションは、ジャーナルに印刷を行う前にはBeginInsertion/EndInsertionメソッドに続いてスリップへの印刷要求を行い、BeginRemoval/EndRemovalメソッドを行うという手順をとらなければなりません。 非同時印刷(Non-concurrent Printing)は、以下のような理由により必要とされます:

· スリップフォームがジャーナルステーションの前方に位置しているといった物理的な制約がある。
· エラーの可能性がより高くなる。すなわち、異なるステーション間の移動により、紙ジャムの機会が増大する。
· それぞれのステーションに別々に印字されるほうが、パフォーマンスが向上する。
このプロパティは、Openメソッドにより初期化されます。
CapConcurrentRecSlp プロパティ
形式
BOOL CapConcurrentRecSlp;

説明
TRUE：レシートとスリップの同時印刷が可能です。
PrintTwoNormalメソッドは、PTR_TWO_SLIP_RECEIPTやPTR_S_RECEIPT_SLIPパラメータと共に使用できます。
FALSE：アプリケーションは、 レシートに印刷を行う前にはBeginInsertion/EndInsertionメソッドに続いてスリップへの印刷要求を行い、BeginRemoval/EndRemovalメソッドを行うといった手順をとらなければなりません。 非同時印刷(Non-concurrent Printing)は、以下のような理由により必要とされます:

· スリップフォームがレシートステーションの前方に位置しているといった物理的な制約がある。
· エラーの可能性がより高くなる。すなわち、異なるステーション間の移動により、紙ジャムの機会が増大する。
· それぞれのステーションに別々に印字されるほうが、パフォーマンスが向上する。
このプロパティは、Openメソッドにより初期化されます。
CapCoverSensor プロパティ
形式
BOOL CapCoverSensor;

説明
TRUE：POSプリンタは｢カバーオープンセンサ｣を持ちます。
FALSE：持ちません。
このプロパティは、Openメソッドにより初期化されます。
CapJrn2Color プロパティ
形式
BOOL CapJrn2Color;

説明
TRUE：ジャーナルは2色印刷が可能です。
FALSE：不可能です。
このプロパティは、Openメソッドにより初期化されます。
CapJrnBold プロパティ
形式
BOOL CapJrnBold;

説明
TRUE：ジャーナルはボールド属性が可能です。
FALSE：不可能です。
このプロパティは、Openメソッドにより初期化されます。
CapJrnDhigh プロパティ
形式
BOOL CapJrnDhigh;

説明
TRUE：ジャーナルは縦倍角属性が可能です。
FALSE：不可能です。
このプロパティは、Openメソッドにより初期化されます。
CapJrnDwide プロパティ
形式
BOOL CapJrnDwide;

説明
TRUE：ジャーナルは横倍角属性が可能です。
FALSE：不可能です。
このプロパティは、Openメソッドにより初期化されます。
CapJrnDwideDhigh プロパティ
形式
BOOL CapJrnDwideDhigh;

説明
TRUE：ジャーナルは縦横倍角属性が可能です。
FALSE：不可能です。
このプロパティは、Openメソッドにより初期化されます。
CapJrnEmptySensor プロパティ
形式
BOOL CapJrnEmptySensor;

説明
TRUE：ジャーナルは「用紙無しセンサ」を持ちます。
FALSE：持ちません。
このプロパティは、Openメソッドにより初期化されます。
CapJrnItalic プロパティ
形式
BOOL CapJrnItalic;

説明
TRUE：ジャーナルはイタリック属性が可能です。
FALSE：不可能です。
このプロパティは、Openメソッドにより初期化されます。
CapJrnNearEndSensor プロパティ
形式
BOOL CapJrnNearEndSensor;

説明
TRUE：ジャーナルは「用紙ニアエンドセンサ」を持ちます。
FALSE：持ちません。
このプロパティは、Openメソッドにより初期化されます。
CapJrnPresent プロパティ
形式
BOOL CapJrnPresent;

説明
TRUE：ジャーナルは可能です。
FALSE：不可能です。
このプロパティは、Openメソッドにより初期化されます。
CapJrnUnderline プロパティ
形式
BOOL CapJrnUnderline;

説明
TRUE：ジャーナルのアンダーライン属性が可能です。
FALSE：不可能です。
このプロパティは、Openメソッドにより初期化されます。
CapRec2Color プロパティ
形式
BOOL CapRec2Color;

説明
TRUE：レシートの2色印刷が可能です。
FALSE：不可能です。
このプロパティは、Openメソッドにより初期化されます。
CapRecBarCode プロパティ
形式
BOOL CapRecBarCode;

説明
TRUE：レシートのバーコード印刷が可能です。
FALSE：不可能です。
このプロパティは、Openメソッドにより初期化されます。
CapRecBitmap プロパティ
形式
BOOL CapRecBitmap;

説明
TRUE：レシートのビットマップ印刷が可能です。
FALSE：不可能です。
このプロパティは、Openメソッドにより初期化されます。
CapRecBold プロパティ
形式
BOOL CapRecBold;

説明
TRUE：レシートのボールド属性が可能です。
FALSE：不可能です。
このプロパティは、Openメソッドにより初期化されます。
CapRecDhigh プロパティ
形式
BOOL CapRecDhigh;

説明
TRUE：レシートの縦倍角属性が可能です。
FALSE：不可能です。
このプロパティは、Openメソッドにより初期化されます。
CapRecDwide プロパティ
形式
BOOL CapRecDwide;

説明
TRUE：レシートの横倍角属性が可能です。
FALSE：不可能です。
このプロパティは、Openメソッドにより初期化されます。
CapRecDwideDhigh プロパティ
形式
BOOL CapRecDwideDhigh;

説明
TRUE：レシートの縦横倍角属性が可能です。
FALSE：不可能です。
このプロパティは、Openメソッドにより初期化されます。
CapRecEmptySensor プロパティ
形式
BOOL CapRecEmptySensor;

説明
TRUE：レシートの「用紙無しセンサ」を持ちます。
FALSE：持ちません。
このプロパティは、Openメソッドにより初期化されます。
CapRecItalic プロパティ
形式
BOOL CapRecItalic;

説明
TRUE：レシートのイタリック属性が可能です。
FALSE：不可能です。
このプロパティは、Openメソッドにより初期化されます。
CapRecLeft90 プロパティ
形式
BOOL CapRecLeft90;

説明
TRUE：レシートの左90度回転属性が可能です。
FALSE：不可能です。
このプロパティは、Openメソッドにより初期化されます。
CapRecNearEndSensor プロパティ
形式
BOOL CapRecNearEndSensor;

説明
TRUE：レシートの「用紙ニアエンドセンサ」を持ちます。
FALSE：不可能です。
このプロパティは、Openメソッドにより初期化されます。
CapRecPapercut プロパティ
形式
BOOL CapRecPapercut;

説明
TRUE：レシートの用紙カット機能が可能です。
FALSE：不可能です。
このプロパティは、Openメソッドにより初期化されます。
CapRecPresent プロパティ
形式
BOOL CapRecPresent;

説明
TRUE：レシートが可能です。
FALSE：不可能です。
このプロパティは、Openメソッドにより初期化されます。
CapRecRight90 プロパティ
形式
BOOL CapRecRight90;

説明
TRUE：レシートの右90度回転属性が可能です。
FALSE：不可能です。
このプロパティは、Openメソッドにより初期化されます。
CapRecRotate180 プロパティ
形式
BOOL CapRecRotate180;

説明
TRUE：レシートの180度回転属性が可能です。
FALSE：不可能です。
このプロパティは、Openメソッドにより初期化されます。
CapRecStamp プロパティ
形式
BOOL CapRecStamp;

説明
TRUE：レシートのスタンプ印刷が可能です。
FALSE：不可能です。
このプロパティは、Openメソッドにより初期化されます。
CapRecUnderline プロパティ
形式
BOOL CapRecUnderline;

説明
TRUE：レシートのアンダーライン属性が可能です。
FALSE：不可能です。
このプロパティは、Openメソッドにより初期化されます。
CapSlp2Color プロパティ
形式
BOOL CapSlp2Color;

説明
TRUE：スリップの2色印刷が可能です。
FALSE：不可能です。
このプロパティは、Openメソッドにより初期化されます。
CapSlpBarCode プロパティ
形式
BOOL CapSlpBarCode;

説明
TRUE：スリップのバーコード印刷が可能です。
FALSE：不可能です。
このプロパティは、Openメソッドにより初期化されます。
CapSlpBitmap プロパティ
形式
BOOL CapSlpBitmap;

説明
TRUE：スリップのビットマップ印刷が可能です。
FALSE：不可能です。
このプロパティは、Openメソッドにより初期化されます。
CapSlpBold プロパティ
形式
BOOL CapSlpBold;

説明
TRUE：スリップのボールド属性が可能です。
FALSE：不可能です。
このプロパティは、Openメソッドにより初期化されます。
CapSlpDhigh プロパティ
形式
BOOL CapSlpDhigh;

説明
TRUE：スリップの縦倍角属性が可能です。
FALSE：不可能です。
このプロパティは、Openメソッドにより初期化されます。
CapSlpDwide プロパティ
形式
BOOL CapSlpDwide;

説明
TRUE：スリップの横倍角属性が可能です。
FALSE：不可能です。
このプロパティは、Openメソッドにより初期化されます。
CapSlpDwideDhigh プロパティ
形式
BOOL CapSlpDwideDhigh;

説明
TRUE：スリップの縦横倍角属性が可能です。
FALSE：不可能です。
このプロパティは、Openメソッドにより初期化されます。
CapSlpEmptySensor プロパティ
形式
BOOL CapSlpEmptySensor;

説明
TRUE：スリップが「用紙無しセンサ」を持ちます。
FALSE：持ちません。
このプロパティは、Openメソッドにより初期化されます。
CapSlpFullslip プロパティ
形式
BOOL CapSlpFullslip;

説明
TRUE：スリップはフルスリップ型です。用紙一杯に印刷できます。
FALSE：スリップは「バリデーション」型です。この場合、印字行数は、通常制限されます。また、バリデーションスリップが使用されている間は、レシートやジャーナルへのアクセスができません。
このプロパティは、Openメソッドにより初期化されます。
CapSlpItalic プロパティ
形式
BOOL CapSlpItalic;

説明
TRUE：スリップのイタリック属性が可能です。
FALSE：不可能です。
このプロパティは、Openメソッドにより初期化されます。
CapSlpLeft90 プロパティ
形式
BOOL CapSlpLeft90;

説明
TRUE：スリップの左90度属性が可能です。
FALSE：不可能です。
このプロパティは、Openメソッドにより初期化されます。
CapSlpNearEndSensor プロパティ
形式
BOOL CapSlpNearEndSensor;

説明
TRUE：スリップの「用紙ニアエンドセンサ」が可能です。
FALSE：不可能です。
このプロパティは、Openメソッドにより初期化されます。
CapSlpPresent プロパティ
形式
BOOL CapSlpPresent;

説明
TRUE：スリップが可能です。
FALSE：不可能です。
このプロパティは、Openメソッドにより初期化されます。
CapSlpRight90 プロパティ
形式
BOOL CapSlpRight90;

説明
TRUE：スリップの右90度回転属性が可能です。 
FALSE：不可能です。
このプロパティは、Openメソッドにより初期化されます。
CapSlpRotate180 プロパティ
形式
BOOL CapSlpRotate180;

説明
TRUE：スリップの180度回転属性が可能です。
FALSE：不可能です。
このプロパティは、Openメソッドにより初期化されます。
CapSlpUnderline プロパティ
形式
BOOL CapSlpUnderline;

説明
TRUE：スリップのアンダーライン属性が可能です。
FALSE：不可能です。
このプロパティは、Openメソッドにより初期化されます。
CapTransaction プロパティ
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形式
BOOL CapTransaction;

説明
TRUE：プリンタの一括処理が各プリンタで有効です。
FALSE：無効です。
このプロパティは、Openメソッドにより初期化されます。
CharacterSet プロパティ   R/W

形式
LONG CharacterSet;

説明
文字の印字に用いるキャラクタを設定します。
このプロパティは、Openメソッド後最初にデバイスをイネーブルにした時に初期化されます。
このプロパティには、次に示す値の内の一つが設定されます。
値
意味
Range 101 - 199
デバイス特有のキャラクタを設定します。コードページにもASCII、Windows ANSIにも当てはまりません。
Range 400 - 990
コードページを設定します。標準の内の一つと適合します。
PTR_CS_ASCII
ASCIIキャラクタを設定します。0x20と0x7Fの間のASCIIキャラクタをサポートします。この定数値は998です。
PTR_CS_WINDOWS
Windows ANSIキャラクタを設定します。この定数値は999です。これは正確には、Windowsのコードページ1252と等しい。
Range 1000 and higher
Windowsのコードページ；標準値の一つと適合します。
戻り値
本プロパティ設定時、次の値のいずれかがResultCodeプロパティに格納されます。
値
意味
OPOS_SUCCESS
プロパティは正常に設定されました。
OPOS_E_ILLEGAL
不正な値が使用されました。
その他
ResultCodeの項目を参照してください。
参照
CharacterSetListプロパティ
CharacterSetList プロパティ
形式 
BSTR CharacterSetList;

説明
キャラクタ設定番号の文字列。
このプロパティは、Openメソッドにより初期化されます。ASCII数字からなる番号設定の文字列はカンマによって区切られます。たとえば文字列が"101,850,999"で設定されれば、デバイス特有のキャラクタとコードぺージ850とWindows ANSI キャラクタがサポートされます。
参照
CharacterSetプロパティ
CoverOpen プロパティ
形式
BOOL CoverOpen;

説明
TRUE：POSプリンタのカバーが開いています。
FALSE：閉まっています。
CapCoverSensorプロパティがFALSEならば、POSプリンタはカバーオープンセンサを持ちません。そして、このプロパティは常にFALSEを返します。
このプロパティは、デバイスをイネーブルにしている間に初期化され、現状を保持します。
ErrorLevel プロパティ
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形式
LONG ErrorLevel;

説明
エラー状態の重大さを示します。
このプロパティには、次に示す値の内の一つが設定されます。
値

     意味
PTR_EL_NONE
エラー状態ではありません。
PTR_EL_RECOVERABLE
復帰可能エラーが発生しました。（例：用紙無しエラー。）
PTR_EL_FATAL
復帰不可能エラーが発生しました。（例：内部的なプリンタ欠陥。）
このプロパティは、ErrorEventが通知される前に、コントロールにより設定されます。エラーが解除されれば、このプロパティはPTR_EL_NONEに変わります。
ErrorStation プロパティ
形式
LONG ErrorStation;

説明
エラーを察知した時に、印刷しているプリンタを保持します。
このプロパティには、次に示す値の内の一つが設定されます。
PTR_S_JOUNAL,  PTR_S_RECEIPT,  PTR_S_SLIP, PTR_S_JOUNAL_RECEIPT,  PTR_S_JOUNAL_SLIP, PTR_S_RECEIPT_SLIP, 
PTR_TWO_RECEIPT_JOURNAL,  PTR_TWO_SLIP_JPURNAL, PTR_TWO_SLIP_RECEIPT

このプロパティはErrorEventが通知される前に設定されます。
ErrorString プロパティ
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形式
BSTR ErrorString;

説明
現在のエラーについてのベンダー固有の記述を保持します。
このプロパティは、ErrorEventが通知される前に、コントロールにより設定されます。この記述を利用しないならば、プロパティには空文字列が設定されます。エラーが解除されれば、このプロパティは空文字列に変わります。
FlagWhenIdle プロパティ   R/W

形式 
BOOL FlagWhenIdle;
説明
TRUE：POSプリンタコントロールがアイドル状態であれば、StatusUpdateEventを通知します。
FALSE：このイベントは通知されません。
このステータスイベントが通知されると、FlagWhenIdleは自動的にFALSEにリセットされます。
このプロパティを使用してステータスイベントを利用することにより、アプリケーションは全ての非同期出力が終了した時を知ることができます。出力が正常終了した時、またはClearOutputメソッドもしくはErrorEventを受け取ったイベントハンドラにより出力が削除された時に、イベントが通知されます。
もし、FlagWhenIdleプロパティをTRUEに設定する時に、Stateプロパティが既にOPOS_S_IDLEであれば、StatusUpdateEventは直ちに通知されます。従って、非同期出力の終了とこのフラグの設定のすれ違いを気にせずに、アプリケーションはこのイベントを使用できます。
このプロパティは、OpenメソッドによりFALSEに初期化されます。
戻り値
本プロパティ設定時、次の値がResultCodeプロパティに格納されます。
値
意味
OPOS_SUCCESS
プロパティは正常に設定されました。
FontTypefaceList プロパティ
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形式
BSTR FontTypefaceList;

説明
プリンタによりサポートされるフォントやフォントタイプを指定する文字列です。
このプロパティは、Openメソッドにより初期化されます。フォントまたはフォントタイプからなる文字列はカンマによって区切られます。アプリケーションは、フォントタイプ指定のエスケープシーケンス(ESC|#fT)を使うことにより、プリンタに対するフォントまたはフォントタイプを選択します。文字”#”はリストの中のフォントまたはフォントタイプの番号(1、2など)に置き換わります。
日本では、このプロパティは｢明朝｣フォントと「ゴシック」フォントをしばしば含みます。その他のフォントやフォントタイプは、他の国でサポートされるかもしれません。
空文字列は、デフォルトのフォントタイプだけがサポートされていることを示します。
参照
「印字データとエスケープシーケンス」
JrnEmpty プロパティ
形式 
BOOL JrnEmpty;

説明
TRUE：ジャーナルは用紙切れです。
FALSE：ジャーナルの用紙はあります。
CapJrnEmptySensorがFALSEならば、このプロパティの値は常にFALSEです。
このプロパティは、デバイスをイネーブルにしている間に初期化され、現状を保持します。
参照
JrnNearEndプロパティ
JrnLetterQuality プロパティ  R/W

形式 
BOOL JrnLetterQuality;
説明
TRUE：ジャーナルは高品質モードで印字されます。
FALSE：ジャーナルは高速モードで印字されます。
双方向印字能力をもつPOSプリンタにおいて、カラム位置がより正確になるようにするためには、高品質モード（単一方向印字）に設定します。
もしMapModeがPTR_MM_DOTSであれば、本プロパティへの値の設定は、JrnLineWidth,JrnLineHeight,それにJrnLineSpacingの値も更新する可能性があります。（詳細については「MapModeプロパティ」の脚注を参照してください。）
このプロパティは、Openメソッド後最初にデバイスをイネーブルにした時に、FALSEに初期化されます。
戻り値
本プロパティ設定時、次の値がResultCodeプロパティに格納されます。
値
意味
OPOS_SUCCESS
プロパティは正常に設定されました。
JrnLineChars プロパティ  R/W

形式 
LONG JrnLineChars;

説明
ジャーナルの一行に印字される半角文字の文字数（行文字幅）です。
この値が、サポートされている行文字幅に変われば、文字幅はその指定された値に設定されます。正確な幅がサポートできない場合、サポートされている行文字幅の中で、指定された値より大きく、かつ最も近い値に設定されます。（例えば、36をセットしてプリンタがライン毎に30あるいは40のいずれかの文字数を印刷することができるならば、サービスオブジェクトは文字のサイズ「40」を選んで、それぞれのラインの上に最高36文字をプリントするべきです。）
もし、文字幅がサポートできなければ、エラーが返されます。（例えば、42をセットしてプリンタがライン毎に30あるいは40のいずれかの文字数を印刷することができるならば、サービスオブジェクトはリクエストをサポートすることができません。）
JrnLineCharsを設定することにより、JrnLineWidth、JrnLineHeight、JrnLineSpacingも更新されるかもしれません。なぜなら、文字のピッチやフォントが変わるかもしれないからです。
JrnLineCharsの値は、Openメソッド後最初にデバイスをイネーブルにした時に、POSプリンタのデフォルトの行文字幅に初期化されます。
戻り値
本プロパティ設定時、次の値のいずれかがResultCodeプロパティに格納されます。
値
意味
OPOS_SUCCESS
プロパティは正常に設定されました。
OPOS_E_ILLEGAL
不正な行文字幅が指定されました。
参照
JrnLineCharsListプロパティ
JrnLineCharsList プロパティ
形式
BSTR JrnLineCharsList;

説明
ジャーナルによりサポートされる行文字幅を含む文字列です。
このプロパティは、Openメソッドにより初期化されます。
文字列は、カンマによって分けられるASCII数字の設定から成ります。
たとえば、文字列が”32,36,40”ならば、ジャーナルは、32文字、36文字、40文字の行幅をサポートします。
参照
JrnLineCharsプロパティ
JrnLineHeight プロパティ  R/W

形式 
LONG JrnLineHeight;

説明
ジャーナル印刷の行の高さです。MapModeで定義された単位で表記します。
現在の文字の幅と一緒にサポートできる高さに変更されれば、その行の高さがこの値に設定されます。もし、正確な高さがサポートされていなければ、その高さは最も近似のサポートされている値に設定されます。
JrnLineCharsが変わると、JrnLineHeightは、選択された幅に対するデフォルトの行高さに更新されます。
JrnLineHeightの値は、Openメソッド後最初にデバイスをイネーブルにした時に、POSプリンタのデフォルトの行高さに初期化されます。
戻り値
本プロパティ設定時、次の値がResultCodeプロパティに格納されます。
値
意味
OPOS_SUCCESS
プロパティは正常に設定されました。
JrnLineSpacing プロパティ  R/W

形式 
LONG JrnLineSpacing;

説明
通常文字の印刷行の高さを示します。すなわち、印字行の高さと行間スペースの高さの両方を加えたものです。本プロパティはMapModeで定義された単位で表記します。
プリンタによってサポートされる行間に変更されれば、その行間はこの値に設定されます。もし、その行間がサポートされなければ、その行間は最も近似的にサポートされる値に設定されます。
JrnLineCharsまたはJrnLineHeightが変わると、JrnLineSpacingは、選択された幅あるいは高さに対するデフォルトの行間に更新されます。
JrnLineSpacingの値は、Openメソッド後最初にデバイスをイネーブルにした時に、POSプリンタのデフォルトの行間に初期化されます。
戻り値
本プロパティ設定時、次の値がResultCodeプロパティに格納されます。
値
意味
OPOS_SUCCESS
プロパティは正常に設定されました。
JrnLineWidth プロパティ
形式 
LONG JrnLineWidth;

説明
JrnLineCharsの一行の幅です。MapModeで定義された単位で表記します。
JrnLineCharsを設定すると、JrnLineWidthも更新されます。
JrnLineWidthの値は、デバイスをイネーブルにした時に、POSプリンタのデフォルトの行幅に初期化されます。
JrnNearEnd プロパティ
形式 
BOOL JrnNearEnd;

説明
TRUE：ジャーナル用紙がニアエンドです。
FALSE：ニアエンドではありません。
もし、CapJrnNearEndSensorがFALSEならば、このプロパティの値は常にFALSEです。
このプロパティは、デバイスをイネーブルにした時に初期化され、イネーブルしている間、カレント値が保持されます。
参照
JrnEmptyプロパティ
MapMode プロパティ  R/W

形式
LONG MapMode;

説明
プリンタのマッピングモードを示します。マッピングモードは他のプロパティで使用されるラインの高さや行間を示すような尺度の単位を定義します。
以下のマップモードをサポートしています。
値
意味
PTR_MM_DOTS
POSプリンタのドット幅。この幅は、各POSプリンタによって異なるかもしれません。
1 
PTR_MM_TWIPS
1インチの1/1440。
PTR_MM_ENGLISH
0.001インチ。
PTR_MM_METRIC
0.01ミリメータ。
MapModeを設定すると、JrnLineHeight、JrnLineSpacing、JrnLineWidth、RecLineHeight、RecLineSpacing、RecLineWidth、SlpLineHeight、SlpLineSpacing、SlpLineWidthも変化するかもしれません。
MapModeの値は、Openメソッド後最初にデバイスをイネーブルにした時に、PTR_MM_DOTSに初期化されます。
戻り値
本プロパティ設定時、次の値のいずれかがResultCodeプロパティに格納されます。
値
意味
OPOS_SUCCESS
プロパティは正常に設定されました。
OPOS_E_ILLEGAL
不正なマッピングモードが指定されました。
RecBarCodeRotationList プロパティ
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形式
BSTR RecBarCodeRotationList;

説明
この文字列は、レシートのバーコードが回転できる方向を示します。
このプロパティは、 Openメソッドにより初期化されます。文字列は、カンマで区切られた回転方向を示す文字列群で構成されます。空文字列は、バーコード印刷がサポートされていないことを示します。回転方向を示す文字列は、
値
意味
0
バーコードは通常の方向に印刷できます。
R90
バーコードは右90度に回転印刷できます。
L90
バーコードは左90度に回転印刷できます。
180
バーコードは180度(倒立)に回転印刷できます。
例えば、文字列が”0,180”ならば、プリンタは通常のバーコード印刷と倒立したバーコード印刷が可能です。
参照
RotateSpecialプロパティ; PrintBarCodeメソッド
RecEmpty プロパティ
形式
BOOL RecEmpty;

説明
TRUE：レシート用紙は紙切れです。
FALSE：レシート用紙はあります。
CapRecEmptySensorプロパティがFALSEならば、このプロパティの値は常にFALSEです。
このプロパティは、デバイスをイネーブルにしている間に初期化され、現状を保持します。
参照
RecNearEndプロパティ
RecLetterQuality プロパティ  R/W

形式
BOOL RecLetterQuality;

説明
TRUE：レシートは高品質モードで印字されます。
FALSE：レシートは高速モードで印字されます。
双方向印字能力をもつPOSプリンタにおいて、カラム位置がより正確になるようにするには、高品質モード（単一方向印字）に設定します。
ビットマップは、高品質モードでは高密度のグラフィックで印刷され、高速モードでは低密度のグラフィックで印刷されます。
もしMapModeがPTR_MM_DOTSであれば、本プロパティへの値の設定は、RecLineWidth,RecLineHeight,それにRecLineSpacingの値も更新する可能性があります。（詳細については「MapModeプロパティ」の脚注を参照してください。）
このプロパティは、Openメソッド後最初にデバイスをイネーブルにした時に、FALSEに初期化されます。
戻り値
本プロパティ設定時、次の値がResultCodeプロパティに格納されます。
値
意味
OPOS_SUCCESS
プロパティは正常に設定されました。
RecLineChars プロパティ  R/W

形式
LONG RecLineChars;

説明
レシートの一行に印字される半角文字の文字数（行文字幅）です。
この値が、サポートされている行文字幅に変われば、文字幅はその指定された値に設定されます。正確な幅がサポートできない場合、サポートされている行文字幅の中で、指定された値より大きく、かつ最も近い値に設定されます。（例えば、36をセットしてプリンタがライン毎に30あるいは40のいずれかの文字数を印刷することができるならば、サービスオブジェクトは文字のサイズ「40」を選んで、それぞれのラインの上に最高36文字をプリントするべきです。）
もし、文字幅がサポートできなければ、エラーが返されます。（例えば、42をセットしてプリンタがライン毎に30あるいは40のいずれかの文字数を印刷することができるならば、サービスオブジェクトはリクエストをサポートすることができません。）
RecLineCharsを設定することにより、RecLineWidth、RecLineHeight、RecLineSpacingも更新されるかもしれません。なぜなら、文字のピッチやフォントが変わるかもしれないからです。
RecLineCharsの値は、Openメソッド後最初にデバイスをイネーブルにした時に、POSプリンタのデフォルトの行文字幅に初期化されます。
戻り値
本プロパティ設定時、次の値のいずれかがResultCodeプロパティに格納されます。
値
意味
OPOS_SUCCESS
プロパティは正常に設定されました。
OPOS_E_ILLEGAL
不正な行文字幅が指定されました。
参照
RecLineCharsListプロパティ
RecLineCharsList プロパティ
形式
BSTR RecLineCharsList;

説明
レシートによりサポートされる行文字幅を含む文字列です。
このプロパティは、Openメソッドにより初期化されます。
文字列は、カンマによって分けられるASCII数字の設定から成ります。
たとえば、文字列が”32,36,40”ならば、レシートは、32文字、36文字、40文字の行幅をサポートします。
参照
RecLineCharsプロパティ
RecLineHeight プロパティ  R/W

形式
LONG RecLineHeight;
説明
レシート印刷の行の高さです。MapModeで定義された単位で表記します。
現在の文字の幅と一緒にサポートできる高さに変更されれば、その行の高さがこの値に設定されます。もし、正確な高さがサポートされていなければ、その高さは最も近似のサポートされている値に設定されます。
RecLineCharsが変わると、RecLineHeightは、選択された幅に対するデフォルトの行高さに更新されます。
RecLineHeightの値は、Openメソッド後最初にデバイスをイネーブルにした時に、POSプリンタのデフォルトの行高さに初期化されます。
戻り値
本プロパティ設定時、次の値がResultCodeプロパティに格納されます。
値
意味
OPOS_SUCCESS
プロパティは正常に設定されました。
参照
RecLineCharsプロパティ
RecLineSpacing プロパティ  R/W

形式
LONG RecLineSpacing;
説明
通常文字の印刷行の高さを示します。すなわち、印字行の高さと行間スペースの高さの両方を加えたものです。プリンタの種類や現在の行間の値によっては、縦倍角文字はこの値を超えるかも知れません。本プロパティはMapModeで定義された単位で表記します。
POSプリンタによってサポートされる行間に変更されれば、その行間はこの値に設定されます。もし、その行間がサポートされなければ、その行間は最も近似的にサポートされる値に設定されます。
RecLineCharsまたはRecLineHeightが変わると、RecLineSpacingは、選択された幅あるいは高さに対するデフォルトの行間に更新されます。
RecLineSpacingの値は、Openメソッド後最初にデバイスをイネーブルにした時に、POSプリンタのデフォルトの行間に初期化されます。
戻り値
本プロパティ設定時、次の値がResultCodeプロパティに格納されます。
値
意味
OPOS_SUCCESS
プロパティは正常に設定されました。
RecLinesToPaperCut プロパティ
形式
LONG RecLinesToPaperCut;

説明
レシート用紙が切られる前に、進まなければならない行数を保持します。
CapRecPapercutがTRUEならば、これは用紙カット機構に着くまでの行数です。そうでなければ、これは手動の切断バーまでの行数です。
プロパティRecLineCharsやRecLineHeight、RecLineSpacingを変えることによって、このプロパティが変わるかもしれません。
このプロパティは、Openメソッド後最初にデバイスをイネーブルにした時に初期化されます。
RecLineWidth プロパティ
形式
LONG RecLineWidth;

説明
RecLineCharsの一行の幅です。MapModeで定義された単位で表記します。
RecLineCharsを設定すると、RecLineWidthも更新されます。
RecLineWidthの値は、Openメソッド後最初にデバイスをイネーブルにした時に、POSプリンタのデフォルトの行幅に初期化されます。
RecNearEnd プロパティ
形式
BOOL RecNearEnd;

説明
TRUE：レシート用紙がニアエンドです。
FALSE：ニアエンドではありません。
もし、CapRecNearEndSensorがFALSEならば、このプロパティの値は常にFALSEです。
このプロパティは、デバイスをイネーブルにした時に初期化され、イネーブルしている間、カレント値が保持されます。
参照
RecEmptyプロパティ
RecSidewaysMaxChars プロパティ
形式
LONG RecSidewaysMaxChars;

説明
サイドウェイモード（左90度または右90度回転印刷）において、各行に印刷される半角文字の最大文字数です。
CapRecLeft90とCapRecRight90の両方がFALSEならば、RecSidewaysMaxCharsは0です。
RecLineHeightとRecLineSpacing、RecLineCharsプロパティを変えることにより、このプロパティは変わるかもしれません。
このプロパティは、Openメソッド後最初にデバイスをイネーブルにした時に初期化されます。
参照
RecSidewaysMaxLinesプロパティ
RecSidewaysMaxLines プロパティ
形式
LONG RecSidewaysMaxLines;

説明
サイドウェイモード（左90度または右90度回転印刷）において、印刷される最大行数です。
CapRecLeft90とCapRecRight90の両方がFALSEならば、RecSidewaysMaxLinesは0です。
RecLineHeightとRecLineSpacing、RecLineCharsプロパティを変えることにより、このプロパティは変わるかもしれません。
このプロパティは、Openメソッド後最初にデバイスをイネーブルにした時に初期化されます。
参照
RecSidewaysMaxCharsプロパティ
RotateSpecial プロパティ   R/W
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形式
LONG RotateSpecial;

説明
バーコードの回転方向を示します。
このプロパティは、 OpenメソッドによりPTR_RP_NORMALに初期化されます。
このプロパティには、次に示す値の内の一つが設定されます。
値

意味
PTR_RP_NORMAL

次のバーコードを通常の方向で印刷します。
PTR_RP_RIGHT90
右90度に回転印刷します。
PTR_RP_LEFT90
左90度に回転印刷します。
PTR_RP_ROTATE180
180度に回転印刷します。つまり、倒立して印刷します。
戻り値
本プロパティ設定時、次の値のいずれかがResultCodeプロパティに格納されます。
値

意味
OPOS_SUCCESS
プロパティは正常に設定されました。
OPOS_E_ILLEGAL
不正なプロパティ値が指定されました。
参照
PrintBarCodeメソッド
SlpBarCodeRotationList プロパティ
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形式
BSTR SlpBarCodeRotationList;

説明
この文字列は、スリップのバーコードが回転できる方向を示します。
このプロパティは、 Openメソッドにより初期化されます。文字列は、カンマで区切られた回転方向を示す文字列群で構成されます。空文字列は、バーコード印刷がサポートされていないことを示します。回転方向を示す文字列は、
値

意味
0
バーコードは通常の方向に印刷できます。
R90
バーコードは右90度に回転印刷できます。
L90
バーコードは左90度に回転印刷できます。
180
バーコードは180度(倒立)に回転印刷できます。
例えば、文字列が”0,180”ならば、プリンタは通常のバーコード印刷と倒立したバーコード印刷が可能です。
参照
RotateSpecialプロパティ; PrintBarCodeメソッド
SlpEmpty プロパティ
形式
BOOL SlpEmpty;

説明
TRUE：スリップ用紙が設定されていません。
FALSE：スリップ用紙はあります。
CapSlpEmptySensorプロパティがFALSEならば、このプロパティの値は常にFALSEです。
このプロパティは、デバイスをイネーブルにしている間に初期化され、現状を保持します。
備考　スリップ用紙無しセンサは、印刷する前にスリップ用紙が挿入されているかどうかを判定するために用いられ、さらに、スリップ用紙が定位置に留まっていることを監視できます。このセンサは通常、スリップのプリンタヘッド位置より一行以上上に設置されます。
逆に、スリップ用紙ニアエンドセンサ（設置されていれば）は、スリップ用紙の終了が近づいたことを判定するために用いられます。このセンサは通常、スリップのプリンタヘッド位置より一行以上下に設置されます。
参照
SlpNearEndプロパティ
SlpLetterQuality プロパティ  R/W

形式
BOOL SlpLetterQuality;

説明
TRUE：スリップは高品質モードで印字されます。
FALSE：スリップは高速モードで印字されます。
双方向印字能力をもつPOSプリンタにおいて、カラム位置がより正確になるようにするには、高品質モード（単一方向印字）に設定します。
ビットマップは、高品質モードでは高密度のグラフィックで印刷され、高速モードでは低密度のグラフィックで印刷されます。
もしMapModeがPTR_MM_DOTSであれば、 本プロパティへの設定は、SlpLineWidth,SlpLineHeight,それにSlpLineSpacingも更新する可能性があります。（詳細については「MapModeプロパティ」の脚注を参照してください。）
このプロパティは、Openメソッド後最初にデバイスをイネーブルにした時に、FALSEに初期化されます。
戻り値
本プロパティ設定時、次の値のいずれかがResultCodeプロパティに格納されます。
値
意味
OPOS_SUCCESS
プロパティは正常に設定されました。
SlpLineChars プロパティ  R/W

形式
LONG SlpLineChars;

説明
スリップの一行に印字される半角文字の文字数（行文字幅）です。
この値が、サポートされている行文字幅に変われば、文字幅はその指定された値に設定されます。正確な幅がサポートできない場合、サポートされている行文字幅の中で、指定された値より大きく、かつ最も近い値に設定されます。（サービスオブジェクトは、スリップ用紙が差し込まれたスリップテーブルの側面に最も近いカラム位置で、リクエストされた文字列を印刷するべきです。例えば、オペレーターがテーブル側面に対して右端にスリップを差し込んで、SlpLineChars が36にセットされ、そしてプリンタがライン毎に60文字を印刷するならば、サービスオブジェクトは左端マージンにおいて24のスペースを加え、25から60までのカラムで文字列を印刷するべきです。）
もし、文字幅がサポートできなければ、エラーが返されます。（例えば、65をセットしてプリンタがライン毎に60の文字数を印刷することができる場合、サービスオブジェクトはリクエストをサポートすることができません。）
SlpLineCharsを設定することにより、SlpLineWidth、SlpLineHeight、SlpLineSpacingも更新されるかもしれません。なぜなら、文字のピッチやフォントが変わるかもしれないからです。
SlpLineCharsの値は、Openメソッド後最初にデバイスをイネーブルにした時に、プリンタのデフォルトの行文字幅に初期化されます。
戻り値
本プロパティ設定時、次の値のいずれかがResultCodeプロパティに格納されます。
値
意味
OPOS_SUCCESS
プロパティは正常に設定されました。
OPOS_E_ILLEGAL
不正な行文字幅が指定されました。
参照
SlpLineCharsListプロパティ
SlpLineCharsList プロパティ
形式
BSTR SlpLineCharsList;

説明
スリップによりサポートされる行文字幅を含む文字列です。
このプロパティは、Openメソッドにより初期化されます。
文字列は、カンマによって分けられるASCII数字の設定から成ります。 
たとえば、文字列が”32,36,40”ならば、スリップは、32文字、36文字、40文字の行幅をサポートします。
参照
SlpLineCharsプロパティ
SlpLineHeight プロパティ  R/W

形式
LONG SlpLineHeight;

説明
スリップ印刷の行の高さです。MapModeで定義された単位で表記します。
現在の文字の幅と一緒にサポートできる高さに変更されれば、その行の高さがこの値に設定されます。もし、正確な高さがサポートされていなければ、その高さは最も近似のサポートされている値に設定されます。
SlpLineCharsが変わると、SlpLineHeightは、選択された幅に対するデフォルトの行高さに更新されます。
SlpLineHeightの値は、Openメソッド後最初にデバイスをイネーブルにした時に、プリンタのデフォルトの行高さに初期化されます。
戻り値
本プロパティ設定時、次の値がResultCodeプロパティに格納されます。
値
意味
OPOS_SUCCESS
プロパティは正常に設定されました。
参照
SlpLineCharsプロパティ
SlpLinesNearEndToEnd プロパティ
形式
LONG SlpLinesNearEndToEnd;
説明
用紙ニアエンドセンサがTRUEになった後に、POSプリンタがスリップ用紙の終わりに着くまでに印字できる行数です。
このプロパティは、できる限り多くの行数が印刷されるように、スリップ用紙の利用を最適化するために利用されます。
SlpLineHeightあるいはSlpLineSpacing、SlpLineCharsプロパティが変わることによって、このプロパティが変わるかもしれません。
このプロパティは、Openメソッド後最初にデバイスをイネーブルにした時に初期化されます。
参照
SlpEmptyプロパティ、SlpNearEndプロパティ
SlpLineSpacing プロパティ  R/W

形式
LONG SlpLineSpacing;

説明
通常文字の印刷行の高さを示します。すなわち、印字行の高さと行間スペースの高さの両方を加えたものです。プリンタの種類や現在の行間の値によっては、縦倍角文字はこの値を超えるかも知れません。本プロパティはMapModeで定義された単位で表記します。
POSプリンタによってサポートされる行間に変更されれば、その行間はこの値に設定されます。もし、その行間がサポートされなければ、その行間は最も近似的にサポートされる値に設定されます。
SlpLineCharsまたはSlpLineHeightが変わると、SlpLineSpacingは、選択された幅あるいは高さに対するデフォルトの行間に更新されます。
SlpLineSpacingの値は、Openメソッド後最初にデバイスをイネーブルにした時に、POSプリンタのデフォルトの行間に初期化されます。
戻り値
本プロパティ設定時、次の値がResultCodeプロパティに格納されます。
値
意味
OPOS_SUCCESS
プロパティは正常に設定されました。
SlpLineWidth プロパティ
形式
LONG SlpLineWidth;

説明
SlpLineCharsの一行の幅です。MapModeで定義された単位で表記します。
SlpLineCharsを設定すると、SlpLineWidthも更新されます。
SlpLineWidthの値は、Openメソッド後最初にデバイスをイネーブルにした時に、POSプリンタのデフォルトの行幅に初期化されます。
SlpMaxLines プロパティ
形式
LONG SlpMaxLines;

説明
スリップ用紙に印刷できる最大行数です。
CapSlpFullslipプロパティがTRUEの時、この値は0になり、制限のない最大スリップ長であることを指示します。
CapSlpFullslipプロパティがFALSEの時、この値は0以外になります。
SlpLineHeightあるいはSlpLineSpacing、SlpLineCharsプロパティが変わることにより、このプロパティが変わるかもしれません。
SlpMaxLinesの値は、Openメソッド後最初にデバイスをイネーブルにした時に、初期化されます。
SlpNearEnd プロパティ
形式
BOOL SlpNearEnd;

説明
TRUE：スリップ用紙がニアエンドです。
FALSE：ニアエンドではありません。
用紙ニアエンドセンサは、時々”trailing edge”センサとも呼ばれ、スリップ用紙の下端を参照します。
もし、CapSlpNearEndSensorがFALSEならば、このプロパティの値は常にFALSEです。
このプロパティは、デバイスをイネーブルにした時に初期化され、イネーブルしている間、カレント値に保持されます。
備考　スリップ用紙無しセンサは、印刷する前にスリップ用紙が挿入されているかどうかを判定するために用いられ、さらに、スリップ用紙が定位置に留まっていることを監視できます。このセンサは通常、スリップのプリンタヘッド位置より一行以上上に設置されます。
逆に、スリップ用紙ニアエンドセンサ（設置されていれば）は、スリップ用紙の終了が近づいたことを判定するために用いられます。このセンサは通常、スリップのプリンタヘッド位置より一行以上下に設置されます。
参照
SlpEmptyプロパティ、SlpLinesNearEndToEndプロパティ
SlpSidewaysMaxChars プロパティ
形式
LONG SlpSidewaysMaxChars;

説明
サイドウェイモード（左90度または右90度回転印刷）において、各行に印刷される半角文字の最大文字数です。
CapSlpLeft90とCapSlpRight90の両方がFALSEならば、SlpSidewaysMaxCharsは0です。
SlpLineHeightとSlpLineSpacing、SlpLineCharsプロパティを変えることにより、このプロパティは変わるかもしれません。
このプロパティは、Openメソッド後最初にデバイスをイネーブルにした時に初期化されます。
参照
SlpSidewaysMaxLinesプロパティ
SlpSidewaysMaxLines プロパティ
形式
LONG SlpSidewaysMaxLines;

説明
サイドウェイモード（左90度または右90度回転印刷）において、印刷される最大行数です。
CapSlpLeft90とCapSlpRight90の両方がFALSEならば、SlpSidewaysMaxLinesは0です。
SlpLineHeightとSlpLineSpacing、SlpLineCharsプロパティを変えることにより、このプロパティは変わるかもしれません。
このプロパティは、Openメソッド後最初にデバイスをイネーブルにした時に初期化されます。
参照
SlpSidewaysMaxCharsプロパティ
メソッド
BeginInsertion メソッド
形式
LONG BeginInsertion (LONG Timeout);
Timeoutパラメータは、メソッドを失敗するまでに与えられるミリ秒数です。
０の場合、このメソッドは取り込みモードを行い、即時に適切なステータスを戻します。
OPOS_FOREVER(-1)の場合、このメソッドは取り込みモードを行い、フォームが挿入されるかエラーが発生するまで待ちます。
説明
スリップ用紙の挿入処理を開始する時にこのメソッドを呼び出します。
このメソッドが呼ばれると、スリップは、スリップ用紙を扱う挿入口を開けたり、スリップ用紙挿入モードにすることにより、スリップ用紙を受け取る準備をします。このメソッドは、スリップ用紙の挿入をコントロールするEndInsertionと組になっています。
もし、POSプリンタデバイスが挿入モードに設定できなければ、アプリケーションにエラーが返されます。そうでなければ、POSプリンタコントロールは以下のどちらかになるまで、スリップ用紙の挿入を監視し続けます。
· スリップ用紙の挿入に成功した場合：
この場合、POSプリンタコントロールは、OPOS_SUCCESSを返します。
· Timeoutミリ秒が経過するまでにスリップ用紙が挿入されないか、エラーがPOSプリンタデバイスによって報告された場合：
この場合、POSプリンタコントロールはOPOS_E_TIMEOUTか、あるいは他のエラーを返します。しかし、POSプリンタデバイスはスリップ用紙挿入モードを維持します。これによって、アプリケーションはユーザと対話して処理を行うことができ、BeginInsertionメソッドを再発行できます。
戻り値
次の値のいずれかが戻され、ResultCodeプロパティにも格納されます。
値
意味
OPOS_SUCCESS
メソッドは正常に開始されました。
OPOS_E_BUSY
出力中なので実行できません。
OPOS_E_ILLEGAL
POSプリンタはスリップを持っていません。 (CapSlpPresentプロパティ参照) あるいは、無効なTimeoutパラメータが指定されています。
OPOS_E_TIMEOUT
スリップ用紙が適切に挿入されずに、指定された時間が経過しました。
その他
ResultCodeの項目を参照してください。
参照
EndInsertionメソッド、BeginRemovalメソッド、EndRemovalメソッド
BeginRemoval メソッド
形式
LONG BeginRemoval (LONG Timeout);
Timeoutパラメータは、メソッドを失敗するまでに与えられるミリ秒数です。
０の場合、このメソッドは排出モードを行い、即時に適切なステータスを戻します。
OPOS_FOREVER(-1)の場合、このメソッドは排出モードを行い、フォームが排出されるかエラーが発生するまで待ちます。
説明
スリップ用紙の排出処理を開始する時にこのメソッドを呼び出します。
このメソッドが呼ばれると、スリップは、スリップ用紙を扱う挿入口を開けたり、スリップ用紙排出モードにすることにより、スリップ用紙を排出する準備をします。このメソッドは、スリップ用紙の挿入をコントロールするEndRemovalと組になっています。
もし、POSプリンタデバイスが排出あるいは除去モードに設定できなければ、アプリケーションにエラーが返されます。そうでなければ、POSプリンタコントロールは以下のどちらかになるまで、スリップ用紙の排出を監視し続けます。
· スリップ用紙の排出に成功した場合：
この場合、POSプリンタコントロールは、OPOS_SUCCESSを返します。
· Timeoutミリ秒が経過するまでにスリップ用紙が排出されないか、エラーがPOSプリンタデバイスによって報告された場合：
この場合、POSプリンタコントロールはOPOS_E_TIMEOUTか、あるいは他のエラーを返します。しかし、POSプリンタデバイスはスリップ用紙排出モードを維持します。これによって、アプリケーションはユーザと対話して処理を行うことができ、BeginRemovalメソッドを再発行できます。
戻り値
次の値のいずれかが戻され、ResultCodeプロパティにも格納されます。
値
意味
OPOS_SUCCESS
メソッドは正常に開始されました。
OPOS_E_BUSY
出力中なので実行できません。
OPOS_E_ILLEGAL
POSプリンタはスリップを持っていません。 (CapSlpPresentプロパティ参照) あるいは、無効なTimeoutパラメータが指定されています。
OPOS_E_TIMEOUT
スリップ用紙が適切に排出されずに、指定された時間が経過しました。
その他
ResultCodeの項目を参照してください。
参照
BeginInsertionメソッド、EndInsertionメソッド、EndRemovalメソッド
CutPaper メソッド
形式
LONG CutPaper (LONG Percentage);
Percentageパラメータは、カットすべき用紙のパーセンテージを示します。定数PTR_CP_FULLCUTあるいは値100によって、用紙はフルカットされます。他の値では、部分カットされます。
説明
レシート用紙を切る時にこのメソッドを呼び出します。
このメソッドは、AsyncModeがFALSEならば、同期的に実行され、AsyncModeがTRUEならば、非同期的に実行されます。
用紙カットのできる多くのPOSプリンタが、フルカットと部分カットの両方を実行できます。いくつかのPOSプリンタは、ミシン目カットやほとんどフルカットのような、段階的な部分カットを提供します。カットの正確なタイプは、POSプリンタの能力によって変わりますが、以下の一般的なガイドが使われます。
値
意味
100
フルカット。
90
とても簡単に切れるように、紙のほんの少しの部分を残して切ります。
70
完全に切ることが多少難しく、不意に触ることによって切れない程度に、紙にミシン目を入れます。
50
紙に部分的にミシン目を入れます。
PrintNormalやPrintImmediateメソッド呼び出しの際に、用紙カットのエスケープシーケンスを用いても用紙カットを行うことができます。
戻り値
次の値のいずれかが戻され、ResultCodeプロパティにも格納されます。
値
意味
OPOS_SUCCESS
メソッドは正常終了しました。
OPOS_E_BUSY
出力中なので実行できません。
（AsyncModeがFALSEならば、ただ返されるだけです。）
OPOS_E_ILLEGAL
不正なパーセンテージが指定されたり、レシートが存在しなかったり （CapRecPresentプロパティ参照）、レシートが用紙カット機構を持たない場合です。（CapRecPapercut プロパティ参照）
OPOS_E_EXTENDED
ResultCodeExtended = OPOS_EPTR_COVER_OPEN:
プリンタカバーが開いています。 
（AsyncModeがFALSEならば、ただ返されるだけです。）

ResultCodeExtended = OPOS_EPTR_REC_EMPTY:
レシート用紙がありません。
（AsyncModeがFALSEならば、ただ返されるだけです。）
その他
ResultCodeの項目を参照してください。
参照
「印字データとエスケープシーケンス」
EndInsertion メソッド
形式
LONG EndInsertion ();
説明
用紙の挿入処理を終了する時にこのメソッドを呼び出します。
このメソッドが呼ばれると、POSプリンタは用紙挿入モードを抜けます。もしスリップデバイスが用紙挿入口を持っていれば、それはこのメソッドによりクローズされます。もし、用紙がデバイス内に見つかれば、OPOS_SUCCESSがアプリケーションに返されます。もし、用紙が無ければ、OPOS_EPTR_SLP_EMPTYが返されます。
このメソッドは用紙の挿入をコントロールするBeginInsertionメソッドと組になっています。もし、用紙がスリップ内にある時間を決めるためにPOSプリンタセンサを使いたいならば、アプリケーションはBeginInsertionが成功した後すぐに、このメソッドを呼んだ方がよいでしょう。代わりに、アプリケーションはこのメソッドを呼ぶ前に、ユーザに注意を促して、キーの押下を待ってもよいでしょう。
戻り値
次の値のいずれかが戻され、ResultCodeプロパティにも格納されます。
値
意味
OPOS_SUCCESS
メソッドは正常に開始されました。
OPOS_E_ILLEGAL
プリンタはスリップ用紙の挿入モードではありません。
OPOS_E_EXTENDED
ResultCodeExtended = OPOS_EPTR_COVER_OPEN:
プリンタカバーが開いている一方で、デバイスが挿入モードを抜けました。

ResultCodeExtended = OPOS_EPTR_SLP_EMPTY:
用紙が挿入されずに、デバイスが挿入モードを抜けました。
その他
ResultCodeの項目を参照してください。
参照
BeginInsertionメソッド、BeginRemovalメソッド、EndRemovalメソッド
EndRemoval メソッド
形式
LONG EndRemoval ();
説明
用紙の排出処理を終了する時にこのメソッドを呼び出します。
このメソッドが呼ばれると、POSプリンタは用紙の排出あるいは除去モードを抜けます。もしスリップデバイス内に用紙が見つからなければ、OPOS_SUCCESSがアプリケーションに返されます。もし、用紙があれば、OPOS_EPTR_SLP_FORMが返されます。
このメソッドは用紙の排出をコントロールするBeginRemovalメソッドと組になっています。もし、用紙が排出し終えた時間を決めるためにPOSプリンタセンサを使いたいならば、アプリケーションはBeginRemovalが成功した後すぐに、このメソッドを呼んだ方がよいでしょう。代わりに、アプリケーションはこのメソッドを呼ぶ前に、ユーザに注意を促して、キーの押下を待ってもよいでしょう。
戻り値
次の値のいずれかが戻され、ResultCodeプロパティにも格納されます。
値
意味
OPOS_SUCCESS
メソッドは正常に開始されました。
OPOS_E_ILLEGAL
POSプリンタがスリップの排出モードではありません。
OPOS_E_EXTENDED
ResultCodeExtended = OPOS_EPTR_SLP_FORM:
用紙がまだ存在する一方で、デバイスが排出モードを抜けました。
その他
ResultCodeの項目を参照してください。
参照
BeginInsertionメソッド、EndInsertionメソッド、BeginRemovalメソッド
PrintBarCode メソッド
形式
LONG PrintBarCode (LONG Station, BSTR Data, LONG Symbology, LONG Height, LONG Width, LONG Alignment, LONG TextPosition);
パラメータ
説明
Station
使用されるPOSプリンタ。通常はPTR_S_RECEIPTまたはPTR_S_SLIPです。
Data
バーコードの文字列。

データのフォーマットはBinaryConversionプロパティの値に依存します。詳細はBinaryConversionプロパティを参照してください。
Symbology
使用されるバーコードタイプ。

以下の値を参照。
Height
バーコードの高さ。MapModeで定義された単位で表記します。
Width
バーコードの幅。MapModeで定義された単位で表記します。
Alignment
バーコードの位置。下記の値を参照。
TextPosition
文字列の位置。以下の値を参照。
Alignmentパラメータの値は、
値
意味
PTR_BC_LEFT
左寄せ。
PTR_BC_CENTER
センタリング。
PTR_BC_RIGHT
右寄せ。
その他
バーコード印刷を開始する左端からの距離。MapModeで定義された単位で表記します。
TextPositionパラメータの値は、
値
意味
PTR_BC_TEXT_NONE
　　　テキストは印字しない。バーコードのみ
　　　印刷します。
PTR_BC_TEXT_ABOVE
　バーコードの上にテキストを印字します。
PTR_BC_TEXT_BELOW
　バーコードの下にテキストを印字します。
本リリースでのSymbologyパラメータの値は:

値

ラベルタイプ
１次元バーコードのシンボル
PTR_BCS_UPCA

UPC-A

PTR_BCS_UPCA_S

UPC-A 補足バーコード付き
PTR_BCS_UPCE

UPC-E

PTR_BCS_UPCE_S

UPC-E 補足バーコード付き
PTR_BCS_UPCD1

UPC-D1

PTR_BCS_UPCD2

UPC-D2

PTR_BCS_UPCD3

UPC-D3

PTR_BCS_UPCD4

UPC-D4

PTR_BCS_UPCD5

UPC-D5

PTR_BCS_EAN8

EAN 8 (= JAN 8)

PTR_BCS_JAN8

JAN 8 (= EAN 8)

PTR_BCS_EAN8_S

EAN 8 補足バーコード付き
PTR_BCS_EAN13

EAN 13 (= JAN 13)

PTR_BCS_JAN13

JAN 13 (= EAN 13)

PTR_BCS_EAN13_S

EAN 13 補足バーコード付き
PTR_BCS_EAN128

EAN-128

PTR_BCS_TF

Standard (or discrete) 2 of 5

PTR_BCS_ITF

Interleaved 2 of 5

PTR_BCS_Codabar

Codabar

PTR_BCS_Code39

Code 39

PTR_BCS_Code93

Code 93

PTR_BCS_Code128

Code 128

PTR_BCS_OCRA

OCR “A”

PTR_BCS_OCRB

OCR “B”

２次元コードのシンボル
PTR_BCS_PDF417

PDF 417

PTR_BCS_MAXICODE

MAXICODE

特別なケース
PTR_BCS_OTHER
このタイプより大きいか、または等しい
ならば、サービスオブジェクトはOPOS
で未定義のシンボルキャラクタを通知しました。
説明
指定したプリンタにバーコードを印刷する時にこのメソッドを呼び出します。
このメソッドは、AsyncModeがFALSEならば、同期的に実行され、 AsyncModeがTRUEならば、非同期的に実行されます。
RotateSpecialプロパティがバーコードを回転することを示していれば、バーコードは回転印刷されます。HeightとWidth、TextPositionパラメータは回転前にバーコードに適用されます。例えば、PTR_BC_TEXT_BELOWが指定されると、バーコードは左に回転され、それから、テキストがバーコードの右側に印刷されます。
戻り値
次の値のいずれかが戻され、ResultCodeプロパティにも格納されます。
値
意味
OPOS_SUCCESS
メソッドは正常終了しました。
OPOS_E_ILLEGAL


以下のエラーの内の一つが起こりました。
・Stationが存在しません。
・Stationがバーコード印刷をサポートしていません。
・HeightあるいはWidthが、0あるいは大きすぎます。
・サポートされていないSymbologyです。
・Alignmentが、不正な値であるか、大きすぎます。
・TextPositionが、不正な値です。
・RotateSpecialの回転がサポートされていません。
OPOS_E_BUSY
出力中なので実行できません。（AsyncModeがFALSEならば、ただ返されるだけです。）
OPOS_E_EXTENDED
ResultCodeExtended = OPOS_EPTR_COVER_OPEN:
プリンタカバーが開いています。（AsyncModeがFALSEならば、ただ返されるだけです。）

ResultCodeExtended = OPOS_EPTR_REC_EMPTY:
指定されたレシートは、用紙がありません。（AsyncModeがFALSEならば、ただ返されるだけです。）

ResultCodeExtended = OPOS_EPTR_SLP_EMPTY:
指定されたスリップには、用紙が挿入されていません。（AsyncModeがFALSEならば、ただ返されるだけです。）
その他
ResultCodeの項目を参照してください。
PrintBitmap メソッド
形式
LONG PrintBitmap (LONG Station, BSTR FileName, LONG Width, LONG Alignment);
パラメータ
説明
Station
使用されるPOSプリンタ。通常はPTR_S_RECEIPTまたはPTR_S_SLIPです。
FileName
Windowsビットマップファイル名。ファイルは圧縮されたフォーマットではいけません。
Width
ビットマップの印刷幅。下記の値を参照。
Alignment
ビットマップの印刷位置。下記の値を参照。
Widthパラメータの値は、
値
意味
PTR_BM_ASIS
POSプリンタのドット当たり1ビットマップピクセルで、ビットマップを印刷します。
その他
ビットマップ幅。MapModeで定義された単位で表記します。
Alignmentパラメータの値は、
値
意味
PTR_BM_LEFT
左寄せ。
PTR_BM_CENTER
センタリング。
PTR_BM_RIGHT
右寄せ。
その他
ビットマップ印刷を開始する左端からの距離。 MapModeで定義された単位で表記します。
説明
指定されたプリンタにビットマップを印刷する時にこのメソッドを呼び出します。
このメソッドは、AsyncModeがFALSEならば、同期的に実行され、 AsyncModeがTRUEならば、非同期的に実行されます。
Widthパラメータはビットマップの変換をコントロールします。もし、WidthがPTR_BM_ASISならば、変換は実行されません。ビットマップはPOSプリンタドット当たり1ビットマップピクセルで印刷されます。このオプションの長所は、以下のことです。
· 高いパフォーマンスのビットマップ印刷ができます。
· ビットマップは、水平方向と垂直方向のドット単位がプリンタ固有のアスペクト比に調整され、良好な印刷が得られます。
もしWidthが0でなければ、ビットマップは、その幅が指定された幅でそのアスペクト比が変化しないように、拡大されたり圧縮されたりすることにより、変換されます。このオプションの長所は以下のことです。
· いろいろなプリンタに合うように、ビットマップの大きさを作ります。
· ビットマップのアスペクト比の比率を維持します。
欠点は、
· 変換しないデータよりもパフォーマンスが落ちます。
· オリジナルのビットマップでは良好ないくつかの行とイメージが、いくらかギザギザとなるかもしれません。
戻り値
次の値のいずれかが戻され、ResultCodeプロパティにも格納されます。
値
意味
OPOS_SUCCESS
メソッドは正常終了しました。
OPOS_E_BUSY
出力中なので実行できません。
（AsyncModeがFALSEならば、ただ返されるだけです。）
OPOS_E_ILLEGAL
以下のエラーの内の一つが起こりました。
・Stationが存在しません。
・Stationがビットマップ印刷をサポートして
  いません。
・Widthが大きすぎます。
・Alignmentが、不正な値であるか、大きすぎま
  す。
OPOS_E_NOEXIST
FileNameが見つかりませんでした。
OPOS_E_EXTENDED


ResultCodeExtended = OPOS_EPTR_TOOBIG:
ビットマップが、変換無しで印刷するにはその幅が広すぎるか、あるいは変換するには大きすぎます。

ResultCodeExtended = OPOS_EPTR_COVER_OPEN:
プリンタカバーが開いています。
（AsyncModeがFALSEならば、ただ返されるだけです。）

ResultCodeExtended = OPOS_EPTR_BADFORMAT:
指定されたファイルが、ビットマップファイルでないか、あるいはサポートされていないフォーマットです。

ResultCodeExtended = OPOS_EPTR_REC_EMPTY:
指定されたレシートは、用紙が挿入されていません。
（AsyncModeがFALSEならば、ただ返されるだけです。）

ResultCodeExtended = OPOS_EPTR_SLP_EMPTY:
指定されたスリップには、用紙が挿入されていません。
（AsyncModeがFALSEならば、ただ返されるだけです。）
その他
ResultCodeの項目を参照してください。
PrintImmediate メソッド
形式
LONG PrintImmediate (LONG Station, BSTR Data);
パラメータ
説明
Station  
使用されるPOSプリンタ。通常はPTR_S_JOURNAL、PTR_S_RECEIPTまたはPTR_S_SLIPです。
Data 
印刷される文字。プリント可能な文字とエスケープシーケンス、キャリッジリターン(13 decimal)、ラインフィード(10 decimal)から成ります。

詳細はBinaryConversionプロパティを参照してください。
説明
プリンタにDataを直ちに印刷する時にこのメソッドを呼び出します。
このメソッドは、直ちにそのデータを印刷しようとします。つまり、次のプリンタオペレーションになるのです。このメソッドは、非同期出力が終わっていない時に呼ばれます。PrintImmediateは、エラーイベントハンドラ内のような、非同期出力が未解決の時の例外状況で利用することを意図しています。
Data 内の特別なキャラクタの値は、
値
意味
Line Feed (10)
バッファ内のデータを印字後、次の行へ進みます。(キャリッジリターンは、その行を印刷するためには必要ありません。)

Carriage Return(13)
もし、キャリッジリターンがラインフィードのすぐ前にあるか、ラインバッファが空ならば、キャリッジリターンは無視されます。
そうでなければ、ラインバッファを印字し、プリンタは次の行には進みません。
プリンタが、キャリッジリターンを直接サポートしているものもあります。
また、プリンタが、常に次の行にフィードするものもあります。その場合には、サービスオブジェクトはラインバッファを印字し、逆フィードがサポートされているならば、逆フィードします。
もし、プリンタがこれらのどちらもサポートしないならば、キャリッジリターンはラインフィードのように振る舞います。
ValidateDataメソッドは、ラインフィード無しのキャリッジリターンが可能か否かと、そのために逆フィードがサポートされる必要があるか否かを決定するために利用されます。
戻り値
次の値のいずれかが戻され、ResultCodeプロパティにも格納されます。
値
意味
OPOS_SUCCESS
メソッドは正常終了しました。
OPOS_E_ILLEGAL
指定したプリンタが存在しません。（CapJrnPresent、CapRecPresent、CapSlpPresentプロパティ参照）
OPOS_E_EXTENDED
ResultCodeExtended = OPOS_EPTR_COVER_OPEN:
プリンタカバーが開いています。

ResultCodeExtended = OPOS_EPTR_JRN_EMPTY:
指定されたジャーナルは、用紙がありません。

ResultCodeExtended = OPOS_EPTR_REC_EMPTY:
指定されたレシートは、用紙がありません。

ResultCodeExtended = OPOS_EPTR_SLP_EMPTY:
指定されたスリップには、用紙が挿入されていません。。
その他
ResultCodeの項目を参照してください。
参照
PrintNormalメソッド、PrintTwoNormalメソッド
PrintNormal メソッド
形式
LONG PrintNormal (LONG Station, BSTR Data);
パラメータ
説明
Station  
使用されるPOSプリンタ。通常はPTR_S_JOURNAL、PTR_S_RECEIPTまたはPTR_S_SLIPです。
Data  
印刷される文字。プリント可能な文字とエスケープシーケンス、キャリッジリターン(13 decimal)、ラインフィード(10 decimal)から成ります。

詳細はBinaryConversionプロパティを参照してください。
説明
StationにDataを印刷する時にこのメソッドを呼び出します。
このメソッドは、AsyncModeがFALSEならば、同期的に実行され、 AsyncModeがTRUEならば、非同期的に実行されます。
データ内の特別なキャラクタの値は、
値
意味
Line Feed (10)
バッファ内のデータを印字後、次の行へ進みます。(キャリッジリターンは、その行を印刷するためには必要ありません。)

Carriage Return(13)
もし、キャリッジリターンがラインフィードのすぐ前にあるか、ラインバッファが空ならば、キャリッジリターンは無視されます。
そうでなければ、ラインバッファを印字し、プリンタは次の行には進みません。
プリンタが、キャリッジリターンを直接サポートしているものもあります。
また、プリンタが、常に次の行にフィードするものもあります。その場合には、サービスオブジェクトはラインバッファを印字し、逆フィードがサポートされているならば、逆フィードします。
もし、プリンタがこれらのどちらもサポートしないならば、キャリッジリターンはラインフィードのように振る舞います。
ValidateDataメソッドは、ラインフィード無しのキャリッジリターンが可能か否かと、そのために逆フィードがサポートされる必要があるか否かを決定するために利用されます。
戻り値
次の値のいずれかが戻され、ResultCodeプロパティにも格納されます。
値
意味
OPOS_SUCCESS
メソッドは正常終了しました。
OPOS_E_ILLEGAL
指定したプリンタが存在しません。（CapJrnPresent、CapRecPresent、CapSlpPresentプロパティ参照）
OPOS_E_BUSY
出力中なので実行できません。
（AsyncModeがFALSEならば、ただ返されるだけです。）
OPOS_E_EXTENDED
ResultCodeExtended = OPOS_EPTR_COVER_OPEN:
プリンタカバーが開いています。
（AsyncModeがFALSEならば、ただ返されるだけです。）

ResultCodeExtended = OPOS_EPTR_JRN_EMPTY:
指定されたジャーナルは、用紙がありません。
（AsyncModeがFALSEならば、ただ返されるだけです。）

ResultCodeExtended = OPOS_EPTR_REC_EMPTY:
指定されたレシートは、用紙がありません。
（AsyncModeがFALSEならば、ただ返されるだけです。）

ResultCodeExtended = OPOS_EPTR_SLP_EMPTY:
指定されたスリップには、用紙が挿入されていません。。
（AsyncModeがFALSEならば、ただ返されるだけです。）
その他
ResultCodeの項目を参照してください。
参照
PrintImmediateメソッド、PrintTwoNormalメソッド
PrintTwoNormal メソッド
形式
LONG PrintTwoNormal (LONG Stations, BSTR Data1, BSTR Data2);
パラメータ
説明
Stations  
使用されるプリンタステーション。
第1.3版以降：
以下の1つを選択します。
	Stations パラメータ
	第1ステーション
	第2ステーション

	PTR_TWO_RECEIPT_JOURNAL
	レシート
	ジャーナル

	PTR_TWO_SLIP_JOURNAL
	スリップ
	ジャーナル

	PTR_TWO_SLIP_RECEIPT
	スリップ
	レシート



第1.0版  – 第1.2版：
以下の1つを選択します。
PTR_S_JOURNAL_RECEIPT、PTR_S_JOURNAL_SLIPまたはPTR_S_RECEIPT_SLIPです。
Data1  
第1のプリンタで印刷される文字。印刷可能な文字とエスケープシーケンスから成ります。プリンタは同時に両方のプリンタに印刷しようとするので、文字列は１行以内に収まらなければなりません。 


詳細はBinaryConversionプロパティを参照してください。
Data2  
第2のプリンタで印刷される文字。（制約はData1と同様です。）
もし、この文字列が空ならば、Data1と同じ文字列が印字されます。いくつかのプリンタでは、このフォーマットを使うことで、印刷能力を上げるかもしれません。

「第２章 共通プロパティ、メソッド、イベント」のBinaryConversionプロパティを参照。
説明
2つの文字列を2つのプリンタに同時に印字する時にこのメソッドを呼び出します。このメソッドをサポートすると、印刷能力が上がるかもしれません。
このメソッドは、AsyncModeがFALSEならば、同期的に実行され、AsyncModeがTRUEならば、非同期に実行されます。
第1.0版 – 第1.2版
第1.3版以前にリリースされたドキュメントでは、「第1」と「第2」のステーションの意味について十分に明確ではなかったので、インプリメンテーションが次の2つのように異なっていました。
・定数の中のオーダーに基づいてステーションを割り当てます。
　例えば、PTR_S_JOURNAL_RECEIPT は、ジャーナルにData1をレ
　シートにData2を印刷します。
・物理デバイスの特徴あるいは内部の印刷オーダーに基づいてステー
　ションを割り当てます。
この非整合性のため、もしコントロールオブジェクトとサービスオブジェクトのバージョンが第1.3版あるいはそれ以降を示すならば、アプリケーションは新しい定数を使うべきです。
第1.3版以降
第1.3版あるいはそれ以降のサービスオブジェクトは、両方の定数のセットをサポートするべきです。ベンダーは古い定数の動作を定義して、そして文書化するべきです。
定数でのステーションの順は、ステーション上の物理的な印刷の順番を暗示しません。物理的な順はプリンタに依存し、そして双方向印刷や、多数の印刷ヘッドなどに基づいて異なっているかもしれません。
戻り値
次の値のいずれかが戻され、ResultCodeプロパティにも格納されます。
値
意味
OPOS_SUCCESS
メソッドは正常終了しました。
OPOS_E_ILLEGAL
指定されたStationsが同時印刷をサポートしていません。
（CapConcurrentJrnRec、CapConcurrentJrnSlp、CapConcurrentRecSlpプロパティ参照）
OPOS_E_BUSY
出力中なので実行できません。
（AsyncModeがFALSEならば、ただ返されるだけです。）
OPOS_E_EXTENDED
ResultCodeExtended = OPOS_EPTR_COVER_OPEN:
プリンタカバーが開いています。
（AsyncModeがFALSEならば、ただ返されるだけです。）

ResultCodeExtended = OPOS_EPTR_JRN_EMPTY:
指定されたジャーナルは、用紙がありません。
（AsyncModeがFALSEならば、ただ返されるだけです。）

ResultCodeExtended = OPOS_EPTR_REC_EMPTY:
指定されたレシートは、用紙がありません。
（AsyncModeがFALSEならば、ただ返されるだけです。）

ResultCodeExtended = OPOS_EPTR_SLP_EMPTY:
指定されたスリップには、用紙が挿入されていません。。
（AsyncModeがFALSEならば、ただ返されるだけです。）
その他
ResultCodeの項目を参照してください。
参照
PrintNormalメソッド
RotatePrint メソッド
形式 
LONG
RotatePrint (LONG Station, LONG
Rotation);
パラメータ
説明
Station  
使用されるPOSプリンタ。通常はPTR_S_RECEIPTまたはPTR_S_SLIPです。
Rotation  
回転方向。下記の値を参照。
値
意味
PTR_RP_RIGHT90
右に90度回転（時計回りに）。
PTR_RP_LEFT90
左に90度回転（時計と反対回りに）。
PTR_RP_ROTATE180
180度回転、つまり、倒立印字。
PTR_RP_NORMAL
回転印刷の終了。
説明
回転印刷モードの開始と終了。
このメソッドは、AsyncModeがFALSEならば、同期的に実行され、AsyncModeがTRUEならば、非同期的に実行されます。
もし、RotationがPTR_RP_ROTATE180ならば、倒立印刷モードが開始されます。RotatePrintがRotationパラメータをPTR_RP_NORMALに設定して呼ばれるまで、PrintNormalとPrintImmediateの呼び出しによるデータは倒立して印刷されます。行はPOSプリンタコントロールに送られた順に印刷され、各行の先頭はプリンタの右マージンに合わされます。 PrintNormalとPrintImmediateの印刷メソッドが、倒立印刷モード中に使用されます。
もし、RotationがPTR_RP_RIGHT90またはPTR_RP_LEFT90ならば、横書きモードが開始されます。RotatePrintがRotationパラメータをPTR_RP_NORMALに設定して呼ばれるまで、PrintNormalの呼び出しによるデータはバッファリングされます（POSプリンタ能力によって、プリンタまたはサービスオブジェクトにバッファリングされます）。（この場合、上記のメソッドのデータはバッファリングされるだけで、印刷は開始しません。また、AsyncModeプロパティの値は、そのオペレーションに影響しません。つまり、その要求にOutputIDは割り当てられませんし、OutputCompleteEventも通知しません。）
各印刷行は、90度に回転されます。もし、行が全て同じ長さでなければ、各行の先頭位置が合わされます。PrintNormalが、横書きモード中に使用されます。
もし、RotationがPTR_RP_NORMALならば、回転印刷モードは終了します。もし、横向き回転印刷モードが有効な時に、あるデータがPrintNormalによってバッファリングされていたならば、そのバッファリングされたデータは印刷されます。全体の回転した行のブロックは、一つのメッセージとして扱われます。
回転モードを変えることは、プリンタの行高さや行間、行幅、他の長さも変えるかもしれません。
ClearOutputメソッドを呼ぶことにより、回転印刷モードは中止されます。いかなるバッファリングされた横向き回転印刷行も削除されます。
戻り値
次の値のいずれかが戻され、ResultCodeプロパティにも格納されます。
値
意味
OPOS_SUCCESS
メソッドは正常終了しました。
OPOS_E_ILLEGAL
指定したプリンタが存在しません（CapJrnPresent、CapRecPresent、  CapSlpPresentプロパティ参照）、または、Stationが指定した回転をサポートしていません。（プリンタの回転能力プロパティ参照）
OPOS_E_BUSY
出力中なので実行できません。
（AsyncModeがFALSEならば、ただ返されるだけです。）
OPOS_E_EXTENDED
ResultCodeExtended = OPOS_EPTR_COVER_OPEN:
プリンタカバーが開いています。
（AsyncModeがFALSEならば、ただ返されるだけです。）

ResultCodeExtended = OPOS_EPTR_REC_EMPTY:
指定されたレシートは、用紙がありません。
（AsyncModeがFALSEならば、ただ返されるだけです。）

ResultCodeExtended = OPOS_EPTR_SLP_EMPTY:
指定されたスリップには、用紙が挿入されていません。。
（AsyncModeがFALSEならば、ただ返されるだけです。）
その他
ResultCodeの項目を参照してください。
参照
「印字データとエスケープシーケンス」
SetBitmap メソッド
形式
LONG SetBitmap (LONG BitmapNumber, LONG Station, BSTR FileName, 
LONG Width, LONG Alignment);
パラメータ
説明
BitmapNumber
このビットマップに割り当てられる番号。番号が1か2の、2つのビットマップが設定されます。
Station
使用されるプリンタ。通常はPTR_S_RECEIPTまたはPTR_S_SLIPです。
FileName
Windowsビットマップファイル名。ファイルは圧縮されたフォーマットではいけません。 
もし、空文字列が設定されれば、ビットマップは設定解除されます。
Width
ビットマップの印刷幅。値はPrintBitmap参照。
Alignment
ビットマップの印刷位置。値はPrintBitmap参照。
説明
まもなく印刷するビットマップに関する情報を保存する時に呼び出します。
ビットマップは、印刷データ内にビットマップ印刷のエスケープシーケンスをもつPrintNormalあるいはPrintImmediateを呼ぶことによって印刷されます。ビットマップ印刷のエスケープシーケンスは、初めと終わりの処理ヘッダーを印刷するための文字列を通常含んでいます。
サービスオブジェクトはよりよいパフォーマンスを与えるために、まもなく利用するビットマップをキャッシュするように選びます。ビットマップファイルとパラメータはこのメソッドにより、正確さを増します。
アプリケーションは、このメソッドが呼ばれる前に、文字幅、行高さ、行間のようなプリンタの長さが、Stationに対して設定されることを保証しなければなりません。サービスオブジェクトは、現在の値に基づいて、後で印刷するための準備として、ビットマップを変換するかもしれません。
第1.0版 – 第1.11版
2つだけのビットマップがセットされるかもしれません。そしてそれぞれのビットマップ番号が、ただ一度に１つのステーションのために使われるだけであるかもしれません。
第1.2版以降：
アプリケーションは有効な２つのステーションに対して１あるいは２の番号でビットマップを設定します。もし要求があれば、同じファイル名のビットマップはそれぞれのステーションに対して同一番号で設定されます。従って、同一のビットマップ印字エスケープシーケンスをそれぞれのステーションに対して使用することもできます。 
（第1.11版の仕様において、ビットマップは２つだけが設定可能で、あるビットマップ番号は１つのステーションに対してのみ使用できるとされています。）
戻り値
次の値のいずれかが戻され、ResultCodeプロパティにも格納されます。
値
意味
OPOS_SUCCESS
メソッドは正常終了しました。
OPOS_E_ILLEGAL
以下のエラーの内の一つが起こりました。
・BitmapNumberが不正な値です。
・プリンタが存在しません。
・Stationがビットマップ印刷をサポートして
  いません。 
・Widthが大きすぎます。
・Alignmentが、不正な値であるか、大きすぎ
  ます。
OPOS_E_NOEXIST
FileNameが見つかりませんでした。
OPOS_E_EXTENDED
ResultCodeExtended = OPOS_EPTR_TOOBIG:
ビットマップが、変換無しで印刷するにはその幅が広すぎるか、あるいは変換するには大きすぎます。

ResultCodeExtended =  OPOS_EPTR_BADFORMAT:
指定されたファイルが、ビットマップファイルでないか、あるいはサポートされていないフォーマットです。
その他
ResultCodeの項目を参照してください。
参照
「印字データとエスケープシーケンス」、PrintBitmapメソッド
SetLogo メソッド
形式 
LONG SetLogo (LONG Location, BSTR Data);
パラメータ
説明
Location  
設定するロゴ。PTR_L_TOPあるいはPTR_L_BOTTOMです。
Data  
ロゴを作る文字。プリント可能な文字とエスケープシーケンス、キャリッジリターン(13 decimal)、ラインフィード(10 decimal)から成ります。
詳細はBinaryConversionプロパティを参照してください。
説明
データ文字列を上端あるいは下端のロゴとして保存する時に呼び出します。
プリントデータ内に、上端ロゴあるいは下端ロゴのエスケープシーケンスを含んだPrintNormal、PrintTwoNormalあるいはPrintImmediateメソッドを呼ぶことによって、ロゴは印刷されます。
戻り値
次の値のいずれかが戻され、ResultCodeプロパティにも格納されます。
値
意味
OPOS_SUCCESS
メソッドは正常終了しました。
OPOS_E_ILLEGAL
不正なLocationが指定されました。
その他
ResultCodeの項目を参照してください。
参照
「印字データとエスケープシーケンス」
TransactionPrint メソッド




第1.11版で追加
形式
LONG TransactionPrint(LONG Station, LONG Control); 
パラメータ
説明
Station
使用されるPOSプリンタ。PTR_S_JOURNAL、PTR_S_RECEIPTまたはPTR_S_SLIPです。
Control
一括処理。値は以下を参照。
値

意味
PTR_TP_TRANSACTION
一括処理の開始。
PTR_TP_NORMAL
バッファデータを印字して一括処理を終了する。
説明
一括処理モードに入る時または抜ける時にこのメソッドを呼び出します。
ControlがPTR_TP_TRANSACTIONならば、一括処理モードに入ります。その後のPrintNormal、CutPaper、RotatePrint、PrintBarCode、PrintBitmapへの呼び出しは、ControlパラメータにPTR_TP_NORMALをセットしてTransactionPrintが呼び出されるまで、印刷データをバッファリングします。(プリンタでバッファリングされるか、サービスオブジェクトでバッファリングされるかは、プリンタ能力に依存します。) （この場合、前記のメソッドの印刷データはバッファリングされるだけで、印刷は開始しません。また、AsyncModeプロパティの値は、そのオペレーションに影響しません。つまり、その要求にOutputIDは割り当てられませんし、OutputCompleteEventも通知しません。）
ControlがPTR_TP_NORMALならば、一括処理モードを抜けます。PrintNormal、CutPaper、RotatePrint、PrintBarCode、PrintBitmap によりデータがバッファされていたならば、そのデータは印刷されます。一括処理全体は、一つのメッセージとして処理されます。このメソッドは、AsyncModeがFALSEならば、同期的に実行され、AsyncModeがTRUEならば、非同期的に実行されます。
ClearOutputメソッドを呼び出すことによって、一括処理モードは取り消されます。バッファされた印刷行も削除されます。
戻り値
次の値のいずれかが戻され、ResultCodeプロパティにも格納されます。
値
意味
OPOS_SUCCESS
メソッドは正常終了しました。
OPOS_E_ILLEGAL
指定したプリンタが存在しないか（CapJrnPresent、 CapRecPresent、CapSlpPresentプロパティ参照）あるいはCapTransactionプロパティがFALSEです。
OPOS_E_BUSY
出力中なので実行できません。 
（AsyncModeがFALSEでControlパラメータがPTR_TP_NORMALならば、ただ返されるだけです。）
OPOS_E_EXTENDED 
ResultCodeExtended = OPOS_EPTR_COVER_OPEN:
プリンタカバーが開いています。（AsyncModeがFALSEでControlパラメータがPTR_TP_NORMALならば、ただ返されるだけです。）

ResultCodeExtended = OPOS_EPTR_JRN_EMPTY:
指定されたジャーナルは、用紙がありません。（AsyncModeがFALSEでControlパラメータがPTR_TP_NORMALならば、ただ返されるだけです。）

ResultCodeExtended = OPOS_EPTR_REC_EMPTY:
指定されたレシートは、用紙がありません。（AsyncModeがFALSEでControlパラメータがPTR_TP_NORMALならば、ただ返されるだけです。）

ResultCodeExtended = OPOS_EPTR_SLP_EMPTY:
用紙が挿入されていないスリップが指定されました。
（AsyncModeがFALSEでControlパラメータがPTR_TP_NORMALならば、ただ返されるだけです。）
その他 
ResultCodeの項目を参照してください。
ValidateData メソッド




第1.11版で追加
形式
LONG ValidateData(LONG Station, BSTR Data); 
パラメータ
説明
Station
使用されるPOSプリンタ。PTR_S_JOURNAL、PTR_S_RECEIPTまたはPTR_S_SLIPです。
Data
判定されるデータ。印刷可能データとエスケープシーケンスを含みます。

詳細はBinaryConversionプロパティを参照してください。
説明
PrintNormal、PrintTwoNormal、PrintImmediateメソッドを呼び出す前に、指定されたプリンタにとって、おそらく一つ以上のエスケープシーケンスを含むデータシーケンスが、有効か否かを判定する時に呼び出します。
このメソッドは、全く印刷しませんが、そのプリンタの能力を判定するために使用されます。
戻り値
次の値のいずれかが戻され、ResultCodeプロパティにも格納されます。
値
意味
OPOS_SUCCESS
データは有効です。
OPOS_E_ILLEGAL
一つ以上のエスケープシーケンスが範囲外です。しかし、コントロールは有効な選択肢を選ぶことができます。
OPOS_E_FAILURE
一つ以上のエスケープシーケンスがサポートされていません。選ぶことのできる選択肢はありません。
OPOS_E_ILLEGALが返されるケースは、
エスケープシーケンス





状況
用紙カット
パーセンテージ’#’は正確にサポートされていません。コントロールはサポートされている最も近い値を選択します。
フィードと用紙カット
パーセンテージ’#’は正確にサポートされていません。コントロールはサポートされている最も近い値を選択します。
フィードとカットとスタンプ印刷
パーセンテージ’#’は正確にサポートされていません。コントロールはサポートされている最も近い値を選択します。
単位フィード
フィード量’#’は正確にサポートされていません。コントロールはサポートされている最も近い値を選択します。
逆フィード
逆フィード行数’#’は大きすぎます。コントロールはサポートされている最大値を選択します。
アンダーライン
太さ’#’は正確にサポートされていません。コントロールはサポートされている最も近い値を選択します。
網掛け文字
パーセンテージ’#’は正確にサポートされていません。コントロールはサポートされている最も近い値を選択します。
横倍率
倍率’#’はサポートされていません。コントロールはサポートされている最も近い値を選択します。
縦倍率
倍率’#’はサポートされていません。コントロールはサポートされている最も近い値を選択します。
データ





状況
data1CRdata2LF
（CRはキャリッジリターン、LFはラインフィードです。）データdata1を印刷後その行に残るために、サービスオブジェクトは、改行印字してから逆フィードを行います。データdata2はデータdata1に上書きされます。
OPOS_E_FAILUREが返されるケースは、
エスケープシーケンス






状況
(一般)

エスケープシーケンスの書式が無効です。
用紙カット

サポートされていません。
フィードと用紙カット

サポートされていません。
フィードと用紙カットとスタンプ印刷
サポートされていません。
スタンプ印刷
サポートされていません。
ビットマップ印刷
ビットマップ印刷がサポートされていないか、ビットマップ番号’#’が範囲外です。
逆フィード
サポートされていません。
フォントタイプ指定
フォント番号’#’がサポートされていません。
ボールド
サポートされていません。
アンダーライン
サポートされていません。
イタリック
サポートされていません。
赤色
サポートされていません。
反転文字
サポートされていません。
網掛け文字
サポートされていません。
縦横1倍角
サポートされていません。
横倍角
サポートされていません。
縦倍角
サポートされていません。
縦横倍角
サポートされていません。
データ





状況
data1CRdata2LF
（CRはキャリッジリターン、LFはラインフィードです。）データを印刷後その行に残ることができません。データdata1は1行に印刷され、データdata2は次の行に印刷されます。
参照
「印字データとエスケープシーケンス」
イベント
ErrorEvent イベント
形式
void ErrorEvent (LONG ResultCode, LONG ResultCodeExtended,
LONG ErrorLocus, LONG* pErrorResponse);
パラメータ
説明
ResultCode
エラーイベントを起こした原因のコード。値はResultCode参照。
ResultCodeExtended
エラーイベントを起こした原因の拡張コード。下記の値を参照。
ErrorLocus
OPOS_EL_OUTPUTに設定します。非同期出力中に、エラーが起こりました。
pErrorResponse
エラーイベント応答へのポインタ。下記の値を参照。
もし、ResultCodeがOPOS_E_EXTENDEDであれば、ResultCodeExtendedは次に示す値のいずれかに設定されます。
値
意味
OPOS_EPTR_COVER_OPEN
プリンタカバーが開いています。
OPOS_EPTR_JRN_EMPTY
ジャーナル用紙がありません。
OPOS_EPTR_REC_EMPTY
レシート用紙がありません。
OPOS_EPTR_SLP_EMPTY
スリップ用紙が挿入されていません。
pErrorResponseによって指定された位置の内容は、OPOS_ER_RETRYのデフォルト値にプリセットされます。アプリケーションは、次に示す値の内の一つを設定します。
値
意味
OPOS_ER_RETRY
その非同期出力を再度試みます。エラー状態は抜けます。
OPOS_ER_CLEAR
その非同期出力を削除します。エラー状態は抜けます。
説明
エラーを察知し、POSプリンタコントロールの状態がエラー状態に移った時に通知されます。
参照
「ステータス、結果コード、状態モデル」
StatusUpdateEvent イベント
形式 
void StatusUpdateEvent (LONG Status);
Statusは、次に示す値のいずれかに設定されます。
値
意味
PTR_SUE_COVER_OPEN
プリンタカバーが開いています。
PTR_SUE_COVER_OK
プリンタカバーが閉じています。
PTR_SUE_JRN_EMPTY
ジャーナル用紙がありません。
PTR_SUE_JRN_NEAREMPTY
ジャーナル用紙がニアエンドです。
PTR_SUE_JRN_PAPEROK
ジャーナル用紙が用意できました。
PTR_SUE_REC_EMPTY
レシート用紙がありません。
PTR_SUE_REC_NEAREMPTY
レシート用紙がニアエンドです。
PTR_SUE_REC_PAPEROK
レシート用紙が用意できました。
PTR_SUE_SLP_EMPTY
スリップ用紙がありません。
PTR_SUE_SLP_NEAREMPTY
スリップ用紙がニアエンドです。
PTR_SUE_SLP_PAPEROK
スリップ用紙が挿入されました。
PTR_SUE_IDLE
全ての非同期出力が、成功するか、または削除されることによって終了しました。POSプリンタのStateは現在OPOS_S_IDLEです。FlagWhenIdleプロパティは、このイベントが通知するためにTRUEでなければなりません。そして、POSプリンタコントロールは、イベントが通知する前に、そのプロパティをFALSEへ自動的にリセットします。
電源状態通知のStatusUpdateEventの値
「第2章 共通プロパティ、メソッド、イベント」のStatusUpdateEventの記述を参照。
説明
重要な状態の変化が起こった時に通知されます。
第９章
スキャナ (バーコードリーダ)

一覧
プロパティ
	共通
	版数
	型
アクセス
	初期化

	AutoDisable
	1.2
	Boolean
R/W
	Open

	BinaryConversion
	1.2
	Long
R/W
	Open

	CapPowerReporting
	1.3
	Long
R
	Open

	CheckHealthText
	1.0
	String
R
	Open 

	Claimed
	1.0
	Boolean
R
	Open 

	DataCount
	1.2
	Long
R
	Open

	DataEventEnabled
	1.0
	Boolean
R/W
	Open 

	DeviceEnabled
	1.0
	Boolean
R/W
	Open & Claim 

	FreezeEvents
	1.0
	Boolean
R/W
	Open 

	OutputID
	1.0
	Long
R
	適用外 

	PowerNotify
	1.3
	Long
R/W
	Open

	PowerState
	1.3
	Long
R
	Open

	ResultCode
	1.0
	Long
R
	無し 

	ResultCodeExtended
	1.0
	Long
R
	Open 

	State
	1.0
	Long
R
	無し 

	
	
	
	

	ControlObjectDescription
	1.0
	String
R
	無し 

	ControlObjectVersion
	1.0
	Long
R
	無し 

	ServiceObjectDescription
	1.0
	String
R
	Open 

	ServiceObjectVersion
	1.0
	Long
R
	Open 

	DeviceDescription
	1.0
	String
R
	Open 

	DeviceName
	1.0
	String
R
	Open 

	
	
	
	

	専用
	
	
	

	DecodeData
	1.2
	Boolean
R/W
	Open 

	ScanData
	1.0
	String
R
	Open

	ScanDataLabel
	1.2
	String
R
	Open

	ScanDataType
	1.2
	Long
R
	Open


メソッド
	共通
	
	必要条件

	Open
	1.0
	無し 

	Close
	1.0
	Open 

	Claim
	1.0
	Open 

	Release
	1.0
	Open & Claim 

	CheckHealth
	1.0
	Open, Claim, & Enable

	ClearInput
	1.0
	Open & Claim

	ClearOutput
	1.0
	適用外 

	DirectIO
	1.0
	Open 


イベント
	名称
	
	必要条件

	DataEvent
	1.0
	Open, Claim, & Enable

	DirectIOEvent
	1.0
	Open, Claim 

	ErrorEvent
	1.0
	Open, Claim, & Enable

	OutputCompleteEvent
	1.0
	適用外 

	StatusUpdateEvent
	1.3
	 Open, Claim, & Enable


概説
スキャナコントロールのOLEプログラマティクIDは“OPOS.Scanner”です。
機能
スキャナコントロールは、次の機能を持っています。
· バーコードラベルからエンコードデータを読み込みます。
モデル
スキャナコントロールは、イベント駆動入力の一般的な入力モデルに従います。
· コントロールは入力を受信したとき、DataEventを発生させます。
· AutoDisableプロパティがTRUEならば、DataEventのキューイング時にコントロールは自動的にディセーブルとなります。
· DataEventEnabledプロパティがTRUEならば、キューイングしたDataEventはアプリケーションに通知されます。コントロールはこのイベントを発生させる直前に、データをプロパティにコピーし、さらなるデータイベントを発生させないために、DataEventEnabledプロパティをFALSEに設定します。これにより、アプリケーションが現在の入力の処理や関連するプロパティの処理をしている間、コントロールはその後の入力データをキューイングするようになります。アプリケーションが現在の入力データの処理を終え、次のデータ処理の準備ができたとき、DataEventEnabledプロパティをTRUEに設定することにより、再びデータイベントが通知されるようになります。
· 入力データの読込み中または処理中に、コントロールにおいてエラーが発生した場合、ErrorEventが発行され、DataEventEnabledプロパティがTRUEのならば、アプリケーションに通知されます。
· DataCountプロパティを読むことでコントロールによってキューイングされたデータイベント数が得られます。
· コントロールにキューイングされたすべての入力データはClearInputメソッドを呼ぶことにより削除できます。
スキャンされたデータは、ScanDataプロパティに格納されます。アプリケーションがDecodeDataプロパティにTRUEを設定したならば、データはScanDataLabelとScanDataTypeにデコードされます。
デバイスの共有
スキャナは下記のように排他的に使用すべきデバイスです。
· アプリケーションは、デバイスをイネーブルにする前に排他アクセス権を獲得しなければなりません。
· アプリケーションは、デバイスの読み込みを始める前に、デバイスの排他アクセス権を獲得してイネーブルにしなければなりません。
· 使用上の必要条件については、「一覧」の表を参照してください。
プロパティ
DecodeDataプロパティ  R/W
第1.2版にて追加
形式
BOOL DecodeData;
説明
TRUEならば、コントロールはScanDataをScanDataLabelとScanDataTypeにデコードします。
このプロパティは、OpenメソッドによりFALSEに初期化されます。
戻り値
本プロパティ設定時、次の値がResultCodeプロパティに格納されます。
値
意味
OPOS_SUCCESS
プロパティは正常に設定されました。
ScanData プロパティ
形式
BSTR ScanData;
説明
スキャナから読み込まれたバーコードデータが設定されます。
このデータのフォーマットはBinaryConversionプロパティの値に依存します。詳細はBinaryConversionプロパティを参照してください。
スキャナデータは、一般にスキャナから通知された形式です。しかし、アプリケーションのための有効な情報を含まないことから、スキャナが独自に付加したデータ（メッセージヘッダー，トレーラ情報）は取り除かれます。
ヘッダー情報はSTXキャラクタなどのプレフィックスキャラクタです。トレーラ情報はETXやCRキャラクタなどのターミネータキャラクタとスキャナによって生成されたブロックチェックキャラクタです。
もしUPC-Aの ’A’のようなシンボルキャラクタがスキャナから通知されるならば、ScanDataはシンボルキャラクタを含みます。もしラベルにチェックデジットが含まれていて スキャナから通知されるならば、ScanDataはチェックデジットも含みます。（スキャナの機種や設定に  より、シンボルキャラクタ，チェックデジットが含まれたり含まれなかったりします。スキャナコントロールは、それらが含まれていれば通知しますが、含まれていなければ 生成したり計算はしません。）　　いくつかの商品には補足バーコードが付けられています。このバーコードは一般的にメインバーコードの右側に置かれて、２または５文字の情報からなります。スキャナが補足バーコードとメインバーコードが付いた商品を読み込んだ場合、補足バーコードはメインバーコードに付加され、結果として一つのラベルとしてアプリケーションに通知されます。(スキャナにより、補足バーコードの読取りを、イネーブルまたはディセーブルに設定することができるかもしれません。)

いくつかの商品には多段バーコードが付けられています。これらのバーコードは一般的に縦に並べられており、同じまたは別のシンボルキャラクタです。スキャナが多段バーコードが付いた商品を読み込むと、各段のラベルは分割したデータとしてアプリケーションに通知されます。これは、多段バーコードの標準化が現時点ではなされていないことが理由です。また、個々のバーコードデータから成る多段バーコードのすべての組み合わせを確定することはできません。このために、アプリケーションは返されたデータに基づいて多段バーコードが読み込まれたことを決定する必要があります。（スキャナにより、多段バーコードの読取りをサポートしているか、サポートしていないかもしれません）
本プロパティは、DataEventが通知される直前にコントロールによって設定されます。
ScanDataLabelプロパティ
第1.2版にて追加
形式
BSTR ScanDataLabel;

説明
デコードされたバーコードデータが設定されます。
このデータのフォーマットはBinaryConversionプロパティの値に依存します。詳細はBinaryConversionプロパティを参照してください。
DecodeDataプロパティがFALSEの時、ScanDataLabelには空の文字列(“”)が設定されます。
DecodeDataプロパティがTRUEの時、コントロールはScanDataを以下のようにScanDataLabelにデコードします。
· スキャナが生成したシンボルキャラクタが存在する場合、これは取り除かれます。
· バーコード形式が読取りできるチェックデジットを含む（UPC-AやEAN-13等）ならば、それはScanDataLabelの中に存在しなければなりません。スキャナがチェックデジットを通知できない場合、サービスオブジェクトは、それを計算して付加します。
· 可変長バーコードにおいて、バーコード長が存在する場合、これは取り除かれます。
たとえば、”5 018374 827715”と印刷されたEAN-13バーコードを読込んで、スキャナから受信した場合、ScanDataに以下のように格納されます。
スキャナからの受信データ
ScanData
コメント
5018374827715
5018374827715
バーコードのみ
501837482771<CR>
501837482771
チェックデジット無しで、キャリッジリターン有り
F5018374827715<CR>
F5018374827715
スキャナ依存のシンボルキャラクタと、キャリッジリターン有り
<STX>F5018374827715<ETX>
F5018374827715
ヘッダー、シンボルキャラクタ、トレーラ有り
これらのケースでは（そして他のバリエーションでも）ScanDataLabelにはいつも ”5018374827715”文字列が設定され、ScanDataTypeにはSCAN_SDT_EAN13が設定されなければなりません。
本プロパティは、DataEventが通知される直前にコントロールによって設定されます。
ScanDataTypeプロパティ
第1.2版にて追加
形式
LONG ScanDataType ;

説明
デコードされたバーコードのラベルタイプが設定されます。
DecodeDataプロパティがFALSEの時、ScanDataTypeにはSCAN_SDT_UNKNOWNがセットされます。
DecodeDataプロパティがTRUEの時、コントロールはスキャンしたラベルタイプの識別を試みます。スキャナコントロールのヘッダファイル (OposScan.h) には、SCAN_SDTの名称で始まるいくつかのシンボルが定義されています。
以下のラベルタイプは、本リリースで定義されたものです。
値
ラベルタイプ
１次元バーコードのシンボル
SCAN_SDT_UPCA
UPC-A

SCAN_SDT_UPCA_S
UPC-A 補足バーコード付き
SCAN_SDT_UPCE
UPC-E

SCAN_SDT_UPCE_S
UPC-E 補足バーコード付き
SCAN_SDT_UPCD1
UPC-D1

SCAN_SDT_UPCD2
UPC-D2

SCAN_SDT_UPCD3
UPC-D3

SCAN_SDT_UPCD4
UPC-D4

SCAN_SDT_UPCD5
UPC-D5

SCAN_SDT_EAN8
EAN 8 (= JAN 8)

SCAN_SDT_JAN8
JAN 8 (= EAN 8)

SCAN_SDT_EAN8_S
EAN 8 補足バーコード付き
SCAN_SDT_EAN13
EAN 13 (= JAN 13)

SCAN_SDT_JAN13
JAN 13 (= EAN 13)

SCAN_SDT_EAN13_S
EAN 13 補足バーコード付き
SCAN_SDT_EAN128
EAN-128

SCAN_SDT_TF
Standard (or discrete) 2 of 5

SCAN_SDT_ITF
Interleaved 2 of 5

SCAN_SDT_Codabar
Codabar (NW-7)

SCAN_SDT_Code39
Code 39

SCAN_SDT_Code93
Code 93

SCAN_SDT_Code128
Code 128

SCAN_SDT_OCRA
OCR “A”

SCAN_SDT_OCRB
OCR “B”

２次元コードのシンボル
SCAN_SDT_PDF417
PDF 417

SCAN_SDT_MAXICODE
MAXICODE

特別なケース
SCAN_SDT_OTHER
このタイプより大きいか、または等しいならば、サービスオブジェクトはOPOSで未定義のシンボルキャラクタを通知しました。
SCAN_SDT_UNKNOWN
サービスオブジェクトはバーコードシンボルを識別できませんでした。ScanDataLabelは、実際のバーコードタイプに適切な形式で格納されていないかもしれません。
本プロパティは、DataEventが通知される直前にコントロールによって設定されます。
イベント
DataEvent イベント
形式
void DataEvent (LONG Status);
Statusパラメータはゼロが設定されます。
説明
デバイスからアプリケーションに、入力データを送るために通知されます。このイベントが通知される前に、スキャナデータがScanData, ScanDataLabel, ScanDataTypeプロパティに設定されます。
ErrorEvent イベント
形式
void ErrorEvent (LONG ResultCode, LONG ResultCodeExtended,
LONG ErrorLocus, LONG* pErrorResponse);
パラメータ
説明
ResultCode
エラーイベントが生じた原因を示すコードです。値についてはResultCodeの項目を参照してください。
ResultCodeExtended
エラーイベントが生じた原因を示す拡張コードです。値についてはResultCodeExtendedを参照してください。
ErrorLocus
エラーの位置です。下記の値を参照してください。
pErrorResponse
エラーイベント応答のポインタです。下記の値を参照してください。
ErrorLocusパラメータの値は次のいずれかです。
値
意味
OPOS_EL_INPUT
イベント駆動入力で、入力データ処理をしているときにエラーが発生しました。入力データは利用できません。
OPOS_EL_INPUT_DATA
イベント駆動入力で、入力データ処理をしているときにエラーが発生しましたが、すでにバッファリングされたデータの一部は利用できます。
pErrorResponseパラメータが示す位置にある内容は、ErrorLocusに基づいてデフォルト値があらかじめ設定されています。アプリケーションはその値を以下のいずれかに変更できます。
値
意味
OPOS_ER_CLEAR
バッファリングされている入力データをクリアし、エラー状態は解除されます。
ErrorLocusがOPOS_EL_INPUTの場合のデフォルトです。
OPOS_ER_CONTINUEINPUT
ErrorLocusがOPOS_EL_INPUT_DATAの場合だけ使用します。エラーを容認し、コントロールに処理の継続を指示するものです。
コントロールはエラー状態のままですが、DataEventEnabledプロパティの設定値に従って、別なDataEventが通知されます。
すべての入力がイベント処理された後、DataEventEnabledプロパティが、再びTRUEに設定されたとき、ErrorEventでOPOS_EL_INPUTが通知されます。
ErrorLocusがOPOS_EL_INPUT_DATAの場合のデフォルトです。
説明
スキャナデータを読み込もうとしている間に、エラーを検出すると通知されます。
正しいアプリケーションシーケンシングが行われるよう、DataEventEnabledプロパティがTRUEになるまで、入力エラーイベントは通知されません。
参照
「ステータス、結果コード、状態モデル」
第10章
POSキーボード
一覧
プロパティ
	共通
	版数
	型
アクセス
	初期化

	AutoDisable
	1.2
	Boolean
R/W
	Open

	BinaryConversion
	1.2
	Long
R/W
	Open

	CapPowerReporting
	1.3
	Long
R
	Open

	CheckHealthText
	1.0
	String
R
	Open 

	Claimed
	1.0
	Boolean
R
	Open 

	DataCount
	1.2
	Long
R
	Open

	DataEventEnabled
	1.0
	Boolean
R/W
	Open 

	DeviceEnabled
	1.0
	Boolean
R/W
	Open & Claim 

	FreezeEvents
	1.0
	Boolean
R/W
	Open 

	OutputID
	1.0
	Long
R
	適用外 

	PowerNotify
	1.3
	Long
R/W
	Open

	PowerState
	1.3
	Long
R
	Open

	ResultCode
	1.0
	Long
R
	無し 

	ResultCodeExtended
	1.0
	Long
R
	Open 

	State
	1.0
	Long
R
	無し 

	
	
	
	

	ControlObjectDescription
	1.0
	String
R
	無し 

	ControlObjectVersion
	1.0
	Long
R
	無し 

	ServiceObjectDescription
	1.0
	String
R
	Open 

	ServiceObjectVersion
	1.0
	Long
R
	Open 

	DeviceDescription
	1.0
	String
R
	Open 

	DeviceName
	1.0
	String
R
	Open 

	
	
	
	

	専用
	
	
	

	CapKeyUp
	1.2
	Boolean
R
	Open

	EventTypes
	1.2
	Long
R/W
	Open

	POSKeyData
	1.0
	Long
R
	Open

	POSKeyEventType
	1.2
	Long
R
	Open


メソッド
	共通
	版数
	必要条件

	Open
	1.0
	無し 

	Close
	1.0
	Open 

	Claim
	1.0
	Open 

	Release
	1.0
	Open & Claim 

	CheckHealth
	1.0
	Open, Claim, & Enable 

	ClearInput
	1.0
	Open & Claim 

	ClearOutput
	1.0
	適用外 

	DirectIO
	1.0
	Open 


イベント
	名称
	版数
	必要条件

	DataEvent
	1.0
	Open, Claim, & Enable 

	DirectIOEvent
	1.0
	Open & Claim 

	ErrorEvent
	1.0
	Open, Claim, & Enable 

	OutputCompleteEvent
	1.0
	適用外 

	StatusUpdateEvent
	1.3
	Open, Claim, & Enable


概説
POSキーボードコントロールのOLEプログラマティクIDは、“OPOS.POSKeyboard”です。
ここで扱うPOSキーボードとは、PCのシステムキーボードではなく、RS-232Cポートなどの別のインターフェースに付加的に接続されるPLUキーボードやメニューキーボードなどです。
したがって、外観は”POSキーボード”であっても、Windowsから見てそれがシステムキーボードである場合は、基本的には、この仕様の対象外です。
システムキーボードインターフェースに接続された”POSキーボード”の入力には、通常のWindowsAPIを使用します（標準入力系OLEコントロールなど）。
機能
POSキーボードコントロールは、次の機能を持っています。
· POSキーボードからキーを読み込みます。
上記のように、POSキーボードは、システムキーボードとは別のインターフェースに付加的に接続されるキーボードの場合が一般的ですが、実装によってはシステムキーボードの一部または全部のキーからなる仮想的なキーボードであってもかまいません。
POSキーボードの1つとして表示装置を備え、入力項目を変更可能なデバイスがありますが、本仕様の規定外機能とし、DirectIOメソッドにより制御します。
モデル
POSキーボードコントロールは、イベント駆動入力の一般的な入力モデルに従います。
· POSキーボード押下によるデータ入力を受け取ると、コントロールはDataEventをキューイングします。
· AutoDisableプロパティがTRUEならば、DataEventのキューイング時にコントロールは自動的にディセーブルとなります。
· DataEventEnabledプロパティがTRUEならば、キューイングしたDataEventはアプリケーションに通知されます。イベントを通知する直前にコントロールはデータをプロパティにコピーし、DataEventEnabledプロパティをFALSEに設定して次のデータイベントを抑止します。これにより､アプリケーションが現在の入力と関連プロパティを処理している間、以降の入力データをコントロールによってキューイングします。アプリケーションは、現在の入力データの処理を終えて次のデータ処理の準備ができたとき、DataEventEnabledプロパティをTRUEに設定してイベント通知を再び許可します。
· 入力データの読込中または処理中に、コントロールにおいてエラーが発生した場合、ErrorEventがキューイングされ、DataEventEnabledプロパティがTRUEならばアプリケーションに通知されます。
· DataCountプロパティを読むことでコントロールによってキューイングされたデータイベント数が得られます。
· キューイングされたすべての入力データは、ClearInputメソッドを呼び出して削除できます。
キーボードのコード変換
POSキーボードコントロールは、キーボード固有の“内部キーコード”からデータイベントによって返される“ユーザ定義キーコード”に変換するための手段を提供しなければなりません。この変換はエンドユーザにより変更ができる必要があります。
デバイスの共有
POSキーボードは、下記のように排他的に使用すべきデバイスです。
· アプリケーションは、デバイスをイネーブルにする前に排他アクセス権を獲得しなければなりません。
· アプリケーションは、デバイスの読み込みを始める前に、デバイスの排他アクセス権を獲得してイネーブルにしなければなりません。
· 使用上の必要条件については、「一覧」の表を参照してください。
プロパティ
CapKeyUp プロパティ



第1.2版にて追加
形式
BOOL　CapKeyUp;

説明
TRUE：KEYUPとKEYDOWNの両方のイベントを発生させることができます。これは、EventTypesプロパティの設定に依存します。
FALSE：KEYDOWNイベントのみの発生が可能です。
EventTypes プロパティ　R/W



第1.2版にて追加
形式
LONG　EventTypes;

説明
アプリケーションが受信したいイベントタイプを選択します。
値
意味
KBD_ET_DOWN
KEYDOWNイベントを発生します。
KBD_ET_DOWN_UP
KEYDOWNとKEYUPの両方のイベントを発生します。
第1.11版

：KEYDOWNイベントのみ通知可能です。
第1.2版以降：KEYDOWNとKEYUPイベントが通知可能です。
このプロパティは、Openメソッドにより、 KBD_ET_DOWNに初期化されます。
戻り値
本プロパティ設定時、次の値のいずれかがResultCodeプロパティに格納されます。　
値
意味
OPOS_SUCCESS
プロパティは正常に設定されました。
OPOS_E_ILLEGAL
不正な値が設定されたか、またはコントロールはその値をサポートしていません。
POSKeyData プロパティ
形式
LONG　POSKeyData;

説明
POSキーボードから読み込まれた1キーデータが設定されます。


システム開発者がPOSキーボードのSO内に、内部キーコードをアプリケーションが期待するコードに変換する機能を含める設計をすれば、アプリケーションは、この値がデバイスに依存しない様に扱うことが可能です。
第1.11版

：　POSKeyDataプロパティの上位ワードを論理キーコード、下位ワードをスキャンコードと定義し、またそのコードはシステムキーボードのコードと一致する必要はありません。
第1.2版以降：　任意キーコードへの変換がエンドユーザー設定により可能であることが要求されます。
このプロパティは、DataEventが通知される直前にコントロールによって設定されます。
POSKeyEventType プロパティ



第1.2版にて追加
形式
LONG　POSKeyEventType;

説明
このプロパティは、最新のキーボードイベントのタイプを保持します。そのタイプとは、キーが押されたか、離されたか、です。
値
意味
KBD_KET_KEYDOWN
POSKeyDataプロパティのキーが押されたことを示します。
KBD_KET_KEYUP
POSKeyDataプロパティのキーが離されたことを示します。
このプロパティは、DataEventが通知される直前にコントロールによって設定されます。
イベント
DataEvent イベント
形式
void DataEvent (LONG Status);

Statusパラメータは、ゼロが設定されます。
説明
デバイスからアプリケーションに、入力データを送るために通知されます。　このイベントが通知される直前に、論理キーコードはPOSKeyDataプロパティに、イベントタイプはPOSKeyEventTypeプロパティに設定されます。
ErrorEvent イベント
形式
void ErrorEvent (LONG ResultCode, LONG ResultCodeExtended,
LONG ErrorLocus, LONG* pErrorResponse);
パラメータ
説明
ResultCode
エラーイベントが生じた原因を示すコードです。値についてはResultCodeの項目を参照してください。
ResultCodeExtended
エラーイベントが生じた原因を示す拡張コードです。値についてはResultCodeExtendedを参照してください。
ErrorLocus
エラーの位置です。下記の値を参照してください。
pErrorResponse
エラーイベント応答のポインタです。下記の値を参照してください。
ErrorLocusパラメータの値は次のいずれかです。
値
意味
OPOS_EL_INPUT
イベント駆動入力で、入力データ処理をしているときにエラーが発生しました。入力データは利用できません。
OPOS_EL_INPUT_DATA
イベント駆動入力で、入力データ処理をしているときにエラーが発生しましたが、すでにバッファリングされたデータは利用できます。
pErrorResponseパラメータが示す位置にある内容は、ErrorLocusに基づいてデフォルト値があらかじめ設定されています。アプリケーションはその値を以下のいずれかに変更できます。
値
意味
OPOS_ER_CLEAR
バッファリングされている入力データをクリアし、エラー状態は解除されます。
ErrorLocusがOPOS_EL_INPUTの場合のデフォルトです。
OPOS_ER_CONTINUEINPUT

ErrorLocusがOPOS_EL_INPUT_DATAの場合だけ使用します。エラーを容認し、コントロールに処理の継続を指示するものです。
コントロールはエラー状態のままですが、DataEventEnabledプロパティの設定値に従って、別なDataEventが通知されます。
すべての入力がイベント処理された後、DataEventEnabledプロパティが、再びTRUEに設定されたとき、ErrorEventでOPOS_EL_INPUTが通知されます。
ErrorLocusがOPOS_EL_INPUT_DATAの場合のデフォルトです。
説明
POSキーボードデータを読み込もうとしている間に、エラーを検出すると通知されます。
正しいアプリケーションシーケンシングが行われるよう、DataEventEnabledプロパティがTRUEになるまで、入力エラーイベントは通知されません。
参照
    「ステータス、結果コード、状態モデル」
第11章
コインディスペンサ
一覧
プロパティ
	共通
	版数
	型
アクセス
	初期化

	AutoDisable
	1.2
	Boolean
R/W
	適用外

	BinaryConversion
	1.2
	Long
R/W
	Open

	CapPowerReporting
	1.3
	Long 
R
	Open

	CheckHealthText
	1.0
	String
R
	Open

	Claimed
	1.0
	Boolean
R
	Open

	DataCount
	1.2
	Long
R
	適用外

	DataEventEnabled
	1.0
	Boolean
R/W
	適用外

	DeviceEnabled
	1.0
	Boolean
R/W
	Open & Claim

	FreezeEvents
	1.0
	Boolean
R/W
	Open

	OutputID
	1.0
	Long
R
	適用外

	PowerNotify
	1.3
	Long 
R/W
	Open

	PowerState
	1.3
	Long 
R
	Open

	ResultCode
	1.0
	Long
R
	無し

	ResultCodeExtended
	1.0
	Long
R
	Open

	State
	1.0
	Long
R
	無し

	
	
	
	

	ControlObjectDescription
	1.0
	String
R
	無し

	ControlObjectVersion
	1.0
	Long
R
	無し

	ServiceObjectDescription
	1.0
	String
R
	Open

	ServiceObjectVersion
	1.0
	Long
R
	Open

	DeviceDescription
	1.0
	String
R
	Open

	DeviceName
	1.0
	String
R
	Open

	
	
	
	


	専用
	
	
	

	CapEmptySensor
	1.0
	Boolean
R
	Open

	CapJamSensor
	1.0
	Boolean
R
	Open

	CapNearEmptySensor
	1.0
	Boolean
R
	Open

	DispenserStatus
	1.0
	Long
R
	Open, Claim, & Enable


メソッド
	共通
	版数
	必要条件

	Open
	1.0
	無し

	Close
	1.0
	Open

	Claim
	1.0
	Open

	Release
	1.0
	Open & Claim

	CheckHealth
	1.0
	Open, Claim, & Enable

	ClearInput
	1.0
	適用外

	ClearOutput
	1.0
	適用外

	DirectIO
	1.0
	Open

	
	
	

	専用
	
	

	DispenseChange
	1.0
	Open, Claim, & Enable


イベント
	名称
	版数
	必要条件

	DataEvent
	1.0
	適用外

	DirectIOEvent
	1.0
	Open, Claim

	ErrorEvent
	1.0
	適用外

	OutputCompleteEvent
	1.0
	適用外

	StatusUpdateEvent
	1.0
	Open, Claim, & Enable


概説
コインディスペンサコントロールのOLEプログラマティックIDは“OPOS.CoinDispenser”です。
機能
コインディスペンサは、次の機能を持っています。
· 釣り銭額を指定してデバイスから払い出すメソッドをサポートします。
次の機能はオプションとして実装されます。
· コインディスペンサの状態通知、これは釣り銭エンプティ、釣り銭ニアエンプティ、硬貨スロット詰まりの状態を通知します。
モデル
コインディスペンサの一般的なモデルは、次のようなものです。
· コインディスペンサは、払い出し用硬貨を蓄える複数のスロットから構成されます。コインディスペンサコントロールを利用するプログラマは、硬貨スロットの個別的な制御は行わず、払い出す釣り銭合計を指定してメソッドを呼び出します。各種スロットから適正な釣り銭を払い出すことはコインディスペンサのデバイスかコントロールの責任となります。
デバイスの共有
コインディスペンサは次のように排他的に使用すべきデバイスです。
· アプリケーションは、デバイスをイネーブルにする前に排他アクセス権を獲得しなければなりません。
· アプリケーションは、プロパティにアクセスしたり、釣り銭を払い出したり、状態変化を受け取る前に、デバイスの排他アクセス権を獲得してイネーブルにしなければなりません。
· 使用上の必要条件については、「一覧」の表を参照してください。
プロパティ
CapEmptySensor プロパティ
形式
BOOL CapEmptySensor;
説明
TRUE：コインディスペンサは硬貨のエンプティを通知します。
FALSE：通知しません。
このプロパティはOpenメソッドにより初期化されます。
CapJamSensor プロパティ
形式
BOOL CapJamSensor;
説明
TRUE：コインディスペンサは硬貨詰まりや機器の異常を通知します。
FALSE：通知しません。
このプロパティはOpenメソッドにより初期化されます。
CapNearEmptySensor プロパティ
形式
BOOL CapNearEmptySensor;
説明
TRUE：コインディスペンサは硬貨のニアエンプティを通知します。
FALSE：通知しません。
このプロパティはOpenメソッドにより初期化されます。
DispenserStatus プロパティ
形式
LONG DispenserStatus;
説明
コインディスペンサの現在の状態を示します。次のいずれかとなります。
値
意味
COIN_STATUS_OK
硬貨払い出し可能。この値はコインディスペンサで異常が検出されない時に設定されます。
COIN_STATUS_EMPTY


硬貨がエンプティで払い出しができません。
COIN_STATUS_NEAREMPTY


ニアエンプティですが、釣り銭の払い出しは可能です。
COIN_STATUS_JAM
機器障害が発生しました。
このプロパティはイネーブルの設定で初期化され、イネーブルの間は最新の状態となります。
メソッド
DispenseChange メソッド
形式
LONG DispenseChange (LONG Amount);
パラメータ
説明
Amount
払い出し金額の合計。
説明
コインディスペンサから釣り銭を払い出します。Amountパラメータで示される値は払い出す（セントや円といった）通貨単位での合計額です。
戻り値
次の値のいずれかが戻され、ResultCodeプロパティにも格納されます。
値
意味
OPOS_SUCCESS
指定された釣り銭が正常に払い出されました。
OPOS_E_ILLEGAL
Amountパラメータの値が0となっています、もしくは負の値となっています、もしくはデバイスで払い出せる金額を超えています。
その他
ResultCodeの項目を参照してください。
 イベント
StatusUpdateEvent イベント
形式
void StatusUpdateEvent (LONG Status);
Statusパラメータはコインディスペンサの状態が設定されます。
値
意味
COIN_STATUS_OK
硬貨払い出しの準備完。この値はコインディスペンサで異常が検出されない時に設定されます。
COIN_STATUS_EMPTY

硬貨がエンプティで払い出しができません。
COIN_STATUS_NEAREMPTY

ニアエンプティですが、釣り銭の払い出しはまだできます。
COIN_STATUS_JAM
機器障害が発生しました。
電源通知のStatusUpdateEventの値

「第2章 共通プロパティ、メソッド、イベント」のStatusUpdateEventの記述を参照。
説明
コインディスペンサの状態が変化した時に通知されます。
コインディスペンサは、機能プロパティに記された値でサポートされる検出機能を持つ場合にのみ、状態変化イベントを通知します。

第12章
MICR (磁気インクリーダ)

一覧
プロパティ
	共通
	版数
	型
アクセス
	初期化

	AutoDisable
	1.2
	Boolean
R/W
	Open

	BinaryConversion
	1.2
	Long
R/W
	Open

	CapPowerReporting
	1.3
	Long
R
	Open

	CheckHealthText
	1.0
	String
R
	Open 

	Claimed
	1.0
	Boolean
R
	Open 

	DataCount
	1.2
	Long
R
	Open

	DataEventEnabled
	1.0
	Boolean
R/W
	Open 

	DeviceEnabled
	1.0
	Boolean
R/W
	Open & Claim

	FreezeEvents
	1.0
	Boolean
R/W
	Open 

	OutputID
	1.0
	Long
R
	適用外 

	PowerNotify
	1.3
	Long
R/W
	Open

	PowerState
	1.3
	Long
R
	Open

	ResultCode
	1.0
	Long
R
	無し 

	ResultCodeExtended
	1.0
	Long
R
	Open 

	State
	1.0
	Long
R
	無し 

	
	
	
	

	ControlObjectDescription
	1.0
	String
R
	無し 

	ControlObjectVersion
	1.0
	Long
R
	無し 

	ServiceObjectDescription
	1.0
	String
R
	Open 

	ServiceObjectVersion
	1.0
	Long
R
	Open 

	DeviceDescription
	1.0
	String
R
	Open 

	DeviceName
	1.0
	String
R
	Open 


	専用
	
	
	

	CapValidationDevice
	1.0
	Boolean
R
	Open

	RawData
	1.0
	String
R
	Open 

	
	
	
	

	AccountNumber
	1.0
	String
R
	Open 

	Amount
	1.0
	String
R
	Open 

	BankNumber
	1.0
	String
R
	Open 

	EPC
	1.0
	String
R
	Open 

	SerialNumber
	1.0
	String
R
	Open 

	TransitNumber
	1.0
	String
R
	Open 

	
	
	
	

	CheckType
	1.0
	Long
R
	Open 

	CountryCode
	1.0
	Long
R
	Open 


メソッド
	共通
	
	必要条件

	Open
	1.0
	無し 

	Close
	1.0
	Open 

	Claim
	1.0
	Open 

	Release
	1.0
	Open & Claim 

	CheckHealth
	1.0
	Open, Claim, & Enable

	ClearInput
	1.0
	Open & Claim 

	ClearOutput
	1.0
	適用外 

	DirectIO
	1.0
	Open 

	
	
	

	専用
	
	

	BeginInsertion
	1.0
	Open, Claim, & Enable

	EndInsertion
	1.0
	Open, Claim, & Enable

	BeginRemoval
	1.0
	Open, Claim, & Enable

	EndRemoval
	1.0
	Open, Claim, & Enable


イベント
	名称
	
	必要条件

	DataEvent
	1.0
	Open, Claim, & Enable

	DirectIOEvent
	1.0
	Open & Claim 

	ErrorEvent
	1.0
	Open, Claim, & Enable

	OutputCompleteEvent
	1.0
	適用外 

	StatusUpdateEvent
	1.3
	Open, Claim, & Enable  


概説
MICRコントロールのOLEプログラマティクIDは “OPOS.MICR”です。


機能


MICRコントロールは次の機能を持っています。
· 小切手から磁気インク文字を読み取ります。
· 小切手のMICRへの取り込み、読み取り、排出といった動きをコントロールします。MICRによってはこれらの機能をデバイスが自動で行うものもあり、その場合MICRコントロール内部での処理は要求されないでしょう。
· MICRコントロールによって公開されているプロパティ内部に、MICRの解析データを保存します。ただし、現仕様では北米地域で使用されているANSIのMICR仕様で規定されているデータ形式に対応しているため、それ以外の国ではRawDataからアプリケーションがデータを解読する必要があります。
また、次の機能は、オプションとして実装されます。
· MICRデバイスが小切手確認用プリンタデバイスの一部に組み込まれている装置がある場合があります。この場合、MICRコントロールメソッドにて小切手がいったんデバイスに取り込まれた後でも、小切手の排出の前にプリンタコントロールが小切手に印字することが可能です。
MICRデバイスによっては、特定の番号を見つけ出すために、標準以外の小切手番号読み取り確認の手順を行うための例外テーブルを持つものもあります。この例外テーブル機能は、このOPOS仕様では直接サポートされていませんが、SOでの対応が可能で、OPOSレジストリのデバイス名の下にこの例外を登録することができます。(詳しくは付録の「OPOSレジストリの利用法」を参照してください。)

モデル


モデルに関しては、MICRコントロールは、OPOSの一般的な入力モデルに従います。(第１章 「入力モデルについて」を参照してください。)  ひとつMICRコントロールで異なる点は、MICRコントロールが処理を行うために、小切手の取り込みと排出というメソッドの実行を必要とする点です。データを受け取るためには、アプリケーションが単にDataEventEnabledプロパティをTRUEに設定する以上のことが必要となります。その基本的なモデルは次の通りです。
· MICRコントロールをオープン、Claimメソッドを呼び出し、イネーブルにします。
· アプリケーションがMICRに読み込みを行わせたい場合、アプリケーションは、BeginInsertionメソッドを呼び出し、タイムアウト値を設定します。このメソッドにより、デバイスは小切手を挿入可能となります。設定されたタイムアウトの設定値内に、小切手が挿入されると正常終了し、もしタイムアウトウトの設定値を過ぎてしまった場合には、タイムアウトの状態を戻します。
タイムアウトの場合、アプリケーションが必要な他の処理を実行し再びBeginInsertion メソッドを発行する間中、MICRデバイスは、小切手が挿入可能な状態のまま待機します。
· 小切手の挿入に成功した場合、アプリケーションはEndInsertionメソッドを呼び出します。これは、MICR装置が小切手取り込みモードから退出し、小切手が存在していれば実際に読み込まれることになります。アプリケーションがDataEventEnabledプロパティをTRUEに設定すると、読取られたデータはDataEventによりアプリケーションに通知されます。
· 小切手が挿入されると、このメソッドは正常に制御を戻し、アプリケーションはEndInsertionメソッドを呼び出します。このメソッドは、MICRデバイスを小切手挿入モードから制御を戻し、小切手が挿入されていれば実際に読み込まれます。
· コントロールが小切手を正常に読めれば、DataEventをキューイングします。
· AutoDisableプロパティがTRUEであれば、コントロールはDataEventがキューイングされたときに自動で自身を禁止状態にします。
· DataEventEnabledプロパティがTRUEになったとき、キューイングされているDataEventはアプリケーションへ通知されます。このイベントを通知する直前に、コントロールはデータをプロパティへコピーし、またDataEventEnabledプロパティをFALSEにすることによりその後のデータイベントを禁止します。これにより、アプリケーションが現在の入力と関連するプロパティを処理している間、コントロールはその後の入力データをキューイングすることとなります。アプリケーションが現在の入力を処理し終え次のデータへの準備ができたときに、DataEventEnabledプロパティをTRUEにすることでイベントを有効にできます。
· コントロールが小切手を読み込み中にエラーを検出した場合には、ErrorEvent（あるいは、他のイベント）がキューイングされ、DataEventEnabledプロパティがTRUEになった時点でアプリケーションへ通知されます。
· コントロールによってキューイングされているDataEvent数を得るためにDataCountプロパティを参照することができます。
· ClearInputメソッドを呼び出すことによりコントロールによりキュー管理されているすべての入力を削除することができます。DataEventに続き、アプリケーションはCapValidationDeviceプロパティを参照し、小切手の排出の前に確認印字を行うことができるか確認します。プロパティ値がTRUEの場合、アプリケーションはプリンタコントロールのBeginInsertionとEndInsertionメソッドを呼び出すことが可能となり、小切手は確認印字可能な位置にセットします。小切手へ印字するには、プリンタコントロールの印字メソッドを使用することができます。確認印字後、アプリケーションはプリンタコントロールの小切手排出のためのメソッドを呼び出します。
· デバイスでの小切手の必要な処理が終わり次第、アプリケーションはBeginRemovalメソッドを、タイムアウトの設定値とともに呼び出します。小切手が指示どおり排出された場合、メソッドはその結果を戻し、小切手が残っている場合、タイムアウトの状態を戻します。タイムアウトが通知された場合、アプリケーションはメソッドを再度呼び出す前に、排出を促すための追加処理を試みることができます。小切手が排出されると、アプリケーションはEndRemovalメソッドを呼び出し、MICRデバイスの排出モードを終了させます。
アプリケーションからの小切手処理のためのプロセスを一切必要としないMICRデバイスも多くあります。そのようなデバイスの場合、常に小切手を受け取り可能な状態にあり、小切手を読み取って排出するためにコマンドを必要とせず、BeginInsertion、EndInsertion、BeginRemoval、EndRemovalのメソッドは単にOPOS_SUCCESSの結果コードを戻すのみで、コントロールはDataEventEnabledプロパティがTRUEに設定されるまでの間、データをバッファリングします。ただしアプリケーションは、様々なMICRデバイスに対応するために、常にこのメソッドを利用する必要があります。
デバイスの共有


MICRは次の通り、排他的な利用をするデバイスです。
· アプリケーションはデバイスをイネーブルにする前に、デバイスの排他アクセス権を獲得しなければなりません。
· アプリケーションは、デバイスが入力データの読み取りやデバイス操作のためのメソッドを呼び出す前に、デバイスの排他アクセス権を獲得しイネーブルにしなければなりません。
· 使用上の必要条件の詳細は、「一覧」の表を参照してください。
MICRキャラクタの代替
ANSIのMICR規格で使用されるE13B MICRフォーマットは15個のキャラクタを利用可能としています。そのうちの10個のキャラクタは0から9までの数字です。スペースキャラクタにも対応しています。それ以外の4つはMICRデータ特有なもので、Transit、Amount、On-UsやDashキャラクタとして知られています。これらのキャラクタはMICRデータのある特別なデータ領域の境界を示すために利用されます。この4つのキャラクタは、ASCIIの文字コードにないため下の図の4つの英数小文字のキャラクタによりプロパティ、パラメータ、メソッドの中で代替されます。


	MICRキャラクタ
	名称
	代替キャラクタ

	

	Transit
	t

	

	Amount
	a

	

	On-Us
	o

	

	Dash
	-


プロパティ
AccountNumber プロパティ
形式
BSTR AccountNumber;
説明
直前にMICRが読み出した口座番号のデータが設定されます。
‘On Us’データ領域の口座番号部分に、小切手の通し番号も入ってしまっていても、通し番号部分のデータを分けることが可能な場合、通し番号データを含みません。
口座番号がうまく認識できない場合、空の文字列が設定されます。(“”)

アプリケーションにDataEventが送られる前に、データが設定されます。
参照
RawDataプロパティ、DataEvent
Amount プロパティ
形式
BSTR Amount;
説明
直前にMICRが読み出した金額のデータが設定されます。
小切手の金額データ域はAmountシンボルを境界とする10桁で構成されます。スペースでないすべての桁は 0で始まるテスト文字列となります。
金額データがない場合、空の文字列が設定されます。(“”)

アプリケーションにDataEventが送られる前に、データが設定されます。
参照
RawDataプロパティ、DataEvent
BankNumber プロパティ
形式
BSTR BankNumber;
説明
直前にMICRが読み出したトランジットフィールドの銀行番号のデータが設定されます。
銀行番号はトランジットフィールドの4桁目から8桁目に含まれます。
銀行番号かトランジットフィールドが無い場合か、うまく認識されない場合、空の文字列が設定されます。(“”)

アプリケーションにDataEventが送られる前に、データが設定されます。
参照
RawDataプロパティ、TransitNumberプロパティ、DataEvent
CapValidationDevice プロパティ
形式
BOOL CapValidationDevice;
説明
デバイスがPOSプリンタコントロールのスリップステ―ションから確認印字を行うかどうかを示します。
TRUE：確認印字を行う前にMICRデバイスから小切手を取り除く必要はありません。MICRとPOSプリンタが一体となっているデバイスの場合、MICRの読み込みが実行され次第、自動的に小切手を確認印字のためにセットします。プロセスが終了すると、MICRかPOSプリンタどちらかのBeginRemovalとEndRemovalメソッドを呼び出し、小切手を排出します。
このプロパティは、Openメソッドにより初期化されます。
CheckType プロパティ
形式
LONG CheckType;
説明
直前にMICRが読み出した小切手の種類を示すデータが設定されます。
値
意味
MICR_CT_PERSONAL
小切手は個人用です。
MICR_CT_BUSINESS
小切手は法人か商用です。
MICR_CT_UNKNOWN
小切手種別は不明です。
アプリケーションにDataEventが送られる前に、データが設定されます。
参照
RawDataプロパティ、DataEvent
CountryCode プロパティ
形式
LONG CountryCode;
説明
直前にMICRが読み出した小切手が発行された国名を示すデータが設定されます。
値
意味
MICR_CC_USA
アメリカ合衆国で発行された小切手です。
MICR_CC_CANADA
カナダで発行された小切手です。
MICR_CC_MEXICO
メキシコで発行された小切手です。
MICR_CC_UNKNOWN
国名は不明です。
アプリケーションにDataEventが送られる前に、データが設定されます。
参照
RawDataプロパティ、DataEvent
EPC プロパティ
形式
BSTR EPC;
説明
直前にMICRが読み出した拡張プロセスコード (Extended Processing Code = “EPC”) が設定されます。文字列には0から9まで1桁のキャラクタが含まれ、フィールドが無い場合、空の文字列 (“”)が設定されます。.

アプリケーションにDataEventが送られる前に、データが設定されます。
参照
RawDataプロパティ、DataEvent
RawData プロパティ
形式
BSTR RawData;
説明
直前にMICRが読み出したMICRのデータが設定されます。
ASCII以外の代替キャラクタを含む15種のMICRキャラクタのデータです。（「 MICRキャラクタの代替」を参照してください。）次の例の通り、解析や特別なプロセス無しにデータが設定されます。

“2t123456789t123 4 567890o 123 a0000001957a”

(注)プロパティの値には、MICRのデータ同様スペースが含まれます。
アプリケーションにDataEventが送られる前にデータが設定されます
参照
AccountNumberプロパティ、Amountプロパティ、BankNumberプロパティ、CheckTypeプロパティ、CountryCodeプロパティ、EPCプロパティ、SerialNumberプロパティ、TransitNumberプロパティ、DataEvent

SerialNumber プロパティ
形式
BSTR SerialNumber;
説明
直前にMICRが読み出した小切手の通し番号が設定されます。
もし番号がうまく認識されない場合空の文字列 (“”).が設定されます。
アプリケーションにDataEventが送られる前にデータが設定されます
参照
RawDataプロパティ、DataEvent

TransitNumber プロパティ
形式
BSTR TransitNumber;
説明
直前にMICRが読み出した小切手のトランジットフィールドの文字列が設定されます。
トランジット番号は小切手のTransitシンボルの間に読み取られたデータで9桁の文字列です。
アプリケーションにDataEventが送られる前にデータが設定されます
参照
RawDataプロパティ、DataEvent
メソッド
BeginInsertion メソッド
形式
LONG BeginInsertion (LONG Timeout);
Timeoutパラメータは、メソッドを失敗するまでに与えられる最大待ち時間 (ミリ秒単位) です。0の場合、このメソッドは取り込みモードを行い、即時に適切なステータスを戻します。OPOS_FOREVER（-1）の場合、このメソッドは取り込みモードを行い、小切手が挿入されるかエラーが発生するまで待ちます。
説明
小切手の取り込みを開始する時に呼び出します。
呼び出されると、MICRの小切手取り込み用の挿入口を開けたり、デバイスを小切手取り込みモードにし、小切手受け取りの準備をします。小切手取り込み処理のため、このメソッドは、EndInsertionメソッドとセットで呼び出します。この呼び出しプロセスを必要としない自動取り込みMICRデバイスの場合、メソッドは常にOPOS_SUCCESSを戻しますが、異なるMICRデバイス間のプログラムの移植性維持のため、アプリケーションはそれでもこのメソッドを利用すべきです。
もしMICRデバイスを取り込みモードに設定できなければ、アプリケーションにエラーが返されます。それ以外の場合、コントロールは次のいずれかの状況まで取り込み状況をモニターします。
· 小切手の取り込みに成功した場合：
この場合、MICRコントロールはOPOS_SUCCESSを返します。
· Timeoutミリ秒数が経過するまで小切手が取り込まれない場合やエラーがMICRデバイスから報告された場合：
この場合、MICRコントロールは、OPOS_E_TIMEOUTか他のエラーを返します。ただし、MICRデバイスは、デバイスの動作確認メカニズムを変えずに、アプリケーションがユーザとの対話処理やBeginInsertionメソッドを再発行できるよう取り込みモードを維持します。
戻り値


次の値のいずれかが戻され、ResultCodeプロパティに格納されます。
値
意味
OPOS_SUCCESS
メソッドが正常に開始されました。
OPOS_E_BUSY
出力中で実行できません。MICRが他のデバイスと組み込まれている場合、セットの別デバイスの可能性もあります。
OPOS_E_ILLEGAL
無効なTimeout値が指定されました。
OPOS_E_TIMEOUT
小切手が適切に挿入されずに、設定されたタイムアウト値が経過しました。
その他
ResultCodeの項目を参照してください。
参照
EndInsertionメソッド、BeginRemovalメソッド、EndRemovalメソッド
BeginRemoval メソッド
形式
LONG BeginRemoval (LONG Timeout);
Timeoutパラメータは、メソッドを失敗するまでに与えられる最大待ち時間 (ミリ秒単位) です。0の場合、このメソッドは排出モードを行い、即時に適切なステータスを戻します。OPOS_FOREVER（-1）の場合、このメソッドは排出モードを行い、小切手が排出されるかエラーが発生するまで待ちます。
説明
小切手の排出処理をする時に呼び出します。
呼び出されると、MICRの小切手取り込み用の挿入口を開けたり、デバイスを小切手排出モードにし、小切手排出の準備をします。小切手排出処理のため、このメソッドは、EndRemovalメソッドとセットで呼び出します。この排出プロセスを必要としない自動MICRデバイスの場合、メソッドは常にOPOS_SUCCESSを戻しますが、異なるMICRデバイス間のプログラムの移植性維持のため、アプリケーションはそれでもこのメソッドを利用すべきです。
もしMICRデバイスを排出モードに設定できなければ、アプリケーションにエラーが返されます。それ以外の場合、コントロールは次のいずれかの状況まで排出状況をモニターします。
· 小切手の排出成功した場合：
この場合、MICRコントロールは、OPOS_SUCCESSを返します。
· Timeoutミリ秒数が経過するまで小切手が排出されない場合やエラーがMICRデバイスから報告された場合：
MICRコントロールは、OPOS_E_TIMEOUTか他のエラーを返します。ただし、MICRデバイスは、デバイスの動作確認メカニズムを変えずに、アプリケーションがユーザとの対話処理やBeginRemovalメソッドを再発行できるよう排出モードを維持します。
戻り値
次の値のいずれかが戻され、ResultCodeプロパティに格納されます。
値
意味
OPOS_SUCCESS
メソッドが正常に開始されました。
OPOS_E_BUSY
出力中で実行できません。MICRが他のデバイスと組み込まれている場合、セットの別デバイスの可能性もあります。
OPOS_E_ILLEGAL
無効なTimeout値が指定されました。
OPOS_E_TIMEOUT
小切手が適切に排出されずに、設定されたタイムアウト値が経過しました。
その他
ResultCodeの項目を参照してください。
参照
BeginInsertionメソッド、EndInsertionメソッド、EndRemovalメソッド
EndInsertion メソッド
形式
LONG EndInsertion ();
説明
小切手の取り込み終了のため呼び出します。
呼び出されると、MICRは小切手取り込みモードを終了します。小切手がデバイスに正しく感知されると、OPOS_SUCCESSがアプリケーションに返されます。小切手が見つからない場合、OPOS_EMICR_NOCHECKが拡張エラーステータスとして戻ります。このメソッドが完了してからのみ、MICRデバイスは小切手を読み取り、DataEventEnabledプロパティがTRUEに設定され、データが有効となります。このことにより、小切手が正しい位置に置かれているかを確認するこのメソッドを呼び出す前に、アプリケーションがユーザーに注意を促すことが可能となります。
このメソッドは、小切手取り込み処理のためBeginInsertionメソッドとセットで呼び出します。このプロセスを必要としない自動MICRデバイスの場合、メソッドは常にOPOS_SUCCESSを戻しますが、異なるMICRデバイス間のプログラムの移植性維持のため、アプリケーションはそれでもこのメソッドを利用すべきです。
戻り値
次の値のいずれかが戻され、ResultCodeプロパティに格納されます。
値
意味
OPOS_SUCCESS
メソッド は正常に開始されました。
OPOS_E_ILLEGAL
プリンタが小切手取り込みモードではありません。
OPOS_E_EXTENDED
ResultCodeExtended = OPOS_EMICR_NOCHECK:
小切手が挿入されないまま、デバイスが取り込みモードを終了してしまいました。
その他
ResultCodeの項目を参照してください。
参照
BeginInsertionメソッド、BeginRemovalメソッド、EndRemovalメソッド
EndRemoval メソッド
形式
LONG EndRemoval ();
説明
小切手の排出終了のため呼び出します。
呼び出されると、MICRは小切手排出モードを終了します。小切手がデバイスに感知されないと、OPOS_SUCCESSがアプリケーションに返されます。小切手が残っている場合、OPOS_EMICR_CHECKが戻ります。
このメソッドは、小切手排出処理のため、BeginRemovalメソッドとセットで呼び出します。このプロセスを必要としない自動MICRデバイスの場合、メソッドは常にOPOS_SUCCESSを戻しますが、異なるMICRデバイス間のプログラムの移植性維持のため、アプリケーションは それでもこのメソッドを利用すべきです。
戻り値
次の値のいずれかが戻され、ResultCodeプロパティに格納されます。
値
意味
OPOS_SUCCESS
メソッドは正常に開始されました。
OPOS_E_ILLEGAL
プリンタは小切手排出モードではありません。
OPOS_E_EXTENDED
ResultCodeExtended = OPOS_EMICR_CHECK:
小切手が排出されないまま、デバイスが排出モードを終了してしまいました。
その他
ResultCodeの項目を参照してください。
参照
BeginInsertionメソッド、EndInsertionメソッド、BeginRemovalメソッド
イベント
DataEvent イベント
形式
VOID DataEvent (LONG Status);
Statusパラメータはゼロが設定されます。
説明
小切手からMICRデータが読み込まれると通知されます。
このイベントが発行される前に、MICRコントロールは RawDataプロパティの設定を更新し、このデータをMICRデータの各フィールドへ対応するよう解析を試みます。
参照
RawDataプロパティ、AccountNumberプロパティ、Amountプロパティ、BankNumberプロパティ、CheckTypeプロパティ、CountryCodeプロパティ、EPCプロパティ、SerialNumberプロパティ、TransitNumberプロパティ
ErrorEvent イベント
形式
void ErrorEvent (LONG ResultCode, LONG ResultCodeExtended,
LONG ErrorLocus, LONG* pErrorResponse);
パラメータ
説明
ResultCode
エラーイベントを生じた原因を示すコードです。値についてはResultCodeの項目を参照してください。
ResultCodeExtended
エラーイベントを生じた原因を示す拡張コードです。値についてはResultCodeの項目を参照してください。
ErrorLocus
エラーの発生場所です。下記の値を参照してください。
pErrorResponse
エラーイベントへの応答のポインタです。下記の値を参照してください。
ErrorLocusパラメータの値は次のいずれかです。
値
意味
OPOS_EL_INPUT
イベント駆動入力で、入力データ処理をしているときにエラーが発生しました。入力データは利用できません。
OPOS_EL_INPUT_DATA
イベント駆動入力で、入力データ処理をしているときにエラーが発生しましたが、すでにバッファリングされたデータの一部は利用できます。
pErrorResponseパラメータが示す位置にある内容は、ErrorLocusに基づいてデフォルト値があらかじめ設定されています。アプリケーションはその値を次のいずれかに変更できます。
値
意味
OPOS_ER_CLEAR
バッファリングされている入力データをクリアしエラー状態は解除されます。ErrorLocusがOPOS_EL_INPUTの場合のデフォルトです。
OPOS_ER_CONTINUEINPUT
ErrorLocusがOPOS_EL_INPUT_DATAの場合だけ使用します。エラーを容認し、コントロールに処理の継続を指示するものです。コントロールはエラー状態のままですが、DataEventEnabledプロパティの設定値に従って、別なDataEventが通知されます。すべての入力がイベント処理された後、DataEventEnabledプロパティが、再びTRUEに設定されたとき、ErrorEventでOPOS_EL_INPUTが通知されます。
ErrorLocusがOPOS_EL_INPUT_DATAの場合のデフォルトです。
説明
MICRデータを読み込もうとしているときに、エラーを検出すると発行されます。
正しいアプリケーションシーケンシングが行われるよう、DataEventEnabledプロパティがTRUEになるまで、入力エラーイベントは通知されません。
参照
「ステータス、結果コード、状態モデル」
第13章
秤
一覧
プロパティ
	共通
	版数
	型
アクセス
	初期化

	AutoDisable
	1.3
	Boolean
R/W
	Open

	BinaryConversion
	1.2
	Long
R/W
	Open

	CapPowerReporting
	1.3
	Long     R
	Open

	CheckHealthText
	1.0
	String
R
	Open

	Claimed
	1.0
	Boolean
R
	Open

	DataCount
	1.3
	Long
R
	Open

	DataEventEnabled
	1.3
	Boolean
R/W
	Open

	DeviceEnabled
	1.0
	Boolean
R/W
	Open & Claim

	FreezeEvents
	1.0
	Boolean
R/W
	Open

	OutputID
	1.0
	Long
R
	適用外

	PowerNotify
	1.3
	Long    R/W
	Open

	PowerState
	1.3
	Long     R
	Open

	ResultCode
	1.0
	Long
R
	無し

	ResultCodeExtended
	1.0
	Long
R
	Open

	State
	1.0
	Long
R
	無し

	
	
	
	

	ControlObjectDescription
	1.0
	String
R
	無し

	ControlObjectVersion
	1.0
	Long
R
	無し

	ServiceObjectDescription
	1.0
	String
R
	Open

	ServiceObjectVersion
	1.0
	Long
R
	Open

	DeviceDescription
	1.0
	String
R
	Open

	DeviceName
	1.0
	String
R
	Open

	
	
	
	


	専用
	
	
	

	CapDisplay
	1.2
	Boolean
R
	Open

	CapDisplayText
	1.3
	Boolean   R
	Open

	CapPriceCalculating
	1.3
	Boolean   R
	Open

	CapTareWeight
	1.3
	Boolean   R
	Open

	CapZeroScale
	1.3
	Boolean   R
	Open

	AsyncMode
	1.3
	Boolean  R/W
	Open

	MaxDisplayTextChars
	1.3
	Long     R
	Open

	
	
	
	

	MaximumWeight
	1.0
	Long
R
	Open

	SalesPrice
	1.3
	Currency  R
	Open, Claim, & Enable

	TareWeight
	1.3
	Long    R/W
	Open, Claim, & Enable

	UnitPrice
	1.3
	Currency R/W
	Open, Claim, & Enable

	WeightUnit
	1.0
	Long
R
	Open

	
	
	

	


メソッド
	共通
	版数
	必要条件

	Open
	1.0
	無し

	Close
	1.0
	Open

	Claim
	1.0
	Open

	Release
	1.0
	Open & Claim

	CheckHealth
	1.0
	Open, Claim, & Enable

	ClearInput
	1.3
	Open & Claim

	ClearOutput
	1.0
	適用外

	DirectIO
	1.0
	Open

	
	
	

	専用
	
	

	DisplayText
	1.3
	Open, Claim, & Enable

	ReadWeight
	1.0
	Open, Claim, & Enable

	ZeroScale
	1.3
	Open, Claim, & Enable

	
	
	


イベント
	名称
	版数
	必要条件

	DataEvent
	1.3
	Open, Claim, & Enable

	DirectIOEvent
	1.0
	Open, Claim

	ErrorEvent
	1.3
	Open, Claim, & Enable

	OutputCompleteEvent
	1.0
	適用外

	StatusUpdateEvent
	1.3
	Open, Claim, & Enable


概説
秤コントロールのOLEプログラマティクIDは、“OPOS.Scale”です。
機能
秤コントロールは、次の機能を持っています。
· 商品の重量をアプリケーションに通知します。通知する重量の単位（グラム、キログラム、オンス、ポンド）は秤に依存します。
秤は以下のような追加的機能を持つ場合もあります。
· 秤に表示装置があり、現在の重量を表示する機能、あるいは現在の重量と何らかのアプリケーションで指定した文字列を表示する機能。
· 売上価格（重量 × 単価）を計算し、売上価格を返す機能（この機能は現在主にヨーロッパで使用されています）。
· アプリケーションから風袋の重量を設定する機能。
· アプリケーションからゼロアジャストをする機能。
モデル
秤の一般的なモデルは以下の通りです。
· 秤は載せられた物の重量を返します。
· 最も重要なメソッドはReadWeightです。 デフォルトではこのメソッドは非同期で動作します。 秤が重量を計測した後、メソッドの引数のpWeightData で示される所に重量が格納されます。 エラーもしくはタイムアウトならばReadWeightはエラーコードを返します。
· 第1.3版以降 － 非同期入力
もしAsyncModeがTRUEならばReadWeightは非同期に実行されます。 ReadWeightメソッドによりイベント駆動入力が起動され、すぐにアプリケーションに戻ります。 引数で指定されたタイムアウト時間は重量が安定するまでアプリケーションが待つことが可能な時間です。
以下に追加事項を記述します。
· もしイベント駆動入力の初期化中にエラーが発生した場合（例えば秤がオフラインの場合）はエラーコードがReadWeightに返されます。 それ以外の場合はReadWeightが成功のステータスを返し、秤は非同期で計測を開始します。
· 計測中の重量が安定すれば、DataEventが発生し、重量がStatusに格納されます。
· もしエラーが発生すれば（重量が安定しないタイムアウトを含む）ErrorEventが発生し、エラーコードを返します。 アプリケーションのイベントハンドラーではレスポンスのパラメーターがOPOS_ER_RETRY（ pErrorResponseで示される ）である場合は再実行することが可能です。
· 非同期のReadWeightを多重に発行することはできません。
· 非同期のReadWeightをClearInputでキャンセルすることが可能です。
売上価格が計算できる秤では、アプリケーションはReadWeightメソッドを発行する前にUnitPriceを設定する必要があります。 コントロールは重量を得た後（非同期の場合はDataEventをアプリケーションに通知する直前）にSalesPriceに計算された価格をセットします。
デバイスの共有
秤は次のように排他的に使用すべきデバイスです。
· デバイスをオープン後、プロパティは読み取り可能となります。
· アプリケーションは、デバイスをイネーブルにする前に、排他アクセス権を獲得しなければなりません。
· アプリケーションは、デバイスの読み込みを始める前に、デバイスの排他アクセス権を獲得してイネーブルにしなければなりません。
· 使用上の必要条件は「一覧」の表を参照してください。
プロパティ
AsyncMode プロパティ R/W
第1.3で追加
形式
BOOL AsyncMode;
説明
TRUE:  ReadWeightが非同期的に実行されます。
FALSE: 同期的に実行されます。
このプロパティは、OpenメソッドによりFALSEに初期化されます。
戻り値
次の値のいずれかがResultCodeプロパティに格納されます。
値
意味
OPOS_SUCCESS
プロパティが正常にセットされました。
参照
ReadWeightメソッド
CapDisplay プロパティ
第1.2版で追加
形式
BOOL CapDisplay;
説明
TRUE: 秤が現在の「重さを表示する装置」を持ちます。
FALSE: 持ちません。
このプロパティをアプリケーションで判断し、秤に表示装置が無い場合は別の表示装置に表示することが考えられます。
このプロパティは、Openメソッドにより初期化されます。
CapDisplayText プロパティ
第１.３版で追加
形式
BOOL CapDisplayText;
説明
TRUE: 秤が現在の重量やその他載せられた物に対する情報の文字列を表示できる表示装置を持ちます。
FALSE: 持ちません。
このプロパティは、Openメソッドにより初期化されます。
参照
MaxDisplayTextCharsメソッド
CapPriceCalculating プロパティ
第１.３版で追加
形式
BOOL CapPriceCalculating;
説明
TRUE:  単価と重量から売上価格を計算する機能を秤は持ちます。
FALSE: 秤は重量のみ返します。
売上価格が計算できる秤では、データを受信するターミナルではなく秤で計算を行います。 売上価格が計算できる秤では、ReadWeightメソッドを呼ぶ前にUnitPriceをセットする必要があります。
このプロパティは、Openメソッドにより初期化されます。
参照
ReadWeightメソッド、WeightUnitプロパティ、UnitPriceプロパティ、SalesPriceプロパティ
CapTareWeight プロパティ
第１.３版で追加
形式
BOOL CapTareWeight;
説明
TRUE:  風袋の重量を設定できる機能を秤は持ちます。
FALSE: 持ちません。
このプロパティは、Openメソッドにより初期化されます。
参照
TareWeightプロパティ
CapZeroScale プロパティ
第１.３版で追加
形式
BOOL CapZeroScale;
説明
TRUE:  アプリケーションよりゼロアジャスト機能を秤は持ちます。
FALSE: 持ちません。
このプロパティは、Openメソッドにより初期化されます。
参照
ZeroScaleメソッド
MaxDisplayTextChars プロパティ
第１.３版で追加
形式
LONG MaxDisplayTextChars;
説明
秤に装備されている秤に載せられているものの情報を表示する表示装置が最大表示可能な文字数を示します。もしCapDisplayTextがFALSEならば文字列を表示する装置をサポートしませんのでMaxDisplayTextCharsはゼロです。
このプロパティは、Openメソッドにより初期化されます。
参照
CapDisplayTextプロパティ
MaximumWeight プロパティ
形式
LONG MaximumWeight;
説明
秤で計量可能な重量の、最大値が設定されます。計量単位は WeightUnitプロパティで設定されます。
MaximumWeightによって設定される値は、小数点の位置が、数字の下3桁目と下4桁目の間にあると想定しています。例えば 12345 という値の場合 12.345 となり、5 の場合は 0.005 となります。
このプロパティは、Openメソッドにより初期化されます。
SalesPrice プロパティ
第１.３版で追加
形式
CURRENCY SalesPrice;
説明
売上価格が計算できる秤で計算された売上価格がセットされます。秤がUnitPriceと測定された重量を乗算して値を求めます。
ReadWeightメソッドから戻ってくる前に（同期動作）、あるいはDataEventが通知される前に（非同期動作）このプロパティはコントロールによってセットされます。
もしCapPriceCalculatingがFALSEである場合は売上価格が計算できない秤でありSalesPriceは常にゼロになります。
このプロパティは、Openメソッドにより初期化されます。
参照
ReadWeightメソッド、WeightUnitプロパティ、CapPriceCalculatingプロパティ、UnitPriceプロパティ
TareWeight プロパティ R/W
第１.３版で追加
形式
LONG TareWeight;
説明
秤の風袋の重量を保持します。 TareWeightプロパティにセットされている重量は、小数点の位置が、数字の下3桁目と下4桁目の間にあると想定しています。 例えば 12345 という値の場合 12.345 となり、5 の場合は 0.005 となります。 計量の単位はWeightUnitプロパティにセットされています。 もしCapTareWeightプロパティがFALSEの場合はデバイスが風袋をサポートしていませんのでTareWeightは常にゼロになります。
TareWeightプロパティで示される風袋の重量はReadWeightメソッドで返される重量には含まれません。
このプロパティは、Openメソッドにより秤のデフォルト値に初期化されます（通常はゼロです）。
戻り値
プロパティがセットされた時は次の値のいずれかがResultCodeプロパティに格納されます。
値
意味
OPOS_SUCCESS
プロパティが正常にセットされました。
OPOS_E_ILLEGAL
CapTareWeightがFALSEの場合か、異常な風袋の重量がセットされました。
その他 
ResultCodeの項目を参照してください。
参照
CapTareWeightプロパティ、ReadWeightメソッド、WeightUnitプロパティ
UnitPrice プロパティ R/W
第１.３版で追加
形式
CURRENCY UnitPrice;
説明
秤に測定する物の単価を保持します。 売上価格が計算できる秤ではこのプロパティを計量する前にセットします。 秤そのものがUnitPriceとReadWeightメソッドの引数で示されるpWeightDataを乗算してSalesPriceを求め、セットします。 このプロパティには単価のみをセットします。
もしCapPriceCalculatingがFALSEの場合、秤は売上価格が計算できません。 この場合、単価設定の機能はサポートされていないため、UnitPriceには常にゼロがセットされます。
このプロパティは、Openメソッドによりゼロに初期化されます。
戻り値
次の値のいずれかがResultCodeプロパティに格納されます。
値
意味
OPOS_SUCCESS
プロパティが正常にセットされました。
OPOS_E_ILLEGAL
CapPriceCalculatingがFALSEの場合か異常な単価がセットされました。
その他 
ResultCodeの項目を参照してください。
参照
ReadWeightメソッド、WeightUnitプロパティ、CapPriceCalculatingプロパティ、SalesPriceプロパティ
WeightUnit プロパティ
形式
LONG WeightUnit;
LONG WeightUnits;

(WeightUnit
と同義)

説明
秤データの計量単位が設定されます。
有効な値は次の通りです。
値
意味
SCAL_WU_GRAM
単位はグラムです。
SCAL_WU_KILOGRAM
単位はキログラムです。(= 1000グラム)

SCAL_WU_OUNCE
単位はオンスです。
SCAL_WU_POUND
単位はポンドです。(= 16オンス)

このプロパティは、Openメソッドにより秤固有の計量単位に初期化されます。
メソッド
DisplayText メソッド  第１.３版で追加
形式 
LONG DisplayText (BSTR Data);
パラメータ
説明
Data
表示すべき文字列

このデーターのフォーマットはBinaryConversionのプロパティに従います。  詳細はBinaryConversionプロパティを参照してください。
説明
このメソッドにより秤に付属するテキスト表示装置に文字列を表示します。 空白の文字列（“”）を送付することにより表示装置をクリアすることができます。
もしCapDisplayTextがFALSEの場合、デバイスは文字列表示装置をサポートしていませんので、DisplayTextメソッドは常に失敗します。
戻り値
次の値のいずれかが戻され、ResultCodeプロパティにも格納されます。
値
意味
OPOS_SUCCESS
メソッドは正常終了しました。
OPOS_E_ILLEGAL
無効なテキストが指定されました。テキスト長がMaxDisplayTextCharsを超えています。 あるいは文字列表示が不可能です。
その他
ResultCodeの項目を参照してください。
参照
CapDisplayプロパティ、CapDisplayTextプロパティ、MaxDisplayTextCharsプロパティ
ReadWeight メソッド
形式 
LONG ReadWeight (LONG* pWeightData, LONG Timeout);
パラメータ
説明
pWeightData
AsyncModeがFALSEの場合は計量結果のポインタ。 TRUEの場合はゼロ。
Timeout
秤の計量値が安定するまでの最大待ち時間 (ミリ秒単位) です。OPOS_FOREVER(-1)、0、正の値が指定できます。
説明
秤から計量値を読み取ります。
第１.０版～第１.２版
計量は同期的に動作し、メソッドは計量が完了してから戻ります。 重量はpWeightDataに示されるところに返されます。
第１.３版以降
もしAsyncModeがFALSEの場合、第１.２版と同様にReadWeightは同期的に実行されます。
もしAsyncModeがTRUEの場合、 ReadWeightは非同期的に実行されます。 メソッドは計量を開始させ、すぐに戻ってきます。 もしメソッドの戻り値が成功のステータスならば、計量は正常に開始されていて、DataEventが計量の完了時に通知され、計量した重量がStatusにセットされています。
計量値は、小数点の位置が、数字の下3桁目と下4桁目の間にあると想定しています。例えば 12345 という値の場合 12.345 となり、5 の場合は 0.005 となります。
Timeoutが0の場合、秤が安定していればOPOS_SUCCESSを返し、安定していなければ、OPOS_E_TIMEOUTを返します。また、TimeoutがOPOS_FOREVER(-1)の場合は、タイムアウトは発生せず、秤が安定するまで無限に待ちます。
戻り値
次の値のいずれかが戻され、ResultCodeプロパティにも格納されます。
値
意味
OPOS_SUCCESS
有効な計量値が読み込まれ通知されました。
OPOS_E_ILLEGAL
無効なTimeoutパラメータが指定されました。
OPOS_E_TIMEOUT
設定されているTimeoutミリ秒の間に、秤の”0”でない計量値が安定しませんでした。(AsyncModeがFALSEの場合のみ)

OPOS_E_EXTENDED
ResultCodeExtended = OPOS_ESCAL_OVERWEIGHT:
計量値がMaximumWeightを超えています。
その他
ResultCodeの項目を参照してください。
参照
UnitPriceプロパティ、WeightUnitプロパティ、CapPriceCalculatingプロパティ、SalesPriceプロパティ、TareWeightプロパティ
ZeroScale メソッド 第１.３版で追加
形式 
LONG ZeroScale ();
説明
秤のゼロアジャストを行います。 これは初期時に「校正」する、あるいは「風袋の設定」のために用います。
CapZeroScaleがTRUEの場合のみ実行が可能です。
戻り値
次の値のいずれかが戻され、ResultCodeプロパティにも格納されます。
値
意味
OPOS_SUCCESS
メソッドは正常終了しました。
OPOS_E_ILLEGAL
秤はZeroScaleをサポートしていません。
その他
ResultCodeの項目を参照してください。
参照
CapZeroScaleプロパティ
イベント
DataEvent イベント 第１.３版で追加
形式 
void DataEvent (LONG Status);

Statusには重量が格納されます。
説明
非同期動作の場合でReadWeightで開始された計量が終了したことをアプリケーションに通知します。
もし売上価格が計算できる秤では、このイベントが通知される前に単価をUnitPriceプロパティにセットしておけば、計算された売上価格がSlaesPriceプロパティに格納されます。
ErrorEvent イベント 第１.３版で追加
形式 
void ErrorEvent (LONG ResultCode, LONG ResultCodeExtended, LONG ErrorLocus, LONG* pErrorResponse);

パラメータ
説明
ResultCode
エラーイベントを起こした要因のコード。 値はResultCodeの項目を参照してください。
ResultCodeExtended
エラーイベントを起こした要因の拡張コード。 値はResultCodeExteded参照。
ErrorLocus
エラーの所在を示します。 下記の値参照。
pErrorResponse
エラーイベント応答へのポインタ。 下記の値を参照。
ErrorLocusは次に示す値のいずれかに設定されます。
値
意味
OPOS_EL_INPUT
イベント駆動入力で、入力データ処理をしている時にエラーが発生しました。 入力データは利用できません。
OPOS_EL_INPUT_DATA
イベント駆動入力で、入力データ処理をしている時にエラーが発生しましたが、すでにバッハリングされたデータの一部は利用できます。
pErrorResponseパラメータが示す位置にある内容は、ErrorLocusに基づいてデフォルト値があらかじめ設定されています。アプリケーションはその値を以下のいずれかに変更できます。
値
意味
OPOS_ER_CLEAR
バッファリングされている入力データをクリアし、エラー状態は解除されます。ErrorLocusがOPOS_EL_INPUTの場合のデフォルトです。
OPOS_ER_CONTINUEINPUT
ErrorLocusがOPOS_EL_INPUT_DATAの場合のみ使用します。エラーを容認し、コントロールに処理の継続を指示するものです。コントロールはエラー状態のままですが、DataEventEnabledプロパティの設定値に従って別のDataEventが通知されます。すべての入力がイベント処理された後、DataEventEnabledプロパティが、再びTRUEに設定されたとき、 ErrorEventでOPOS_EL_INPUTが通知されます。
ErrorLocusがOPOS_EL_INPUT_DATAの場合のデフォルト値です。
説明
秤よりデータを読み込もうとしているときにエラーが発生すると、本イベントを通知します。
入力のエラーイベントは、DataEventEnabledプロパティがTRUEになるまで実行されません。そのためアプリケーションを適切な順番で実行させることができます。
参照
「ステータス、結果コード、状態モデル」参照

第14章
シグニチャ・キャプチャ
一覧
プロパティ
	共通
	版数
	型
アクセス
	初期化

	AutoDisable
	1.2
	Boolean
R/W
	Open

	BinaryConversion
	1.2
	Long
R/W
	Open

	CapPowerReporting
	1.3
	Long
R
	Open 

	CheckHealthText
	1.0
	String
R
	Open 

	Claimed
	1.0
	Boolean
R
	Open 

	DataCount
	1.2
	Long
R
	Open

	DataEventEnabled
	1.0
	Boolean
R/W
	Open 

	DeviceEnabled
	1.0
	Boolean
R/W
	Open & Claim 

	FreezeEvents
	1.0
	Boolean
R/W
	Open 

	OutputID
	1.0
	Long
R
	適用外 

	PowerNotify
	1.3
	Long
R/W
	Open 

	PowerState
	1.3
	Long
R
	Open 

	ResultCode
	1.0
	Long
R
	無し 

	ResultCodeExtended
	1.0
	Long
R
	Open 

	State
	1.0
	Long
R
	無し 

	
	
	
	

	ControlObjectDescription
	1.0
	String
R
	無し 

	ControlObjectVersion
	1.0
	Long
R
	無し 

	ServiceObjectDescription
	1.0
	String
R
	Open 

	ServiceObjectVersion
	1.0
	Long
R
	Open 

	DeviceDescription
	1.0
	String
R
	Open 

	DeviceName
	1.0
	String
R
	Open 

	
	
	
	

	専用
	
	型
アクセス
	初期化

	CapDisplay
	1.0
	Boolean
R
	Open

	CapRealTimeData
	1.2
	Boolean
R
	Open

	CapUserTerminated
	1.0
	Boolean
R
	Open

	MaximumX
	1.0
	Long
R
	Open

	MaximumY
	1.0
	Long
R
	Open

	RawData
	1.0
	String
R
	Open, Claim, & Enable

	RealTimeDataEnabled
	1.2
	Boolean
R/W
	Open

	TotalPoints
	1.0
	Long
R
	Open, Claim, & Enable

	PointArray
	1.0
	String
R
	Open, Claim, & Enable


メソッド
	共通
	
	必要条件

	Open
	1.0
	無し 

	Close
	1.0
	Open 

	Claim
	1.0
	Open 

	Release
	1.0
	Open & Claim 

	CheckHealth
	1.0
	Open, Claim, & Enable

	ClearInput
	1.0
	Open & Claim

	ClearOutput
	1.0
	適用外 

	DirectIO
	1.0
	Open 

	
	
	

	専用
	
	

	BeginCapture
	1.0
	Open, Claim, & Enable

	EndCapture
	1.0
	Open, Claim, & Enable


イベント
	名称
	
	必要条件

	DataEvent
	1.0
	Open, Claim, & Enable

	DirectIOEvent
	1.0
	Open, Claim 

	ErrorEvent
	1.0
	Open, Claim, & Enable

	OutputCompleteEvent
	1.0
	適用外

	StatusUpdateEvent
	1.3
	Open, Claim, & Enable


概説
シグニチャ・キャプチャ(Signature Capture)コントロールのOLEプログラマティクIDは、“OPOS.SigCap”です。
機能
シグニチャ・キャプチャコントロールは次の機能を持っています。
· シグニチャ・キャプチャデバイスによって取り込まれた手書きサインを取得します。取り込まれた手書きサインデータは、ライン上の点（ドット）の集まりとして変換されます。デバイスで定義されている解像度によってそれぞれの点が処理されます。デバイスの左上が始点の座標 (0,0) となり、右下が最大座標 (MaximumX,MaximumY) となります。
· サインのライン座標は、ライン座標としてDataEventによりアプリケーションに伝えられます。
また、次の機能はオプションとして実装されます。
· ユーザに対してシグニチャ・キャプチャを終了させる手段、つまりユーザがサインし終わったことを通知する手段を提供します。
· シグニチャ・キャプチャデバイス上に、フォーム／データを表示します。
· デバイスに入力されたサインをリアルタイムに返します。もしこの（リアルタイム）ケイパビリティがTRUEで、アプリケーションによってRealTimeDataEnabledプロパティがTRUEに設定されているならば、一連のDataEventが、部分的なサインを表す１つ以上のライン座標の配列を伴って発生します。
モデル
以下にシグニチャ・キャプチャデバイスの使い方のモデルを示します。
· デバイスをオープンし、排他的アクセス権を獲得します。
· デバイスをイネーブルにして、DataEventEnabledプロパティをTRUEに設定します。
· BeginCaptureメソッドを呼び出し、手書きサインデータの取り込みを開始します。このメソッドでは（デバイスが表示用ディスプレイを持っている場合は）、フォームあるいはデータをスクリーンに表示するとともに、ペンを使用可能な状態にします。
· サインが入力された時リアルタイムでサインデータを供給する機能がデバイスにあり（CapRealTimeDataがTRUEに設定されており）、RealTimeDataEnabledプロパティがTRUEに設定されているならば、シグニチャ・キャプチャが終了するまで部分的なサインデータのイベントの連続として、サインはアプリケーションに与えられます。
· デバイスが、ユーザに対して手書きサイン書き込み終了を通知する手段を提供している場合は、ユーザが手書きサインを終了した時、コントロールはDataEventイベントを実行します。通知する手段が提供されていない場合は、アプリケーションがEndCaptureメソッドを呼び出すことで手書きサイン動作を終了させる必要があります。
· デバイスをディセーブルにし、デバイスが表示ディスプレイを持っている場合は、さらに表示されている画面もクリアします。
シグニチャ・キャプチャコントロールは、イベント駆動入力の一般的な入力モデルに従います。
· コントロールは入力を受信したとき、DataEventを発生させます。
· AutoDisableプロパティがTRUEならば、コントロールはDataEventがキューイングされた時に、自動的にディセーブルとなります。
· DataEventEnabledプロパティがTRUEの時、キューイングされたDataEventはアプリケーションに通知されます。コントロールはこのイベントを発生させる直前に、データをプロパティにコピーし、さらなるデータイベントを発生させないために、DataEventEnabledプロパティをFALSEに設定します。これにより、アプリケーションが現在の入力の処理や関連するプロパティの処理をしている間、コントロールはその後の入力データをキューイングするようになります。アプリケーションが現在の入力データの処理を終え、次のデータ処理の準備ができたとき、DataEventEnabledプロパティをTRUEに設定することにより、再びデータイベントが通知されるようになります。
· 入力データの取り込みまたは処理中にコントロールでエラーが発生した場合、ErrorEvent（またはイベント）がキューイングされ、DataEventEnabledプロパティがTRUEの時、アプリケーションに通知されます。
· DataCountプロパティをリードすることで、コントロールにキューイングされたDataEventの数を得られます。
· コントロールにキューイングされたすべての入力データはClearInputメソッドを呼ぶことにより削除されます。
入力モデルから以下の点が外れています。
· BeginCaptureメソッドの呼び出しで手書きサインデータの読み取りを開始します。
· もしシグニチャ・キャプチャデバイスがEndCaptureメソッドを呼び出して処理を終了した場合は、どんなDataEventイベントも発行されません。
デバイスの共有
シグニチャ・キャプチャデバイスは、 次のように排他的に使用すべきデバイスです。
· アプリケーションは、デバイスをイネーブルにする前に排他アクセス権を獲得する必要があります。
· アプリケーションは、デバイスを操作するメソッドを呼ぶ前、あるいは幾つかの変更可能なプロパティを変更する前に、デバイスの排他的アクセス権を獲得し、イネーブルにする必要があります。
· 正確な必要条件は、「一覧」の表を参照してください。
プロパティ
CapDisplay プロパティ
形式
BOOL CapDisplay;

説明
TRUE：デバイスが「フォームあるいはデータ表示画面」をサポートしています。
FALSE：サポートしていません。
このプロパティは、Openメソッドにより初期化されます。
CapRealTimeData プロパティ    
第1.2版にて追加
形式
BOOL CapRealTimeData;

説明
TRUE：デバイスが受け取ったサインをサインデータとしてリアルタイムに供給することをサポートしています。
FALSE：サポートしていません。
このプロパティは、Openメソッドにより初期化されます。
CapUserTerminated プロパティ
形式
BOOL CapUserTerminated;

説明
TRUE：ユーザが終了ボックスをチェックしたり、終了ボタンを押したり、あるいは他のデバイスとの相互作用でシグニチャ・キャプチャの終了をサポートしています。
FALSE：ユーザの操作をサポートせず、アプリケーションが EndCaptureメソッドを呼び出すことでシグニチャ・キャプチャを終了させる必要があります。
このプロパティは、Openメソッドにより初期化されます。
DeviceEnabled プロパティ  R/W    （共通）
形式
BOOL DeviceEnabled;

説明
TRUE：シグニチャ・キャプチャをイネーブルにします。
FALSE：シグニチャ・キャプチャをディセーブルにします。CapDisplayがTRUEならばデバイスのデータ表示画面はクリアされます。
このプロパティは、OpenメソッドによりFALSEに初期化されます。
MaximumX プロパティ
形式
LONG MaximumX;

説明
シグニチャ・キャプチャデバイスの最大水平座標（Ｘ）を格納します。最大値は 65,536未満でなければなりません。
このプロパティは、Openメソッドにより初期化されます。
MaximumY プロパティ
形式
LONG MaximumY;

説明
シグニチャ・キャプチャデバイスの最大垂直座標（Ｙ）を格納します。最大値は 65,536未満でなければなりません。
このプロパティは、Openメソッドにより初期化されます。
PointArray プロパティ
形式
BSTR PointArray;

説明
デバイスから読み取られた手書きサインデータを格納します。このデータはTotalPointsプロパティで指定されている行列数分の点の集合である行列データ(x,y)で構成されます。各々の点は、次の4つの文字列で表現されます。x（下位8ビット），x（上位8ビット），y（下位8ビット），y（上位8ビット）。このデータのフォーマットは、BinaryConversionプロパティの値に依存します。詳細はBinaryConversionプロパティを参照してください。
特別な座標の値は、線の終了（ペンが離されたこと）を示す(x=0xFFFF,y=0xFFFF)です。１本の線で現せる手書きサインはほとんどありません。
もしRealTimeDataEnabledプロパティがFALSEならば、PonitArrayプロパティは全ての取り込まれたサインを含んでいます。もしRealTimeDataEnabledプロパティがTRUEならば、PonitArrayプロパティは少なくとも１つの座標を含んでいます。１回に配送された座標の実際の数は、実装に依存します。複数のデータイベントからの座標は、全部のサインを構成するために論理的に連結されます。それはデータイベントの最後の座標が、次のデータイベントの最初の座標によってすぐ後に続くようにです。
座標の表現の定義は、サインが１つのPintArrayプロパティとして、あるいは一連のリアルタイムのPointArrayプロパティとして提供されることにに関わらず同じです。
座標を使っているサインの復元は、サインでの最初の座標から２番目の座標まで、そして２番目から３番目までといように線を引くことによって達成されます。
線の終わりの座標を見出したとき、線の描画は終わり、そして次の線は次の座標により描画されます。線の終わりの座標は、サインの終わりと仮定されます（しかしPointArrayで提供する必要はありません）。
プロパティは、コントロールによってDataEventイベントが実行される直前に設定されるか、あるいはEndCaptureメソッドによって設定されます。
参照
RawDataプロパティ
RawData プロパティ
形式
BSTR RawData;

説明
シグニチャ・キャプチャデバイスから読み取られた手書きサインデータをデバイス固有のフォーマットで格納します。このデータのフォーマットは、BinaryConversionプロパティの値に依存します。詳細はBinaryConversionプロパティを参照してください。
このデータは格納容量を最小化するために、圧縮された形で格納するのが一般的です。このデータから元のデータを復元するためには、使用デバイス固有の処理が必要になります。
このプロパティは、コントロールによってDataEventイベントが実行される直前に設定されるか、あるいはEndCaptureメソッドによって設定されます。
参照
TotalPointsプロパティ、PointArrayプロパティ
RealTimeDataEnabled プロパティ　　R/W    
第1.2版にて追加
形式
BOOL RealTimeDataEnabled;

説明
CapRealTimeDataプロパティがTRUEで、且つこのプロパティがTRUEに設定されたとき、取り込まれたサインは一連の部分的なサインデータのイベントの集まりとして、シグニチャ・キャプチャが終了するまで通知されます。
一方、シグニチャ・キャプチャが終了したとき、取り込まれたサインは１つのデータイベントとして通知されます。
このプロパティは、OpenメソッドによってFALSEに設定されます。
戻り値
このプロパティが設定されたとき、次の値の内の一つがResultCodeプロパティに設定されます。
値
意味
OPOS_SUCCESS
プロパティは正常に設定された。
OPOS_E_ILLEGAL
CapRealTimeDataがFALSEなので、TRUEに設定できなかった。
参照
「第１章　はじめに」の「OLE FOR RETAIL POSコントロール概要」
TotalPoints プロパティ
形式
LONG TotalPoints;

説明
PointArrayのサイン座標データ数を保持しています。
もしRealTimeDataEnabledプロパティがTRUEならば、コントロールから部分的なサインの全てをアプリケーションに渡し終えたことを示すためにTotalPointsプロパティはゼロに設定されます。
このプロパティは、コントロールによってDataEventイベントが実行される直前に設定されるか、あるいはEndCaptureメソッドによって設定されます。このプロパティは手書きサインデータの終了識別子（を含みます。（ PointArrayプロパティを参照のこと。）
メソッド
BeginCapture メソッド
形式
LONG BeginCapture (BSTR FormName);

パラメータ
説明
FormName
デバイススクリーン上のディスプレイに対するフォームあるいはデータ画面情報を取得するためのレジストリのサブキー名。
説明
手書きサインデータの取り込みを開始するために呼び出します。
CapDisplayプロパティがTRUEである場合は、FormNameは表示されているフォーム、あるいはデータ画面についての情報を見つけ出すために使用されます。オペレーティングシステムでは、以下のレジストリキーをアクセスしてデータを入手します。
\HKEY_LOCAL_MACHINE\SOFTWARE\OLEforRetail\ServiceOPOS\
SignatureCapture\DeviceName\FormName
DeviceNameはサービスオブジェクトのDeviceNameキーです。
各シグニチャ・キャプチャデバイスのフォームやデータ画面のフォーマットおよび特徴は、様々なタイプのものが存在し、多くの場合、専用のツールを利用して作成します。そのため、このキーのデータやこのキーの下の階層に追加されたデータや値は、サービスオブジェクト毎に異なる情報となります。一般的には、レジストリのキーのデータは、フォームやデータ画面のファイル名に設定されていて、追加されたデータや値は表示をコントロールする必要があるものとして設定されます。（付録Ａ「OPOSレジストリの利用法」を参照してください。）
フォームあるいはデータ画面の表示の後、シグニチャ・キャプチャのペンをイネーブルにします。
戻り値
次の値の内の一つがメソッドによって戻され、ResultCodeプロパティにも設定されます。
値
意味
OPOS_SUCCESS
シグニチャ・キャプチャは正常に開始されました。
OPOS_E_NOEXIST
FormNameが見つかりません。
その他
ResultCodeの項目を参照してください。
EndCapture メソッド
形式 
LONG EndCapture ();

説明
手書きサインデータの取り込みを終了すために呼び出します。
手書きサインデータの取り込みを終了させます。
RealTimeDataEnabledプロパティがFALSEの場合：　 　　　　　　　　手書きサインデータが取り込まれていた場合は、TotalPoints、PointArray、そしてRawDataプロパティに格納されます。手書きサインデータが取り込まれていなかった場合は、TotalPointsプロパティに0が設定され、PointArrayそしてRawDataプロパティに空の文字列(“”)が設定されます。
RealTimeDataEnabledプロパティがTRUEの場合：　　　　　　　　　　DataEventによってアプリケーションに配送されていない残ったサイン座標がある場合、残ったサインはTotalPoints、PointArray、そしてRawDataプロパティに格納されます。手書きサインデータが取り込まれていなかった場合や、全てのサイン座標は既にアプリケーションに配送されてしまっている場合は、TotalPointsプロパティに0が設定され、PointArrayそしてRawDataプロパティに空の文字列(“”)が設定されます。
戻り値
次の値の内の一つがメソッドによって返され、ResultCodeプロパティにも設定されます。
値
意味
OPOS_SUCCESS
シグニチャ・キャプチャが正常に終了しました。
OPOS_E_ILLEGAL
シグニチャ・キャプチャ処理中ではありません。
その他
ResultCodeの項目を参照してください。
参照
DataEventイベント
イベント
DataEvent イベント
形式
void DataEvent (LONG Status);
説明
デバイスからアプリケーションへ入力データがあることを知らせるために実行されます。
このイベントは、ユーザが手書きサインデータの取り込みを終了させることができる、すなわちCapUserTerminatedプロパティがTRUEである場合にのみ実行されます。
取り込み作業を終了する前に、ユーザがデバイスに手書きサインデータを記入していた場合、Statusパラメータにはゼロ以外(TRUE)が設定されます。手書きサインデータなしで終了した場合には、ゼロ(FALSE)が設定されます。
イベント発行する前に、TotalPoints、PointArray、RawDataプロパティには、適切な値が設定されます。
参照
EndCaptureメソッド
ErrorEvent イベント
形式
void ErrorEvent (LONG ResultCode, LONG ResultCodeExtended,
LONG ErrorLocus, LONG* pErrorResponse);
パラメータ
説明
ResultCode
エラーイベントが生じた原因を示すコードです。値についてはResultCodeの項目を参照してください。
ResultCodeExtended
エラーイベントが生じた原因を示す拡張コードです。値についてはResultCodeExtendedを参照してください。
ErrorLocus
エラーの位置です。下記の値を参照してください。
pErrorResponse
エラーイベント応答のポインタです。下記の値を参照してください。
ErrorLocus パラメータの値は次のいずれかです。
値
意味
OPOS_EL_INPUT
イベント駆動入力で、入力データ処理をしている時にエラーが発生しました。入力データは利用できません。
OPOS_EL_INPUT_DATA
イベント駆動入力で、入力データ処理をしている時にエラーが発生しましたが、すでにバッファリングされたデータの一部は利用できます。 (発生の可能性はかなり低い。説明の項目を参照してください。)

pErrorResponseパラメータが示す位置にある内容は、ErrorLocusに基づいてデフォルト値があらかじめ設定されています。アプリケーションはその値を以下のいずれかに変更できます。
値
意味
OPOS_ER_CLEAR
バッファリングされている入力データをクリアし、エラー状態は解除されます。
ErrorLocusがOPOS_EL_INPUTの場合のデフォルトです。
OPOS_ER_CONTINUEINPUT
ErrorLocusがOPOS_EL_INPUT_DATAの場合だけ使用します。エラーを容認し、コントロールに処理の継続を指示するものです。
コントロールはエラー状態のままですが、DataEventEnabledプロパティの設定値に従って別なDataEventが通知されます。
すべての入力がイベント処理された後、DataEventEnabledプロパティが、再びTRUEに設定されたとき、 ErrorEventでOPOS_EL_INPUTが通知されます。
ErrorLocusがOPOS_EL_INPUT_DATAの場合のデフォルトです。
説明
手書きサインデータを読み込もうとしているときに、エラーを検出すると実行されます。
入力のエラーイベントは、DataEventEnabledプロパティがTRUEになるまで実行されません。そのためアプリケーションを適切な順番で実行させることができます。
適切なプログラミングを行っていれば、ErrorLocusがOPOS_EL_INPUT_DATAのErrorEventは発生しません。これは、各手書きサイン毎に、明確なBeginCaptureメソッドの呼び出しが必要であり、少なくてもひとつのDataEventが生成されることによります。アプリケーションは、DataEventEnabledプロパティをFALSEに設定することで、DataEventを延期し、OPOS_EL_INPUT_DATAの発生を可能にする前に、別の手書きサインを要求する必要があるでしょう。
参照
「ステータス、結果コード、状態モデル」

第1５章
自動釣り銭機
一覧
プロパティ
	共通
	版数
	型
アクセス
	初期化

	AutoDisable
	1.2
	Boolean
R/W
	適用外

	BinaryConversion
	1.2
	Long
R/W
	Open

	CapPowerReporting
	1.3
	Long 
R
	Open

	CheckHealthText
	1.2
	String
R
	Open

	Claimed
	1.2
	Boolean
R
	Open

	DataCount
	1.2
	Long
R
	適用外

	DataEventEnabled
	1.2
	Boolean
R/W
	適用外

	DeviceEnabled
	1.2
	Boolean
R/W
	Open & Claim

	FreezeEvents
	1.2
	Boolean
R/W
	Open

	OutputID
	1.2
	Long
R
	適用外

	PowerNotify
	1.3
	Long 
R/W
	Open

	PowerState
	1.3
	Long 
R
	Open

	ResultCode
	1.2
	Long
R
	無し

	ResultCodeExtended
	1.2
	Long
R
	Open

	State
	1.2
	Long
R
	無し

	
	
	
	

	ControlObjectDescription
	1.2
	String
R
	無し

	ControlObjectVersion
	1.2
	Long
R
	無し

	ServiceObjectDescription
	1.2
	String
R
	Open

	ServiceObjectVersion
	1.2
	Long
R
	Open

	DeviceDescription
	1.2
	String
R
	Open

	DeviceName
	1.2
	String
R
	Open

	
	
	
	


	専用
	
	
	

	CapDiscrepancy
	1.2
	Boolean
R
	Open

	CapEmptySensor
	1.2
	Boolean
R
	Open

	CapFullSensor
	1.2
	Boolean
R
	Open

	CapNearEmptySensor
	1.2
	Boolean
R
	Open

	CapNearFullSensor
	1.2
	Boolean
R
	Open

	
	
	
	

	AsyncMode
	1.2
	Boolean
R/W
	Open 

	AsyncResultCode
	1.2
	Long
R
	Open, Claim, & Enable

	AsyncResultCodeExtended
	1.2
	Long
R
	Open, Claim, & Enable

	
	
	
	

	CurrencyCashList
	1.2
	String
R
	Open 

	CurrencyCode
	1.2
	String
R/W
	Open

	CurrencyCodeList
	1.2
	String
R
	Open

	CurrentExit
	1.2
	Long
R/W
	Open

	DeviceExits
	1.2
	Long
R
	Open 

	ExitCashList
	1.2
	String
R
	Open 

	
	
	
	

	DeviceStatus
	1.2
	Long
R
	Open, Claim, & Enable

	FullStatus
	1.2
	Long
R
	Open, Claim, & Enable


メソッド
	共通
	版数
	必要条件

	Open
	1.2
	無し 

	Close
	1.2
	Open 

	Claim
	1.2
	Open 

	Release
	1.2
	Open & Claim 

	CheckHealth
	1.2
	Open, Claim, & Enable

	ClearInput
	1.2
	適用外

	ClearOutput
	1.2
	適用外 

	DirectIO
	1.2
	Open 

	
	
	

	専用
	
	

	DispenseCash
	1.2
	Open, Claim, & Enable

	DispenseChange
	1.2
	Open, Claim, & Enable

	ReadCashCounts
	1.2
	Open, Claim, & Enable


イベント
	名称
	版数
	必要条件

	DataEvent
	1.2
	適用外

	DirectIOEvent
	1.2
	Open, Claim

	ErrorEvent
	1.2
	適用外

	OutputCompleteEvent
	1.2
	適用外 

	StatusUpdateEvent
	1.2
	Open, Claim, & Enable 


概説
自動釣り銭機コントロールのOLEプログラマティクIDは “OPOS.CashChanger”です。
このデバイスは第1.2版にて追加されました。


機能
自動釣り銭機は次の機能を持っています。
· 自動釣り銭機で利用できる金種と、対応する枚数を報告します。
· 指定された合計の現金を、紙幣、硬貨、もしくは両者で、デバイスからユーザー指定の払い出し口へ払い出します。
· 指定された枚数の金種を、紙幣、硬貨、もしくは両者で、デバイスからユーザー指定の払い出し口へ払い出します。
· デバイス内の障害状態を報告します。
· 複数の通貨をサポートします。
また、次の機能は、オプションとして実装されます。
· 自動釣り銭機の金種の充填レベルを報告します。示される状態としては、エンプティ、ニアエンプティ、フル、ニアフルがあります。
· ReadCashCountsメソッドで報告されるデータに、現金枚数不一致がありそう（もしくは、ある）かどうかが報告されます。
モデル
自動釣り銭機の一般的なモデルは次の通りです。
· 自動釣り銭機は、硬貨、紙幣、硬貨と紙幣の組み合わせといった各種の現金タイプをサポートします。各通貨毎にサポートされる現金タイプは、CurrencyCashListプロパティの金種リストに記述されています。
· 自動釣り銭機デバイスは、現金投入口、現金を格納する複数のスロットや収納庫、現金払い出し口といった現金処理機能を援助する各種の要素から構成されています。
· 自動釣り銭機の現行モデルは、現金の払い出しのみをプログラムで制御する機能を提供します。デバイスでの現金受け取り（例えば、現金の補充）は、このモデルで提供されるAPIでは制御できません。アプリケーションは金種毎の現在の枚数を読み出すにはReadCashCountsメソッドを呼び出しますが、現金を何時、どの様にデバイスに追加するかは制御できません。
· 自動釣り銭機は各種の払い出し口を持つことがあります。払い出し口の個数はDeviceExitsプロパティで規定されます。アプリケーションはCurrentExitプロパティを設定して払い出し口を選択します。現在の払い出し口に払い出せる金種は、ExitCashListプロパティで表されます。CurrentExitの値が1なら、払い出し口は_基本払い出し口_となり、小売り販売に伴う顧客への現金払い出し処理に通常使用されます。CurrentExitの値が1より大きいなら、払い出し口は_その他払い出し口_となります。_その他払い出し口_は、_基本払い出し口_を出口としない、多量の、もしくは別金種の現金の払い出しといった特殊な目的に通常使用されます。
· CurrentExitプロパティで指定される払い出し口へ現金を払い出すには、DispenseChangeもしくはDispenseCashメソッドを使用します。DispenseChangeメソッドでアプリケーションは合計金額を指定して払い出しますが、各種スロットもしくは収納庫から適切な現金を払い出すことは、自動釣り銭機デバイスまたはコントロールの責任となります。DispenseCashメソッドでアプリケーションは払い出す金種毎の枚数を指定します。
· 現金の払い出しは、AsyncModeプロパティの値に従い、同期的、もしくは非同期的に実行されます。
AsyncModeがFALSEなら、現金払い出しメソッドは同期的に実行され、払い出しメソッドはアプリケーションに終了ステータスを返します。
AsyncModeがTRUEで、DispenseChangeもしくはDispenseCashがOPOS_SUCCESSを返したら、メソッドは非同期的に実行され、終了はCHAN_STATUS_ASYNCをStatusの値に持つStatusUpdateEventイベントで示されます。
AsyncResultCodeとAsyncResultCodeExtendedプロパティの値は、同期的な払い出しが選択された際に返されるResultCodeとResultCodeExtendedプロパティの値と同じです。
非同期的な自動釣り銭機の操作を多重に行うことは禁止されています。同時に処理される非同期的なメソッドは1つだけです。
ReadCashCountsは、非同期メソッドが実行中の間、不正な現金枚数を報告する可能性があるため、実行できません。
· 自動釣り銭機は複数の通貨をサポートできます。CurrencyCodeプロパティは、CurrencyCodeListの一覧から選択された通貨が設定されます。CurrencyCashList、ExitCashListプロパティとDispenseCash、DispenseChange、ReadCashCountsメソッドは、現在設定されている通貨上で動作します。
· 現金スロット（もしくは現金収納庫）の状態は、エンプティとニアエンプティを示すDeviceStatusプロパティと、フルとニアフルを示すFullStatusプロパティに設定されます。1つ以上の現金スロットがエンプティならDeviceStatusプロパティはCHAN_STATUS_EMPTYとなり、1以上の現金スロットがフルならFullStatusプロパティはCHAN_STATUS_FULLとなります。
デバイスの共有
自動釣り銭機は次の通り、排他的な利用をするデバイスです。
· アプリケーションはデバイスをイネーブルにする前に、デバイスの排他アクセス権を獲得しなければなりません。
· アプリケーションは、プロパティにアクセスしたり、払い出しや回収を行ったり、状態更新イベントを受け取る前に、デバイスの排他アクセス権を獲得しイネーブルにしなければなりません。
· 使用上の必要条件の詳細は、「一覧」の表を参照してください。
プロパティ
AsyncMode プロパティ   R/W

形式
BOOL AsyncMode;
説明
TRUE：DispenseCash、DispenseChangeメソッドは、非同期的に実行されます。
FALSE：これらのメソッドは同期的に実行されます。
このプロパティは、OpenメソッドによりFALSEに初期化されます。
戻り値
本プロパティ設定時、次の値がResultCodeプロパティに格納されます。
値
意味
OPOS_SUCCESS
プロパティは正常に設定されました。
参照
DispenseCashメソッド、DispenseChangeメソッド、AsyncResultCodeプロパティ、AsyncResultCodeExtendedプロパティ
AsyncResultCode プロパティ
形式
LONG AsyncResultCode;
説明
メソッドが非同期的に実行された時、このプロパティでアプリケーションに終了ステータスを返します。このプロパティは、CHAN_STATUS_ASYNCのStatus値のStatusUpdateEventイベントで通知する前に、コントロールにより設定されます。
このプロパティの値は、メソッドが同期的に実行された際のResultCodeプロパティの値と同じです。
参照
DispenseCashメソッド、DispenseChangeメソッド、AsyncModeプロパティ
AsyncResultCodeExtended プロパティ
形式
LONG AsyncResultCodeExtended;
説明
メソッドが非同期的に実行された時、このプロパティでアプリケーションに拡張終了ステータスを返します。このプロパティは、CHAN_STATUS_ASYNCのStatus値のStatusUpdateEventイベントで通知する前に、コントロールにより設定されます。このプロパティの値は、メソッドが同期的に実行された際のResultCodeExtendedプロパティの値と同じです。
参照
DispenseCashメソッド、DispenseChangeメソッド、AsyncModeプロパティ
CapDiscrepancy プロパティ
形式
BOOL CapDiscrepancy;
説明
TRUE：ReadCashCountsメソッドはpDiscrepancyに有効な値を設定します。
FALSE：サポートしません。
このプロパティは、Openメソッドにより初期化されます。
参照
ReadCashCountsメソッド
CapEmptySensor プロパティ
形式
BOOL CapEmptySensor;
説明
TRUE：自動釣り銭機は、エンプティになっている現金スロットがあることを報告します。
FALSE：サポートしません。
このプロパティは、Openメソッドにより初期化されます。
参照
DeviceStatusプロパティ、StatusUpdateEventイベント
CapFullSensor プロパティ
形式
BOOL CapFullSensor;
説明
TRUE：自動釣り銭機は、フルになっている現金スロットがあることを報告します。
FALSE：サポートしません。
このプロパティは、Openメソッドにより初期化されます。
参照
FullStatusプロパティ、StatusUpdateEventイベント
CapNearEmptySensor プロパティ
形式
BOOL CapNearEmptySensor;
説明
TRUE：自動釣り銭機は、ニアエンプティになっている現金スロットがあることを報告します。
FALSE：サポートしません。
このプロパティは、Openメソッドにより初期化されます。
参照
DeviceStatusプロパティ、StatusUpdateEventイベント
CapNearFullSensor プロパティ
形式
BOOL CapNearFullSensor;
説明
TRUE：自動釣り銭機は、ニアフルになっている現金スロットがあることを報告します。
FALSE：サポートしません。
このプロパティは、Openメソッドにより初期化されます。
参照
FullStatusプロパティ、StatusUpdateEventイベント
CurrencyCashList プロパティ
形式
BSTR CurrencyCashList;
説明
CurrencyCodeプロパティで示される通貨での、自動釣り銭機がサポートする金種を表す文字列です。
文字列は、自動釣り銭機で使用できる硬貨の金種を示すコンマで区切られたASCII数字で始まり、ASCIIセミコロン(“;”)から、紙幣の金種を示すコンマで区切られたASCII数字が続きます。セミコロン(“;”)が無ければ、全ての金種は硬貨を表します。
下記は、日本での、CurrencyCashListの値の例です。
· “1,5,10,50,100,500” —
1、5、10、50、100、500円硬貨。
· “1,5,10,50,100,500;1000,5000,10000” —
1、5、10、50、100、500円硬貨と、1000、5000、10000円紙幣。
·  “;1000,5000,10000” —
1000、5000、10000円紙幣。
このプロパティはOpenメソッドにより初期化され、CurrencyCodeが設定された時に更新されます。
参照
CurrencyCodeプロパティ
CurrencyCode プロパティ   R/W

形式
BSTR CurrencyCode;
説明
自動釣り銭機の操作で現在使用されている通貨コードが設定されます。
このプロパティはOpenメソッドで適当な値に初期化されます。有効な値は、CurrencyCodeListプロパティに記される通貨の中の一つです。
戻り値
本プロパティ設定時、次の値のいずれかがResultCodeプロパティに格納されます。
値
意味
OPOS_SUCCESS
このプロパティは正常に設定されました。
OPOS_E_ILLEGAL
CurrencyCodeList以外の値が指定されました。
参照
CurrencyCodeListプロパティ
CurrencyCodeList プロパティ
形式
BSTR CurrencyCodeList;
説明
通貨コードの文字列を表します。
このプロパティはOpenメソッドで初期化されます。文字列は、コンマで区切られたASCII３文字のISO 4217通貨コードにより構成されます。
例えば、文字列が”JPY,USD”なら、自動釣り銭機は日本とU.S.の通貨単位をサポートします。
参照
CurrencyCodeプロパティ
CurrentExit プロパティ   R/W

形式
LONG CurrentExit;
説明
現在の払い出し口を示します。値が1なら基本の（もしくは、通常の）払い出し口を示し、1より大きい値ならその他の払い出し口を示します。適切な値は1からDeviceExitsまでの間です。
このプロパティはOpenメソッドで1に初期化されます。
下の例は、日本での典型的なプロパティ値集合のサンプルです。CurrencyCodeは“JPY”で、CurrencyCodeListは“JPY”です。
· 自動釣り銭機は硬貨をサポート ; 一つのみの払い出し口 :
CurrencyCashList = “1,5,10,50,100,500_
DeviceExits = 1
CurrentExit = 1 : ExitCashList = “1,5,10,50,100,500”

· 自動釣り銭機は硬貨と紙幣の両方をサポート ; その他払い出し口は大量の紙幣払い出しに使用 :
CurrencyCashList = “1,5,10,50,100,500;1000,5000,10000”
DeviceExits = 2
CurrentExit = 1 : ExitCashList = “1,5,10,50,100,500;1000,5000_
CurrentExit = 2 : ExitCashList = “;1000,5000,10000”

· 自動釣り銭機は紙幣をサポート ; その他払い出し口は大量の紙幣払い出しに使用 :
CurrencyCashList = “;1000,5000,10000”
DeviceExits = 2
CurrentExit = 1 : ExitCashList = “;1000,5000”
CurrentExit = 2 : ExitCashList = “;1000,5000,10000_
戻り値
本プロパティ設定時、次の値のいずれかがResultCodeプロパティに格納されます。
値
意味
OPOS_SUCCESS
このプロパティは正常に設定されました。
OPOS_E_ILLEGAL
無効なCurrentExitの値が指定されました。
参照
CurrencyCashListプロパティ、DeviceExitsプロパティ、ExitCashListプロパティ
DeviceExits プロパティ
形式
LONG DeviceExits;
説明
現金の払い出し口の個数が設定されます。
このプロパティはOpenメソッドで初期化されます。
参照
CurrentExitプロパティ
DeviceStatus プロパティ
形式
LONG DeviceStatus;
説明
自動釣り銭機の現在の状態を示します。次のいずれかとなります。
値
意味
CHAN_STATUS_OK
自動釣り銭機の現在の状態は正常です。
CHAN_STATUS_EMPTY
エンプティの現金スロットが有ります。
CHAN_STATUS_NEAREMPTY
ニアエンプティの現金スロットが有ります。
CHAN_STATUS_JAM
機器障害が発生しました。
このプロパティは初期化された後、デバイスがイネーブルの間は最新の状態となります。複数の状態が発生した時、優先順位は障害、エンプティ、ニアエンプティの順となります。
ExitCashList プロパティ
形式
BSTR ExitCashList;
説明
CurrentExitプロパティで示された払い出し口へ払い出せる金種の文字列です。サポートされる金種は、CurrencyCashListと同じかその一部です。文字列のフォーマットはCurrencyCashListと同じです。
このプロパティはOpenメソッドで初期化され、CurrencyCodeまたはCurrentExitが設定された時に更新されます。
参照
CurrencyCodeプロパティ、CurrencyCashListプロパティ、CurrentExitプロパティ
FullStatus プロパティ
形式
LONG FullStatus;
説明
現金スロットの現在のフル状態を示します。次のいずれかとなります。
値
意味
CHAN_STATUS_OK
ニアフル、フルの現金スロットは有りません。
CHAN_STATUS_FULL
フルの現金スロットが有ります。
CHAN_STATUS_NEARFULL
ニアフルの現金スロットが有ります。
このプロパティは初期化された後、デバイスがイネーブルの間は最新の状態となります。
メソッド
DispenseCash メソッド
形式
LONG DispenseCash (BSTR CashCounts);
パラメータ
意味
CashCount
_金種:枚数, ..;..金種:枚数_のフォーマットで表された払い出す金種と枚数です。”;”の前は硬貨を表し、”;”の後ろは紙幣を表します。”;”が無ければ、全ての金種は硬貨を表します。
説明
CurrentExitで指定された払い出し口に、自動釣り銭機から現金を払い出します。払い出す現金は金種と枚数のペアで指定されます。
AsyncModeがFALSEならこのメソッドは同期的に実行され、AsyncModeがTRUEなら非同期的に実行されます。
通貨として日本円を使用した際の、CashCountsの例は下記の通りです。
· “10:5,50:1,100:3,500:1”
5枚の10円硬貨と、1枚の50円硬貨と、3枚の100円硬貨と、1枚の500円硬貨を払い出します。
· _10:5,100:3;1000:10”
5枚の10円硬貨と、3枚の100円硬貨と、10枚の1000円紙幣を払い出します。
· “;1000:10,10000:5”
10枚の1000円紙幣と、5枚の10000円紙幣を払い出します。
戻り値
次の値のいずれかが戻され、ResultCodeプロパティに格納されます。
値
意味
OPOS_SUCCESS
指定の現金は正常に払い出されました、またはDispenseCashメソッドは非同期的に実行されました。
OPOS_E_BUSY
非同期メソッドが実行中のため、現金は払い出せません。
OPOS_E_ILLEGAL
CashCountsパラメータの値は、現在の払い出し口に対して不正です。
OPOS_E_EXTENDED
ResultCodeExtended = OPOS_ECHAN_OVERDISPENSE :
現金不足で、指定の現金を払い出せません。
その他
ResultCodeの項目を参照してください。
参照
AsyncModeプロパティ、CurrentExitプロパティ
DispenseChange メソッド
形式
LONG DispenseChange (LONG Amount);
パラメータ
意味
Amount
払い出す釣り銭の合計です。利用できる現金から、どの硬貨、紙幣の組み合わせで払い出し要求にこたえるかは、自動釣り銭機の責任となります。
説明
CurrentExitで指定された払い出し口に、自動釣り銭機から指定合計額の現金を払い出します。
AsyncModeがFALSEならこのメソッドは同期的に実行され、AsyncModeがTRUEなら非同期的に実行されます。
戻り値
次の値のいずれかが戻され、ResultCodeプロパティに格納されます。
値
意味
OPOS_SUCCESS
指定の釣り銭は正常に払い出されました、またはDispenseChangeメソッドは非同期的に実行されました。
OPOS_E_BUSY
非同期メソッドが実行中のため、指定の釣り銭は払い出せません。
OPOS_E_ILLEGAL
Amountがゼロか負です、または現在の払い出し口のExitCashListの値ではAmountを払い出せません。
OPOS_E_EXTENDED
ResultCodeExtended = OPOS_ECHAN_OVERDISPENSE :
現金不足で、指定の釣り銭を払い出せません。
その他
ResultCodeの項目を参照してください。
参照
AsyncModeプロパティ、CurrentExitプロパティ
ReadCashCounts メソッド
形式
LONG ReadCashCounts (BSTR* pCashCounts, BOOL* pDiscrepancy);
パラメータ
意味
pCashCounts
現金枚数データを格納するエリアを示します。
pDiscrepancy
TRUE： pCashCountsで報告された現金枚数に含まれない現金が有ります。
FALSE：現金有り高はpCashCountsの内容と一致します。
説明
pCashCountsで指定される文字列のフォーマットはDispenseCashメソッド内のCashCountsと同じです。pCashCounts内の金種はCurrencyCashListプロパティと同じで、同じ順序で並んでいます。
例えば、通貨が日本円で、ReadCashCountsメソッドの呼び出し結果としてpCashCountsパラメータに返される文字列が、

1:80,5:77,10:0,50:54,100:0,500:87
なら、80枚の1円硬貨と、77枚の5円硬貨と、54枚の50円硬貨、87枚の500円硬貨が自動釣り銭機に有ります。
CapDiscrepancyがFALSEなら、pDiscrepancyは常にFALSEです。
通常、pCashCountsパラメータから計算される現金有り高は、自動釣り銭機内の現金有り高に一致します。しかし、自動釣り銭機内に計数不可能な現金があるといった場合に、食い違いが発生する場合があります。例えば、現金の検出・監視の能力を超える現金スロットの_オーバーフロー_などがあります。
戻り値
次の値のいずれかが戻され、ResultCodeプロパティに格納されます。
値
意味
OPOS_SUCCESS
メソッドは正常に終了しました。
OPOS_E_BUSY
非同期メソッド実行中のため、金種枚数は読み出せませんでした。
その他
ResultCodeの項目を参照してください。
参照
DispenseCashメソッド、CapDiscrepancyプロパティ、CurrencyCashListプロパティ
イベント
StatusUpdateEvent イベント
形式
void StatusUpdateEvent (LONG Status);
Statusパラメータは、自動釣り銭機の状態が設定されます。
値
意味
CHAN_STATUS_EMPTY
エンプティの現金スロットが有ります。
CHAN_STATUS_NEAREMPTY
ニアエンプティの現金スロットが有ります。
CHAN_STATUS_EMPTYOK
エンプティ、ニアエンプティの状態が解除されました。
CHAN_STATUS_FULL
フルの現金スロットが有ります。
CHAN_STATUS_NEARFULL
ニアフルの現金スロットが有ります。
CHAN_STATUS_FULLOK
フル、ニアフルの状態が解除されました。
CHAN_STATUS_JAM
機器障害が発生しました。
CHAN_STATUS_JAMOK
機器障害は回復しました。
CHAN_STATUS_ASYNC
非同期メソッドの実行が終了しました。
電源通知のStatusUpdateEventの値

「第2章 共通プロパティ、メソッド、イベント」のStatusUpdateEventの記述を参照。
説明
自動釣り銭機の状態が変化した時に通知されます。
デバイスがフル、ニアフル、エンプティ、ニアエンプティ状態の検出センサを持ち、これらの状態の機能プロパティが設定されている時にのみ、自動釣り銭機は釣り銭の充填レベルをStatusUpdateEventで通知できます。
障害が発生したなら、障害状態が通知されます。これは非同期メソッド実行の終了と同じです。
非同期メソッド実行の終了ステータスは、AsyncResultCodeとAsyncResultCodeExtendedプロパティに設定されます。

第１６章
トーンインジケータ
一覧
プロパティ
	共通
	版数
	型
アクセス
	初期化

	AutoDisable
	1.2
	Boolean
R/W
	適用外

	BinaryConversion
	1.2
	Long
R/W
	Open

	CapPowerReporting
	1.3
	Long
R
	Open

	CheckHealthText
	1.2
	String
R
	Open 

	Claimed
	1.2
	Boolean
R
	Open 

	DataCount
	1.2
	Long
R
	適用外

	DataEventEnabled
	1.2
	Boolean
R/W
	適用外 

	DeviceEnabled
	1.2
	Boolean
R/W
	Open

	FreezeEvents
	1.2
	Boolean
R/W
	Open 

	OutputID
	1.2
	Long
R
	Open 

	PowerNotify
	1.3
	Long
R/W
	Open

	PowerState
	1.3
	Long
R
	Open

	ResultCode
	1.2
	Long
R
	無し

	ResultCodeExtended
	1.2
	Long
R
	Open 

	State
	1.2
	Long
R
	無し

	
	
	
	

	ControlObjectDescription
	1.2
	String
R
	無し

	ControlObjectVersion
	1.2
	Long
R
	無し

	ServiceObjectDescription
	1.2
	String
R
	Open 

	ServiceObjectVersion
	1.2
	Long
R
	Open 

	DeviceDescription
	1.2
	String
R
	Open 

	DeviceName
	1.2
	String
R
	Open 

	
	
	
	

	専用
	
	
	

	AsyncMode
	1.2
	Boolean
R/W
	Open & Enable

	CapPitch
	1.2
	Boolean
R
	Open

	CapVolume
	1.2
	Boolean
R
	Open

	Tone1Pitch
	1.2
	Long
R/W
	Open & Enable

	Tone1Volume
	1.2
	Long
R/W
	Open & Enable

	Tone1Duration
	1.2
	Long
R/W
	Open & Enable

	Tone2Pitch
	1.2
	Long
R/W
	Open & Enable

	Tone2Volume
	1.2
	Long
R/W
	Open & Enable

	Tone2Duration
	1.2
	Long
R/W
	Open & Enable

	InterToneWait
	1.2
	Long
R/W
	Open & Enable


メソッド
	共通
	版数
	必要条件

	Open
	1.2
	無し

	Close
	1.2
	Open 

	Claim
	1.2
	Open 

	Release
	1.2
	Open & Claim

	CheckHealth
	1.2
	Open & Enable 
(注)

	ClearInput
	1.2
	適用外

	ClearOutput
	1.2
	Open

	DirectIO
	1.2
	Open

	
	
	
	

	専用
	
	

	Sound
	1.2
	Open & Enable 
(注)

	SoundImmediate
	1.2
	Open & Enable 
(注)


（注）　トーンインジケータを排他アクセスしているアプリケーションがないこと。
イベント
	名称
	
	必要条件

	DataEvent
	1.2
	適用外 

	DirectIOEvent
	1.2
	Open 

	ErrorEvent
	1.2
	Open & Enable 

	OutputCompleteEvent
	1.2
	Open & Enable 

	StatusUpdateEvent
	1.2
	Open & Enable 


概説
トーンインジケータ・コントロールのOLEプログラマティクIDは“OPOS.ToneIndicator”です。
機能
トーンインジケータは次の機能を基本機能として実装しています。
· PCシステムのスピーカー、その他のハードウェアのトーンデバイスを鳴らします。多くの場合PCのスピーカーは利用できないかオペレータが聞き取りやすい場所にない場合があります。
· 簡単な音程と音量の調整機能を持ち、２種類のトーンの
インジケータを鳴らします。
· Ｗin32のビープ機能と同様に同期的に一度だけのインジケータ機能を提供します。
モデル
トーンインジケータデバイスは、POS用ハードウェアプラットフォームに外部PC標準スピーカ機能と同様な機能を提供する場合に使われます。多くのPOSシステムではそのようなデバイスを持っています。
このデバイスは「サイレン」音を生成するような２種類のサウンドをサポートします。インジケータは通常非同期に開始され、ユーザーが音を認識するのを待っている間に、アプリケーションが他の機能を使用できます。非同期に音を鳴らし続けたり、途中で止めたりするオプションもあります。
インジケータが非同期に開始されたときは、全ての音が鳴り終わった時にOutputCompleteEventが発生します。これによってアプリケーションは音が止まったことを認識できます。たとえば、キャッシュドロワが開いているときに指定された回数だけ音を鳴らすことができます。アプリケーションはキャッシュドロワが閉まったら音を止めたり、もしそうでない場合にOutputCompleteEventで戻ってきた場合には
オペレータに注意を喚起するために再度大きな音を鳴らすことができます。
トーンインジケータは一般的な出力モデルに沿っています。非同期出力は次のように処理されます。
· トーンインジケータコントロールはその要求をバッファリングし、OutputIDプロパティをこの要求のための識別子として設定し、できるかぎり早く制御を戻します。デバイスがその要求を正常に完了した時、トーンインジケータコントロールはOutputCompleteEventを通知します。このイベントのパラメータは、完了した要求のOutputIDを含みます。
· Soundメソッドはハードの問題によるエラーステータスは返しません。これらのエラーはErrorEventによってのみ通知されます。エラーステータスはトーンインジケータコントロールが他のアプリケーションによって排他アクセスされていたり、イネーブルされていなかったり、パラメータが不正だったり、要求がキューに追加できなかった場合にのみ返されます。最初の二つのケースは、アプリケーションのエラーです。一方、最後のケースは重大なシステムリソースの例外です。
· 非同期の要求が実行されている間に、エラーが発生すると、ErrorEventが通知されます。
· トーンインジケータコントロールは、非同期出力がFIFOで実行されることを保証しています。
· ClearOutputメソッドを呼ぶことによって、トーンインジケータコントロールによってバッファリングされた全ての出力は、削除されます。OutputCompleteEventは、削除された出力に対しては通知されません。このメソッドは、（可能ならば）処理中の出力も中止します。
例
非同期に２種類の音をセットし、それを100回鳴らします。各々の音は750ミリ秒の間隔で50％の音量で鳴らし、各々の音の間にはポーズはない設定です。
Indicator.Tone1Pitch = 500

Indicator.Tone1Volume = 50

Indicator.Tone1Duration = 750

Indicator.Tone2Pitch = 800

Indicator.Tone2Volume = 50

Indicator.Tone2Duration = 750

Indicator.InterToneWait = 0

Indicator.AsyncMode = True

Indicator.Sound 100, 0

同期的に音を鳴らします。単純なビープ音で、500ミリ秒音を鳴らして500ミリ秒音を消します。
Indicator.Tone1Pitch = 500

Indicator.Tone1Volume = 50

Indicator.Tone1Duration = 500

Indicator.Tone2Pitch = 0
' turn off second tone

Indicator.InterToneWait = 0
' no wait after tone-1

Indicator.AsyncMode = False

Indicator.Sound 100, 500

次の例では両方の音を０にしているためエラーとなります。
Indicator.Tone1Pitch = 0
' turn off first tone

Indicator.Tone2Pitch = 0
' turn off second tone

Indicator.Sound 100, 0

Soundメソッドは任意の期間音を鳴らし続けるためにも使用できます。NumberOfCyclesパラメータがOPOS_FOREVERで指定されていた場合、音が鳴り続けます。停止は明確に実施する必要があります。
Indicator.Tone1Pitch = 500

Indicator.Tone1Volume = 50

Indicator.Tone1Duration = 500

Indicator.Tone2Pitch = 0
' turn off second tone

Indicator.InterToneWait = 0
' no wait after tone-1

Indicator.AsyncMode = True

Indicator.Sound OPOS_FOREVER, 500

ClearOutputまたはSoundImmediateメソッドを使用して鳴り続けている音を消します。
…

Indicator.AsyncMode = True

Indicator.Sound OPOS_FOREVER, 500

…

Indicator.ClearOutput

   or

Indicator.SoundImmediate

SoundImmediateメソッドは、またInterToneWaitの間隔で２つの音を一度鳴らします。音は同期的に鳴ります。これはWin32 APIで提供されている通常のBeep関数と同等です。
Indicator.Tone1Pitch = 500

Indicator.Tone1Volume = 50

Indicator.Tone1Duration = 500

Indicator.Tone2Pitch = 0
' turn off second tone

Indicator.InterToneWait = 0
' no wait after tone-1

Indicator.AsyncMode = True

Indicator.Sound 1, 0
' asynchronous beep

Indicator.SoundImmediate
' synchronous beep

デバイスの共有
トーンインジケータは共有可能なデバイスです。デバイスを共有する際のルールは次のとおりです。
· デバイスをオープンし、イネーブルにした後、アプリケーションはすべてのプロパティとメソッドを使用することができます。また、ステータスアップデートイベントを受け取ることができます。
· 複数のアプリケーションがデバイスをオープンし、イネーブルにした場合、そのすべてのアプリケーションはプロパティとメソッドを扱うことができます。ステータスアップデートイベントはそれらすべてのアプリケーションに通知されます。
· あるアプリケーションがトーンインジケータの排他アクセス権を獲得した場合そのアプリケーションでのみSoundおよびSoundImmediateメソッドを呼び出すことができます。この機能を使用することは、起動時にデバイスの排他アクセス権を獲得したメインのアプリケーションのためにトーンインジケータを限定するのに効果的です。
· 非同期のサウンドを起動したアプリケーションだけがそれに対応するOutputComplete及びErrorEventイベントを受け取ります。
· 使用上の必要条件については「一覧」を参照してください。
プロパティ
AsyncMode プロパティ  R/W

形式
BOOL AsyncMode;
説明
TRUE：Soundメソッドは非同期で動作します。
FALSE：Soundメソッドは同期で動作します。
このプロパティは、OpenメソッドによりFALSEに初期化されます。
戻り値
本プロパティ設定時、次の値がResultCodeプロパティに格納されます。
値
意味
OPOS_SUCCESS
プロパティは正常に設定されました。
CapPitch プロパティ
形式
BOOL CapPitch;
説明
TRUE：ハードウェアで音程を変更する機能を持ちます。
FALSE：持ちません
このプロパティは、Openメソッドにより初期化されます。
CapVolume プロパティ
形式
BOOL CapVolume;
説明
TRUE：ハードウェアで音量を変更する機能を持ちます。
FALSE：持ちません。
このプロパティは、Openメソッドにより初期化されます。
InterToneWait プロパティ  R/W

形式
LONG InterToneWait;
説明
音１と音２の間の無音の間隔（ミリ秒）
音２の後に続く次の音１のまでの間隔はSoundメソッドのInterSoundWaitパラメータで設定します。
このプロパティは、Openメソッドにより０に初期化されます。
戻り値
本プロパティ設定時、次の値がResultCodeプロパティに格納されます。
値
意味
OPOS_SUCCESS
プロパティは正常に設定されました。
OPOS_E_ILLEGAL
無効な値が指定されました。
Tone1Duration プロパティ  R/W

形式
LONG Tone1Duration;
説明
音１の長さ（ミリ秒）０以下の値の場合には音は鳴りません
このプロパティは、Openメソッドにより０に初期化されます。
戻り値
本プロパティ設定時、次の値がResultCodeプロパティに格納されます。
値
意味
OPOS_SUCCESS
プロパティは正常に設定されました。
OPOS_E_ILLEGAL
無効な値が指定されました。
Tone1Pitch プロパティ  R/W

形式
LONG Tone1Pitch;
説明
音１の周波数（ヘルツ）です。０以下の値の場合には音は鳴りません。
デバイスがユーザ定義の音程をサポートしていない場合には、（CapPitchプロパティがFALSE）設定値が０より大きい値が設定されていてもハードウェアに依存した音が鳴ります。
このプロパティは、Openメソッドにより０に初期化されます。
戻り値
本プロパティ設定時、次の値がResultCodeプロパティに格納されます。
値
意味
OPOS_SUCCESS
プロパティは正常に設定されました。
OPOS_E_ILLEGAL
無効な値が指定されました。
Tone1Volume プロパティ  R/W

形式
LONG Tone1Volume;
説明
音１の音量をデバイスの能力のパーセント値で表します。０以下では無音、100以上で最大になります。
デバイスがユーザ定義の音量をサポートしていない場合には（CapVolumeプロパティがFALSE）、０より大きい値が設定されていてもハードウェアに依存した音が鳴ります。
このプロパティは、Openメソッドにより100に初期化されます。
戻り値
本プロパティ設定時、次の値がResultCodeプロパティに格納されます。
値
意味
OPOS_SUCCESS
プロパティは正常に設定されました。
OPOS_E_ILLEGAL
無効な値が指定されました。
Tone2Duration プロパティ  R/W

形式
LONG Tone2Duration;
説明
音２の長さ（ミリ秒）０以下の値の場合には音は鳴りません
このプロパティは、Openメソッドにより０に初期化されます。
戻り値
本プロパティ設定時、次の値がResultCodeプロパティに格納されます。
値
意味
OPOS_SUCCESS
プロパティは正常に設定されました。
OPOS_E_ILLEGAL
無効な値が指定されました。
Tone2Pitch プロパティ  R/W

形式
LONG Tone2Pitch;
説明
音２の周波数（ヘルツ）です。０以下の値の場合には音は鳴りません。
デバイスがユーザ定義の音程をサポートしていない場合には、（CapPitchプロパティがFALSE）設定値が０より大きい値が設定されていてもハードウェアに依存した音が鳴ります。
このプロパティは、Openメソッドにより０に初期化されます。
戻り値
本プロパティ設定時、次の値がResultCodeプロパティに格納されます。
値
意味
OPOS_SUCCESS
プロパティは正常に設定されました。
OPOS_E_ILLEGAL
無効な値が指定されました。
Tone2Volume プロパティ  R/W

形式
LONG Tone2Volume;
説明
音２の音量をデバイスの能力のパーセント値で表します。０以下では無音、100以上で最大になります。
デバイスがユーザ定義の音量をサポートしていない場合には（CapVolumeプロパティがFALSE）、０より大きい値が設定されていてもハードウェアに依存した音が鳴ります。
このプロパティは、Openメソッドにより100に初期化されます。
戻り値
本プロパティ設定時、次の値がResultCodeプロパティに格納されます。
値
意味
OPOS_SUCCESS
プロパティは正常に設定されました。
OPOS_E_ILLEGAL
無効な値が指定されました。
メソッド
Sound メソッド
形式
LONG Sound (LONG NumberOfCycles, LONG InterSoundWait);
パラメータ
説明
NumberOfCycles
OPOS_FOREVER：音を鳴らし続けます。
その他：指定回数繰り返し鳴らします。
InterSoundWait
NumberOfCyclesが１でない時、音の繰り返しの前（再度音１を鳴らす前）にInterSoundWait  ミリ秒の間、音を止めます。
説明
音を鳴らす、または非同期に音を鳴らします。
AsyncModeがFALSEの場合は同期動作し、AsyncModeがTRUEの場合は非同期で動作します。
インジケータのサイクルは下記の通りです：
Tone1Durationプロパティ  ＋
InterToneWaitプロパティ  ＋
Tone2Durationプロパティ  ＋
InterSoundWaitパラメータ（最後の音のサイクルを除く）
トーンインジケータを非同期で鳴らしはじめた後、以下のメソッドのうち、１つで音を止めることができます。（音を鳴らしはじめる時に使用したInterSoundWaitパラメータの値がOPOS_FOREVERの場合、アプリケーションは継続して鳴っている音を止めるためにこれらのうちの１つを指定する必要があります。）
・ClearOutputメソッド
・SoundImmediateメソッド
戻り値
次の値のいずれかが戻され、ResultCodeプロパティにも格納されます。
値
意味
OPOS_SUCCESS
インジケータが鳴らされたか鳴り始めました
OPOS_E_ILLEGAL
次のエラーのいずれかが発生
・NumberOfCycles正の数、０、OPOS_FOREVER以外が指定されています。
・AsyncModeプロパティがFALSEの時にNumberOfCyclesにOPOS_FOREVERが指定されています。
・InterSoundWaitに負の数が指定されています。
その他
ResultCodeの項目を参照してください。
SoundImmediate メソッド
形式
LONG SoundImmediate ( );
説明
ハードウェアの音を同期で１回鳴らします。音１と音２は間はInterToneWaitの間隔で鳴らされます。
非同期出力が未終了状態の場合、（あたかもClearOutputメソッドがよばれたように）音を鳴らす前に終了させられます。
SoundImmediateメソッドは、主として非同期に音が鳴っている間にエラーイベント処理等で音を鳴らすという例外的な利用を目的とします。
戻り値
次の値のいずれかが戻され、ResultCodeプロパティにも格納されます。
値
意味
OPOS_SUCCESS
インジケータが鳴らされたか鳴り始めました
その他
ResultCodeの項目を参照してください。
� 	Application Programmer’s Guide日本拡張仕様書 第1.0版では、誤記により横倍率と縦倍率の説明が逆転していたものを修正しました。


�	OPOS POSプリンタの観点からすると”dot”は正確には定義付けできません。例えばあるプリンタは”half-dot”を高精細グラフィックス印刷の際に使われると定義し、またあるプリンタはテキスト印刷の際に使われるとしています。 OPOS POSプリンタのServiceObjectは以下の手段のうち１つを採用するものとします: 


 (a) 一貫して”dot”をプリンタの最小物理サイズ、すなわちハーフドットとします。


(b) ServiceObjectがXxxLetterQualityの設定に応じビットマップ印刷密度を変化させるのならば、ビットマップ密度に合うようにドットサイズは変化します。（すなわち、FALSEの場合はプリンタの物理ドットサイズ、TRUEの場合はハーフドットサイズです。） もしプリンタのテキスト印字方式がハーフドットサイズを基準としているような場合には、印字方式に対しての正確な値の適用が不可能な場合があるので、この選択を行うべきではありません。





�	秤コントロールオブジェクトはWeightUnitプロパティをサポートしなければなりません。 WeightUnitに加えてAPG第1.1版以前での誤記に従い、同等の機能をもつWeightUnitsプロパティもサポートすることをお薦めします。
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